
亜希子の頬を涙が流れて落ちた。祐子は直ぐにやってきた。ふたりはジ

ミーの運転するジープに乗って中国人の経営する中華料理店に向かっ

た。祐子はジミーに同席するように言った。ジミーは祐子の食事に同席

することに馴れてきているようだったが、それでも礼節は保っていた。

祐子と亜希子はジミーに気を遣わずに日本語で会話をしながら食事を

した。

「亜紀ちゃん、どうして戻って来てしまったの？」

「もう、大丈夫のようですから・・・・それに・・・・」

「それに？」

「わたくしが近くにいてはまずいと思ったのです」

「どうして？」

「どうしても。わたくしが近くにいたら、あの方は苦しいでしょうし、

周りの人たちにも、辛い思いをされると思うので・・・」

祐子はそれ以上聞こうとしなかった。

「そう、それで、あの人の症状はどんななの？」

「頭と、胸と、お腹と、手と、足に包帯を巻いていました」

「それって、全身じゃないの。ほんとうに大丈夫だったの？手術は成功

したの？」

「あの方は、死の淵を彷徨ってから蘇生されたようです。瀕死の状態か

ら生還したようです」

「よほど酷い怪我だったのね。きっとあの人にはまだ達成しなくてはな

らないことがあるから、海の老人や病院の先生達が助けてくれたのね。

よかった。本当によかった」

「お姉様、あの方が達成しなくてはならないことって、何ですか？」

「あなたも知っている筈よ、あの人が取り組んでいたこと。人々の物質

偏重の意識を変えることよ。とっても難しいことなのよ」

ふたりは賢の回復を祈りつつ、食事を摂った。ジミーはできるだけふた

りの邪魔にならないように配慮し、静かに、しかしダイナミックに食事

をしていた。この日、祐子は亜紀の部屋に泊まった。ふたりは口にこそ

出さなかったが、亜希子が居場所を見つけられずに戻って来てしまった
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ことで、賢をこれまで以上に遠くに感じ、互いにひとりでは耐えられな

いほどの寂しさを覚えていた。

賢は看護師から１通の封書を渡された。それを受け取ってベッド脇に置

くと、梓が言った。

「あなた、わたくしがお読み致しましょうか？」

「いや、後にするよ」

そう言って、賢は軽く目を閉じ、封書の中の文章を透視した。

「愛するあなたへ

ほんとうは、わたくしはあなたのお側にいて、あなたのお世話をさせ

て頂きたいのですが、今はわたくしがお側に居たら、皆さんのご迷惑に

なると思いますので、このままキガリに戻ります。でもまた時々参りま

す。そのとき、どなたもいらっしゃらなかったら、必ずお側に添わせて

頂きます。

雪坂康子さんのことは、守護霊様に伺いました。その内容は次の通りで

す。

雪坂さんには強い自我がおありのようです。過去世でも、そのために何

度か人を傷つけてしまわれたようですし、その結果として、ご自分も酷

くお傷つきになられたようです。ご自分の考えと合わない人を許せなく

なったり、その人に対して攻撃的になったりするときがあるようです。

でも一面では本当に愛する人と結ばれると、ご自身の愛が拡大して、周

りの人たちに対してまでその愛が広がるようです。ですから、自我の部

分を落とすことが彼女の今世の課題のようです。今世では愛を広げる機

会が得られ易いように、孤独な環境下に生まれ出ておられるようです。

心の安定性が達成され、自我を空しくおできになれば今世の目的は達成

されるとのことです。雪坂さんは過去世で何度か、純粋に愛されたとき、

あらゆる心の澱を解消させて、完全に癒されたことがあったようです。

一途で純粋な性格をお持ちのようですから、カルマが解消されたら、す

ばらしい人生を生きられる方だと守護霊様はおっしゃっていました。
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以上が守護霊様のお話です。大体うかがったとおりに書いたと思いま

す。

わたくしは、これからキガリに戻ります。あなた、早く良くなってくだ

さい。そして、わたくし達姉妹をお守りください。

あなた、愛しています。

亜紀より

愛する賢様

梓は封筒の中身が気になるようだったが、賢はそれを梓には見せなかっ

た。その晩は賢にとって初めて経験する手術後の一夜だった。寝返りを

打つこともできない。軽減されたとは謂え全身の痛みは賢が眠りに落ち

るのを許さない。時々顔の表面に何かが触れた。梓だった。顔の汗を拭

ってくれているようだった。賢は梓がいつ寝ているのか心配だった。し

かし、梓は眠そうな様子を一切感じさせなかった。賢は眠くなると瞑想

に入るように努めた。瞑想が深まると痛みは完全に消えた。それが瞑想

のメリットの一つでもあった。賢の意識はベッドの上の肉体にあるとき

以外は、常に無限の空間の中に浮かんでいた。そこはほとんど真っ暗な

場所で、自分が浮かんでいるということが分かるのが不思議だった。瞑

想から覚め、尿意を催して呼び出しボタンを押そうとすると、必ず梓が

側に居て下の世話をしてくれた。梓は看護師から賢の一切の看護につい

て指導を受け、検温や包帯の交換などの治療に関すること以外のことは

全て自分がやると言い切っていた。

手術の翌日無菌室の窓際に２人の警察官が訪れた。賢は事故に遭遇した

ときの状況について、詳細の説明を求められ、痛みに耐えながら車の上

方から強い衝撃を受けたことと、それ以外のことについては全く認識で

きなかったことを説明した。

「現在事故現場の調査を行っていますが、怨恨の可能性についてお聞き

したいので、後ほど改めて伺います」

警察官はそう言い残して去った。

その後、亜希子がテレポーテーションで何度も訪れたが、亜希子が訪れ
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るときは決まって梓が賢の側で介抱していたため、亜希子は暫くの間窓

の外から賢の様子を窺っていて、そのままキガリに戻るのだった。賢は

瞑目した状態で亜希子が来ていることを感知し、意識で会話をすること

ができたが、梓が亜希子の姿を目にすることはなかった。無菌室を出て

からの梓の看病は、献身の限りを尽くしているようで、傍目にも涙ぐま

しく映った。会社に１ヶ月間の休暇申請を出し、必要なものの調達に出

掛けるとき以外は常に賢の側に付き添っていた。食事、入浴、着替えか

ら下の世話まで、あらゆる場面で梓は賢を助けた。梓はまるで賢の身体

の一部のように動いていた。愛子も時間のある限り賢の傍らに居た。時

々愛子の投げ掛ける冗談が、病室の雰囲気を明るくしていた。

「賢パパ、あかちゃんになったみたいね。でも梓ママがいるから大丈夫」

「そうよ、愛子さん。今日は学校で何か変わったこと無かったの？」

「特になかったわ。だけど、今朝授業が始まる前に、賢パパの事故のこ

とが話題になったの。みんな賢パパが事故に遭ったことを知っているの

よ。賢パパはテレポーテーションできるでしょう。みんな、なぜ事故の

衝撃を受けたときにテレポーテーションしなかったのかって疑問に思

っていたの。それでね、私が説明してやった。テレポーテーションはど

こか移動しようとする所に意識の焦点を絞らなければならないんだけ

ど、賢パパはきっと運転しながら、何か別のことを考えていたから、急

に対応できなかったんじゃないかって。そしたら、みんな納得しちゃっ

た。ねえ、賢パパ、本当はそうなんじゃないの？」

賢は愛子の屈託のない話し方に、心地よさを覚えて言った。

「うん、そうとも言えるな」

「あなた、どなたかのことを考えていらっしゃったんじゃないですか？

もしかして、私のことかしら？」

「賢パパ、私のことでしょう？愛子は今頃どうしているかなって・・・」

「雪坂のことだよ。彼女躁鬱気味だろう。どうしたら彼女の心を癒すこ

とができるか考えていた」

「そうなんですか？どうりで雪坂さんが険しい顔をしていると思いまし

た」
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賢は亜希子からの手紙で、康子を癒す方法に見通しがついたと感じてい

た。しかし、梓に不満をぶつけてからというもの、康子は全く姿を見せ

なくなった。

医師達の細心の治療・看護と梓や愛子の献身的な看病の甲斐があって、

賢の病状は日一日とめざましく回復していった。賢は口には出さなかっ

たが、入院している間、自己の内面に深く入る瞑想を行っていた。でき

る限り瞑想の合間に、祐子と亜希子にコンタクトし、ふたりを安心させ

るように努めた。ふたりは賢の近くで看病できないもどかしさを覚えて

いたが、賢が度々バイロケーションで訪問してくれたので、それが楽し

みになっていた。手術後一週間もすると、賢の肉体は重篤な状態を脱し

た。脳側頭葉が無傷だったことも確認された。

梓が賢の食事の後片付けをしているとき、回復の時期を待っていたかの

ように再び２人の警察官がやって来た。賢はどこまで話そうかと迷っ

た。

「こんにちは、大分回復されたようでよかったですね。まだ、お辛いこ

とも多いでしょうが、今日は先日お願いした件についてお話を伺いに来

ました」

年長の方の警察官が言った。

「はい、私の分かることはお話します」

「よろしくお願いします。内観さん、鑑識の結果、どうやらあなたはバ

スーカ砲の攻撃を受けたようです。あのとき対向車線にトラックのよう

な大型車は走っていませんでしたか？いいえ、多分認識されていないと

思いますが、その弾道から考えて、反対側の車線を走行している大型車

の後部から、走り去るあなたの車めがけて砲弾が撃ち込まれたようで

す。あれじゃぁ、ひとたまりもありません。車が大破しなかったのが不

思議です。あなたはこの１年ほどの間、ずっと狙われ続けていたように

我々には思えるんですが・・・・実際はどうだったんですか？」

「正直な話、時々狙撃を受けましたし、いろいろ危険な目にも会いまし

た」
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「それは、どんな？」

「例えば、知らない人に言い寄られて、断ると車で後を追跡されたりと

か、電車に乗ろうとして混雑したプラットホームにいたときに、誰かに

押されてホームに落ちそうになったりとか、高速道路で後続車に急に追

い越しを掛けられ、いきなり前に出られたりとか、いろいろありました」

「どうして、我々に通報してくれなかったのですか？」

「どれも、確定的な証拠がありませんでしたから」

「そうですか。それで、これまで狙撃を受けられたことは？」

「はい、４、５回あります。でも、狙われた回数はもっと多いと思いま

す。と言うのは、僕は人が待ち構えているような状況を事前に察知でき

るから、危険を感じた場合は、そこを避けるようにしているからです。

実際に狙撃を受けるまでに至らなかったことが多かったと思います。今

回は、狙撃かどうか分かりませんでしたが、上方から攻撃されたものと

ばかり思っていました」

「つまり、あなたは常に誰かに狙われているということですね」

「どうも、そのようです」

「いったい誰だと思いますか、あなたを狙うのは？」

「我々の最近発売した製品によって、損害を受けた方とか、私の関係し

ていた意識改革プロジェクトに関係する組織で、計画中止で損害を被っ

た企業だとか、あるいはもっと危険な連中を想定すると、以前起きた東

領製作所の社長令嬢誘拐事件に関連するものだとか、あるいはその延長

上の誘拐組織なんかが考えられます」

「初めの二つは我々も想定して調査していますが、後でおっしゃった２

つは想定外でした。もう少し詳しくお話しして頂けますか？」

賢は博多での誘拐犯とその後の祐子の足跡に関係した犯罪組織のこと

と、インドの売春組織のことを話した。しかし、自分たちがインドのハ

ーレムの爆破に関係していることだけは話さなかった。それを話すこと

は、自分ばかりでなく多くの仲間を危険に晒すことになると考えたから

だった。警察官達は、賢の説明に基づいて調査を進めると言った。その

翌日も警察官が事故後の周辺状況の確認と、いくつかの質問のために賢
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の元を訪れた。警察官は、「必死に調査を続けているが、まだ犯人像が

浮かび上がらない」と言った。

テレビのニュースで賢の事故のことを知った大河原早苗と竹下辰夫が

見舞いに訪れたのは術後１０日を経過した頃だった。その頃には賢も大

分回復していて、普通に会話ができるようになっていたが、ふたりは賢

の包帯だらけの身体を見て目を覆い、涙を流した。賢の病状を見舞った

後、ふたりは自分たちが最近漸く精神的に安定してきたことを報告し

た。賢が貸し出したＯＶＳを使って、義母の心の修復ができ、子供達も

自分たちが死後の世界に居ることを納得できて、３人とも無事帰霊でき

たと言った。うれしそうに話すふたりを見て、賢もうれしく思った。

それから少しして、野岸康夫夫妻が、ゆきを連れてやって来た。ゆきは

大きな花束を抱えていたが、賢の姿を見ると、花束を手にしたまま、大

きく見開いた両目から涙をぽとぽと落した。

「賢さん、痛かったでしょう。よかった。助かって、本当によかった・

・・・・私、直ぐに来たかったんですけど、両親が少し待つように言っ

たので、我慢していました」

「ゆきさん、ありがとう。ご両親のおっしゃるとおりだよ。ここ数日、

やっと普通に話ができるようになったんだ。ところで太郎君と信次君は

元気かな？」

「元気すぎるぐらい元気です。ふたりともいつも「賢お兄さんに会いた

い、会いたい」と言っていますから、ふたりには賢さんが酷い怪我をさ

れたことは話さないで来たのです。だって、それでなくても賢さんに会

いたくてしょうがないのに、怪我をしているなんて言ったら、私もこち

らに来られなくなってしまうでしょう。用事があるからと言って誤魔化

して来たのですよ。私からふたりに賢さんは元気だったと伝えます」

「ほんとうはゆきが一番、内観さんに会いたがっていたのですよ」

「お母さんたら・・・」

ゆきは顔を真っ赤にして下を向いてしまった。目を潤ませて孝子が言っ

た。

「でもよかった。助かってくださって」
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「野岸さん、お気遣い頂き、気を付けるようにとお電話を頂いていたの

にとんだ失態です」

「私たち親子はあなたが悪いものたちに狙われて怪我をされる夢を何度

か見ましたので、お電話を差し上げたのです。ずっと心配していました。

でも、最近はその夢は見なくなりましたのに、こんなことになってしま

って・・・・」

辰夫は無罪で釈放になって、この日初めて賢に会った。

「その節はいろいろありがとうございました。内観さんは私たち家族の

救い神です。あなたがこんな事故に遭われたことを耳にしたとき、一瞬

目の前が真っ暗になりました。３人で絶望の淵に沈んでしまいました。

一刻も早くお見舞いに伺いたかったのですが、手術や治療の邪魔をして

はいけないと思って、少し時間を置いてから来ました。こうして回復さ

れたお姿を拝見できて、本当に嬉しく思います」

「遠いところを僕のためにはるばるいらしてくださって、ありがとうご

ざいます。僕は、皆さんが幸せになられてとても嬉しいです。もうすぐ

退院できると思います。大勢のみなさんのお世話になりました。そして

このような優しいお心遣いを頂き、本当に嬉しいです」

梓が急いで外に出て、太郎と信次のみやげにと、バタークッキーを買っ

て来た。３人は恐縮してそれを受け取った。

その日、ゆき達が帰った後、浮石康夫とその両親も見舞いに訪れた。３

人は「是非一度お礼に伺いたいと思っていたのに、こんな形でお会いす

ることになってしまったことを、大変申し訳なく思っています」と謝っ

てから、賢の様子を見舞い、それから康夫の失踪について、いろいろ話

し合った。賢もできるだけわかりやすく意識の作用と失踪の関係につい

て説明したが、両親は理解できないようだった。

その後、毎日のように賢の会社関係の人たちが見舞いにやって来た。東

領製作所からも若手の社員が何人か見舞ってくれた。賢は来る人来る人

に最大の感謝の念を抱き、謝辞を述べた。

ある日、東領製作所のＭＩプロジェクトの５人のメンバーと一緒に見舞

いに来た一人の男に、賢は激しい戦慄を覚えた。賢より少し年上に見え、
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ストレート・ヘアーをポニーテール風に束ねている。背は高く、髪の影

響なのか顔立ちも良く見えるのだが、その男からは、攻撃的な波動を伴

った、陰湿なものを感じた。賢は５人のメンバーと話しているときも、

常にその男への警戒は怠らなかった。６人はそのまま帰って行った。賢

は何事も起こらなかったことに、胸を撫で下ろした。

術後１ヶ月ほどすると、バイパスした脳の浅側頭静脈と上腕の尺側皮静

脈は見事に接合し、周辺組織がチューブを受け入れて傷を修復してしま

った。肋骨の骨折は肝臓に突き刺さった１本を除いて、全て繋がった。

切除された肝臓はまだ元の大きさには戻っていなかったが、傷口は完全

に治癒した。医師達の一番の驚きは上腕と下肢の骨折の治癒だった。左

足の複雑骨折は全て元通り、いや、骨折部は骨折前より一層強固に接合

し、復元されたように見えた。上腕の、千切れそうだった部分の組織も

全て元に戻った。院長は２日置きの通院という条件の下に賢に退院の許

可を与えた。

「賢パパ、よかったね。今度は家でリハビリだね」

「あなた、もう、二度とこんな目に遭わないようにしてくださいね」

愛子も梓も朗らかだった。原が言った。

「賢さん、退院早々で申し訳ありませんが、忙しくなりますよ」

「原さん、僕の入院中はほんとうにありがとうございました」

「今度は真剣に、自分を狙っている輩を特定する必要がありますよ。さ

もないと、また同じような危険に遭遇することになるかも知れませんか

らね」

「ええ、僕もそうしようと思っています。なんとしても長野の村を完成

させなくては・・・・」

警察による犯人の特定ができていない状態での退院となった。その日は

よく晴れた日だったが、南西の風が強く吹いていた。賢は梓と愛子に支

えられて玄関に出た。院長と辻林医師、看護師長を初めとする看護師達

が見送ってくれた。賢は病院の関係者に深く頭を下げ礼を述べた。自分

の身体で味わう久しぶりの外気だった。梓が駐車場に車を取りに行こう

とした時、賢の意識に戦慄が走った。賢は一瞬瞑想状態に入り、即座に
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自分達の周囲に透明のバリアを張った。その直後、何かがバリアに当た

り跳ね返った。

「梓、ちょっと待て、少し様子を見よう。戦慄を感じるんだ」

「賢さん、意識で追うことができませんか？」

原が言った。賢は意識を研ぎ澄ませて全方位に向けて開いた。攻撃は通

りを隔てて反対側にある７階建てビルの３階の端の部屋から行われて

いるらしいと認識した。その時、路上に駐車してあった車から３人の男

性が降り、そのビルに向かってゆっくり歩いて行った。私服警官のよう

だ。ビルに近付くと警官は一気に建物の中に突入した。暫くして、ポニ

ーテール風に髪を束ねた一人の男性が警官２人に両手を押さえられて

ビルから出て来た。手には手錠が掛けられている。

「あの人、この間ＭＩの人たちと一緒に来た人よ」

梓が叫んだ。警察の一人がポニーテールの後からライフルを手にして現

れた。賢はそのポニーテールの男に心当たりはなかった。危険が遠のい

たので賢は直ぐに意識を解放してバリアを解いた。

「みんな、怪我は無かった？」

全員が頷いた。院長と辻林が賢の元に駆け寄って来た。

「内観さん、無事でしたか？」

「はい、大丈夫でした、院長。ご心配頂いてありがとうございます」

「それじゃあ気を付けてお帰りください」

４人は院長達に再び深々と頭を下げた。

ライフルを手にした警官が近付いて来て、「後でご自宅に伺います」と

言った。

入院はたった１ヶ月だったが、賢には外の空気がとても新鮮に感じられ

た。梓は道央高速を使わなかった。通り過ぎる車に、最大の神経を使っ

て運転をした。原と愛子も、周囲に対して注意を怠らなかった。

「さっきは何かしたの、賢パパ？ライフルの弾、何処にも中らなかった

じゃない」

愛子が訊いた。

「バリアを張ったんだ。そうか、愛子は見たことなかったな」
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「バリアって、防御壁だよね？透明のバリアかな？」

「そうだよ。だから、傍目には分からないんだ」

「それ、どうやって張ったの？」

「先ず次元をひとつ上げて、その中にあるシリコンのバリヤを浮上させ

て、それを現実界に移動して、みんなの上に被せたんだ」

「そんなの簡単にはできないじゃない。だって、さっきは瞬間的にやら

なくっちゃならなかったし」

「前に、作ってあるんだよ。その次元に意識を移せば、そこにあるバリ

アを直ぐに持ち出して使えるんだよ。意識の不思議さ」

「ふぅーん、すごいんだね。賢パパ、事故に遭ったときも、直ぐにバリ

アを張ればよかったね」

「そうだな。だけど、突発的な事故だったら、あの瞬間は余裕が無かっ

た」

原がにこにこして、賢の応答に軽く相槌を打っていた。病院を出てから

家までの道では何事も起こらなかった。

４人が家に戻ったのは１１時を回った頃だった。皆緊張から解放され

て、どっと疲れを感じた。４人はしばし休憩することにした。賢達がソ

ファーに腰を下ろすと、梓は直ぐにキッチンに向かった。

「あなた、お疲れでしょう。少しおやすみになったらいかがかしら」

「いや、昼過ぎに休むよ」

梓がコーヒーを入れて持って来た。４人が談笑していると、先の警察官

がやって来た。ポニーテールは黙秘を決め込んでいると言った。

「あの長髪男、どうも顔は東洋人だけど、向こうの血が混ざっているよ

うなんです。奥様から、会社関係の方々と一緒に見舞いに来た人に似て

いると伺いましたので、その時見舞いに訪れたご友人の方々にも当たっ

てみましたが、皆さん、面識が無いとおっしゃっていました。どうして

一緒に見舞ったのかと聞いたところ、あの人はたまたま同じ時に見舞い

に来た人だと思っていたとのことでした。病院内で何事もなくてよかっ

たです。ところで、内観さんはブリクロン・アブリジというインド人を

ご存じですか？」
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「はい、知っています」

「どういうご関係で？」

「僕の友人ですが、それがどうかしたのですか？」

「その人が、最近北海道、特に札幌近辺ですが、女性の失踪者について

いろいろ聞き廻っているという情報が入ったんです。内観さんは失踪事

件を解決していることで有名ですから、我々はもしかしたら彼が、今度

の事件に絡んでいるかもしれないと思っていまして・・・・」

「彼は、危険な人間じゃありませんよ。どちらかと言うと、正義の為に

生きているような人間です。でもなぜ彼が北海道に居るんだろう」

「そうですか。事件解決の参考にできることがありましたら、是非ご連

絡ください。あの長髪の男が現れたことで、この事件もすこし糸口がつ

かめてきた感があります。御休息中のところを失礼致しました」

警察官が帰ると、梓と愛子が台所に立って昼食の支度を始めた。原は入

り口の方向を向いて坐っていたので、亜希子がドアの近くに現れたのに

直ぐに気付いた。しかし、原は黙っていた。亜希子は静かにソファーの

近くまで来た。賢の背後に回って左手で賢の左肩にそっと触れながら言

った。

「退院おめでとうございます。お怪我の方はもう大丈夫なのですか？」

賢は驚いて振り返った。

「亜紀、退院したことがよく分かったね」

「あなたのことはずっと拝見していましたから」

「えっ？」

「わたくし、毎日あなたの近くに伺っていたのですよ。お気づきになり

ませんでしたか？」

「えっ？本当なのか？時々来ていることは分かっていたけど、毎日とは

知らなかった。心配掛けたな」

「姿は現しませんでしたけれど、霊界でムクウさんに教えて頂いた霊界

から地上界を覗き見る方法で、何時もあなたのお側に居ました」

その時、梓が亜希子の存在に気付いて、ソファーの所にやって来た。

「あら、亜希子さんいつお見えになったのですか？丁度よかった。これ
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からお昼にするところなんですよ。ご一緒に如何ですか？」

「ありがとうございます。でも、わたくしはもう少ししたらキガリに戻

ります。由宇お姉様がお待ちですから。賢さんのご様子を拝見して、そ

れをお姉様にお伝えする約束なのです」

「亜紀、ありがとう。俺の身体は大体、元通りに復元できてきたよ。た

だ関節や筋が硬くなっているから、すこしリハビリがいるかも知れない

けどね。由宇にもありがとうと伝えてくれよ」

「分かりました。賢さん、それでは、わたくしは失礼致します」

そう言うと、亜希子はその場に立ったまま姿を消した。原が言った。

「漸く本来の世界に戻って来たような気がしますね。もう、アフリカと

日本の間にさえ空間的な隔たりが無くなってしまったようですね。亜希

子さんは我々の目に見えないところで、ずっと賢さんの側に居たとおっ

しゃっていました。そして今も直ぐに祐子さんの元に戻って行きまし

た。ここでは、これが現実の世界になってきたのですね」

「原さん、あなたの発明した二つのマシンのおかげで、自分の意志でＤ

ＮＡの情報スイッチをＯＮにできない多くの人たちも、あの２つのマシ

ンを使って、自分が今、次元を超越した世界に住んでいることを認識で

きるようになりました。直ぐに人々の認識も変わって来ると思いません

か？」

「いいえ、そう簡単には変わらないと思います。この世界の仕組みは非

常に堅くて、人々の意識を雁字搦めに縛っていますから、そこから抜け

出すには、受動的な体験だけでは無理だと思います。先ず多くの人達が

もつれた糸を意識してほぐして、その呪縛から解放されないことにはど

うにもなりません。実は僕は諏訪に期待しているんです」

キガリ

祐子は涙を流して喜んだ。

「亜紀、あの人は本当にもう大丈夫なのね。切れた血管もすっかり繋が
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ったのかしら？複雑骨折の方は？それに肋骨はくっついたのかしら？

一番心配なのは、頭よ。大丈夫だったのかしら？あのひと、頭を打って

私たちのことを忘れてしまったなんてことはないでしょうね？」

「お姉様、大丈夫ですわよ。わたくしのことを、しっかり覚えていらっ

しゃいましたもの」

「あなたのことは覚えていても、私のことは忘れてしまったなんてこと

はないかしら？」

亜希子は祐子が不安げに賢を案ずるのを聞いて、「これが同じあのママ

ユウコなのかしら」と思った。

「亜紀、あの人本当に大丈夫なのね？」

「はい、あの方には梓さんと、愛子さんそれに原さんや数馬さんが附い

ていらっしゃいます。何より札幌市立病院の先生達がついていらっしゃ

いますし。あの方達がいらっしゃれば、もう大丈夫だと思います」

「そう、それを聞いて安心したわ」

祐子の気持ちは複雑だった。もう、元のふたりには戻れないことは分か

っていても、賢が他の女性の世話を受けているという亜希子の言葉を、

冷静に受けとめることはできなかった。

「お姉様、わたくしたちは何時になったらあの人と一緒に生きることが

できるのでしょう？わたくしは、何時もあの方のお側に居たいと思う一

方で、どうしてか分からないのですが、あの方から離れてでも魂の苦し

んでいる人たちを救わなくてはならないという焦燥感に似た気持ちが

突き上げてくるのです。本当はあの方と一緒に、苦しんでいる人々をお

救いしてさしあげたいのですが・・・・あの方は何時もわたくしとは異

なった方向に進んでいらっしゃるようで・・・・」

「亜紀、私たちにはまだ、やらなくてはならないことがあるのね。だか

ら、何時も心の奥の方から突き動かされているのよ。今世でやるべきこ

とを終えないと、あの人と共に生きることは許されていないような気が

するのよ。寂しいけれどね」

「ええ、お姉様。あの方の周りには、沢山の方々がいらっしゃいます。

その人達と一緒に、新しい世界を創る為の取り組みをされているのです
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ものね。わたくしたちは、きっとその仲間に入ることが許されていない

のですわ」

「そうね、どうやら私たちの役割はこの地球上で生きている人たちを、

一人でも多く助けることのようね。私はね、今、地球上で一番悲惨な生

を強いられている人々が生きている社会を、先進国の平均的なレベルに

まで引き上げる為に働くことが自分の使命のように感じているの。亜紀

の役割は、貴女の言うとおり苦しんでいる人たちの魂を救うことにある

ように感じるのよ。生きている人はもちろん、既に亡くなってしまった

人たちの魂を、安定した状態に導いてあげることなんじゃないかしら。

私たち以外にもこういう役割を与えて頂いた人たちは、沢山居るように

思うわ。でも、殆どの人たちはそのことに気付くことすらなく人生を終

えてゆくんでしょうね」

「お姉様、もし、今お姉様が天からお預かりになった使命に拘わらず、

ご自分の自由意思でご決断できる状態になっているとしたら、今なさっ

ているフルマのような、人々の生活の基盤を作って、貧困社会の底上げ

をされるようなお仕事をすることと、あの人を愛して、あの人のお仕事

を助けて、あの人のお側で一緒に生きることと、どちらをお選びになり

ますか？」

「以前は、何とかあの人の側に居て、あの人と生きたいと考えていたわ。

でも今では、きっとフルマを選ぶわね。私はね、亜紀、自分で好むと好

まざるとに関わらず、フルマの仕事を選ばなければならないように導か

れてゆくのよ。初めは、そういう見えない力に抵抗したわ。でも、今で

は、その力に抗うことはなくなったわ。自分の意思で選んでいるわけで

はないのよ。うまく表現できないけど、どうも潜在意識のようなものに

導かれているようなの。そしてね、それを受け入れると、物事が自然に

進んでゆくのよ。窮地に陥っても結果としてそこから抜け出せるの」

「お姉様、わたくしは自分の意識で、人をお救いしたいと考えています。

そうしないと、安易な方に流れてしまいそうで・・・・・でもそうする

と、あの方のお側に居ることが難しくなってしまいます。わたくしは、

何度もしくじりました。それは、わたくしが自分が考えて行った選択に
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基づいて生きているからなのでしょうか？」

「私には分からないわ。でも、亜紀、あなたの選択は間違っていないと

思うわ。あなたの行っていることは、他の人にはできないことなのよ。

だから当然、多くの危険が伴うわ。私はあなたの強い決断をいつも偉い

と思っているのよ。私にはできないわ」

「いいえ、わたくしは由宇お姉様の確信に満ちた不動の行為の方がずっ

とずっと立派だと思います」

「私たち、お互いを褒め合っていて、他の人が見たら、なんと思うかし

ら。可笑しいわね・・・・・ふふふ・・・・・私は、あなたが私の近く

に来てくれたことで、あの人と一緒に居る時と同じような、とっても幸

福に満ちた心の状態でいられるのよ。亜紀、あの人の怪我も大分回復し

たようだから、そろそろ私たちも次の行動に出ようか？」

「次の行動って、もしかして・・・・」

「そうよ、亜紀が望んでいる貧困者の救済よ」

「由宇お姉様、一緒にコンゴ民主共和国に行って頂けるのですか？わた

くしはずっとリンガラ語の勉強を続けています。お姉様、その国に行っ

たらその国の言葉で話さなくては、相手の本音は分からないでしょ

う？」

「それはそうね。でもね、亜紀、コンゴばかりじゃないのよ。最近一番

苦しんでいるのは、ソマリアやケニア、それにエチオピアの人たちかも

知れないわ。いいえ、アフリカ中どこの国もみんな国民が苦しんでいる

わ。それにアフリカだけじゃなくてシリアやイラク、パレスチナ、ウク

ライナの人たちも戦闘やテロで苦しんでいるし・・・・」

「お姉様、もちろん飢饉で苦しんでいる人たちを救い出すことにも、是

非取り組ませて頂きたいのですが、わたくしは先ず、これまで自然と共

存して生きてきて、本当は自由な筈なのに、自分のことだけしか考えな

い人達に苦しめられて、身も心も傷付き、その上貧困を強いられ、人生

を破壊されて亡くなってゆく人たちをお救いしたいのです。そういう人

たちのことを考えると、とても辛くて、その方達を助けなくてはならな

いって思ってしまうのです。ですから、そうできない自分を許せなくな
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るのです。ソマリアやエチオピアの飢饉には国連も目を向けています。

でも、コンゴに対してはどんな正義の集団も敬遠して、なかなか寄り付

かないでしょう。それどころか、あの自然の豊かな国に、蛭のように食

らいついて、資源を吸い尽くそうとしている人たちが沢山居るでしょ

う。そのような世界に生きることを余儀なくされた人たちのことを放っ

て置けないのです。お姉様、是非コンゴ民主共和国に行きましょう」

「分かったわ。亜紀の情熱にはかなわないわね」

ふたりは具体的なコンゴ進入計画を立て始めた。それはまるで時化の大

海に小さなボートで漕ぎ出す時のような、身震いしたくなる戦慄を覚え

る行為だった。

「亜紀、「自分が考えることは、必ずやり遂げることのできることだ」

という格言を知っている？」

「初めて聞きました。でも、それを伺って、勇気百倍ですわ」

「私もリンガラ語を勉強するわ」

ブカヴ

ふたりは何度も何度も検討を重ねた結果、紛争の頻発する北西のゴマ地

区を通らず、キヴ湖南端のブカヴからコンゴ国内に進入することに決め

た。ソマリアの窮状が抜き差しならなくなり、国連が中心になって各国

が緊急支援に乗り出したのだが、どの先進国も自国の経済が破綻状態に

なっていて、他国どころの騒ぎではなくなっていた。表立って宣言する

ことはなかったが紛争中のアフリカ諸国に対する支援を殆ど打ち切り、

先進国としての体裁を保つため、やむなく国連の勧告に従って、ソマリ

ア周辺への支援にだけ集中することに決めていた。大国によるコンゴや

スーダンへの支援予算が削られたため、コンゴ民主共和国では、国軍に

押さえつけられていた国内の武力集団が一気に勢力を盛り返し、従来に

も増して一般の住民を武力で強制的に服従させる動きに出てきた。祐子

のコンゴ行きの決断は、既に派遣しておいた兵士の報告から、コンゴの
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住民が生きる道を絶たれるような状況に陥っていると知ったためだっ

た。ブカヴに向かうもう一つの理由は、首都キンサシャやキサンガニな

どの主要都市は航空機を使って空から入るにしても、あまりにも危険

で、ルワンダという国に拠点を持つグループが侵入することが極めて困

難な為であった。ルワンダでジェノサイドが起きた時は、ルワンダから

コンゴに大量の難民が流入し、ブカヴにクツ族の難民キャンプが建てら

れた。しかしルワンダで虐殺を行ったクツ族系ゲリラがルワンダに対し

て逆襲を繰り返したため、ルワンダ政府は反政府ゲリラのコンゴ・ザイ

ール解放民主勢力連合 (αＦＤＬ)を支援し、事実上ブカヴはαＦＤＬ

の支配下に置かれた。その後、ザイール政府が倒れ、政権を取ったαＦ

ＤＬは一転して反ルワンダの姿勢をとったため、ルワンダはコンゴに住

むブチ族の反政府組織コンゴ民主連合（ρＣＤ）を支援して、αＦＤＬ

との戦闘状態に入った。その結果、ブカヴはρＣＤの手に落ちた。その

後いったん和平が成立して、ブカヴはコンゴ政府の手に戻ったものの、

ρＣＤのリーダーが再び政府側から離反したため、翌年ブカヴは再度ρ

ＣＤの手に落ちたという複雑な経緯がある町だ。先進国からの多くの支

援が打ち切られた後でも、コンゴ民主共和国の国軍は国連の援助を受

け、虐殺後にこの国に逃げ込んできたクツ族の戦闘集団ルワンダ解放民

主軍（φＤＬＲ）の討倒を執拗に続けている。だから、ルワンダ、それ

もブチの入国がすんなり受け入れられそうなのはここしかないのだ。

祐子は今回は特に慎重だった。４人の精鋭の兵士と食料係一人、コミュ

ニケーション担当としてマリー・ジュベステルの計６人を伴っての遠征

とすることに決めていた。祐子はコンゴ民主共和国に在住の難民の救済

のみでなく、この国が安定した政治体制を確立し、資源目当てでない先

進国の積極的な援助を確保できるようにさせることと、自力で資源開発

ができるようになり、貧困に苦しむ自国民を救済できるような力を持つ

ように導くことを目論んでいた。それには政府役人の人道的な意識を高

め、犯罪発生を激減させ、漁夫の利を狙った支援を申し出ている各国か

らの難民救済軍を自らの意思で撤退させることが必要だった。それ以上

に厄介なことは、既得権益を確保しようとあの手この手で、庶民を食い
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物にしてきた民間の開発支援組織や、ＮＧＯを装った難民支援組織を後

方で支援しているコンゴ政府の触手を引き離し、その方向を人民からの

搾取から軍に向けさせ、最終的にはその軍に向けた触手をも引っ込めさ

せることだった。軍人や役人の目から逃れるために、コンゴ民主共和国

への入国は目立たないようにする必要があった。そのため、遠征隊を二

つのグループに分け、ルワンダ国内ではそれぞれ別々の経路を通り、一

旦国境の町チャンググで落ち合ってから、一緒に国境を越えることにし

た。国境は、夜間は閉鎖されるので、夕方までに通り抜けなくてはなら

ない。祐子と亜希子はスーダンへの支援時と同様、ジミーとメドリスナ

の２人を連れて最初にキヴエのキャンプに寄り、そこで1夜を過ごして

から、翌朝早くチャンググに向けて出立することにした。もう一つのグ

ループはマリー・ジュベステルと残り２名の兵士と食料係の４名で、祐

子達が出立した翌日の早朝に出発し、正午にチャンググで祐子達のグル

ープと落ち合い、その日のうちに国境を越える予定であった。

祐子がマリーに相談したとき、マリーはコンゴ民主共和国行きは絶対止

めた方が良いと強く反対した。祐子に服従を誓って以来、祐子のやろう

とすることに反対を唱えたことなど１度もなかったマリーも、今回ばか

りは反対の意思を曲げなかった。マリーはルワンダ、ウガンダ、ブルン

ジからコンゴ民主共和国に避難したり、侵攻したりしているクツやブチ

の市民軍の指揮官との間に、あまり表沙汰に出来ない繋がりがあった。

彼らの卑劣な行為をいやというほど目の当たりにしてきていた。そし

て、彼らのやり口から見て、祐子や亜希子が直ぐに窮地に陥る危険性が

あることを予見していたのであった。

「ママ、それ危険すぎです。αＦＤＬ（コンゴ／ザイール解放民主勢力

連合）、φＤＬＲ（ルワンダ解放民主軍）、ρＰＦ（ルワンダ愛国戦線）、

νＲＡ（ウガンダ国民抵抗軍）、φＮＬ（ブルンジ反政府勢力）、γＮＤ

Ｐ（コンゴ人民防衛国民会議）どの組織も、みんな危険、ママ止めてく

ださい。特に、女性は攻撃の的です。それと、アフリカで３番目大きな

国、どうやって救うのでしょう？ママの慈悲の心、すごい力持っている

の知ってます。だけど、ザイール１／３ジャングルで、村人の多く、兵
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士の攻撃逃れるため、ジャングルに逃げ込んでる。ジャングル危険一杯。

ああ、どうしたらいいの分かりません」

「マリー、私は覚悟を決めたの。これが私の使命なのよ。たとえそれが

絶対不可能なように見えても、必ず道はあると思うのよ。私一人の力じ

ゃない。みんなの力であの国を愛の国にするのよ。天国にするのよ。マ

リー、私を助けてほしいの。もちろん命がけになるわ」

どんなに反対しても断固自分の意思を貫こうとする祐子の気迫に屈し、

ついにマリーも折れた。

「・・・・・ママ、命掛ける・・・・・わかりました。私ママに命預け

てあります。ママ守ります。だけど、暫く待っていて、１０日、いいえ、

１ＷＥＥＫ １週間、私、ザイール人沢山知ってる。あの国行くこと覚

悟いる。強い護衛要る。連絡とる。ザイール・・・オーノー、デモクラ

ティック・リバブリック・オブ・コンゴ政府の人間と繋がっている者連

れて来る。その人達使わないと危ない。その人達と重役達、役人達にみ

やげもって行く。ママ、ウイスキーとたばこ、それから、デジカメとミ

ュージックプレーヤー、ママ、そういうの、沢山用意すること、みんな

喜ぶ。これは駆け引き使う。それと、薬沢山もって行くの良い。貧しい

人だけでは、少なすぎる。村人も助ける。危ない病気多い。私、明日か

ら亜希子と一緒に用意する。ママ、いいですね」

祐子はマリーの助言をありがたいと思った。

その翌日の午後、フルマのオフィスで祐子と亜希子がコンゴ行きの荷物

の準備をしていると、マリーが２人の軍服のようなサファリーウエアを

身に付けた男性を連れて来た。

「ママ、これはザイールの自然科学研究所の所長クリグ・マハヌムとコ

ンゴ人民銀行の部長ボモ・バサンスガです。ビザをとるの手伝ってくれ

る。国に入るとき、助けてくれる。彼らは金で動く。あまり料金払うの

まずい。払えばどんどん要求する。国に入ったら、別のガード雇う。ジ

ャングル入るときピグミー雇う。ピグミーは村の人に使われてる。彼ら

文字持たない。だけど、自分たちの言葉持っている。ピグミーには国無

い。森が彼らの国。森のこと、何でも知ってる。コンゴの人、心優しい。
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だけど、生きるの難しい。食べ物足りない、みんな栄養失調。助けるの

もっと難しい・・・・」

マリーは先ず日本語で女性達に説明してから、リンガラ語で２人の男達

に祐子と亜希子を紹介した。クリグ・マハヌムは目の大きな体格のがっ

しりした黒人で、肌の色つやも良く、身だしなみはきちんとしている。

髪は縮れていた。ボモ・バサンスガはアフリカ人としては小柄な黒人

で、理知的な印象を与える。２人の男性は、依頼主が女性であることに

驚きを隠せないようだった。

「ンボテ（mbote）．ナザリ ユウコ（Nazali Yuko）.」（こんにちは、

わたしは祐子です）

祐子は試しに覚えたばかりのリンガラ語を使ってみた。

「ンボテ（mbote）.」（こんにちは）

ふたりの男性はそれだけ言うと、にやりと笑った。祐子が２人の男性に

握手をしようと右手を差し出すと、クリグ・マハヌムが好奇的な眼差し

でふたりの女性の顔をしげしげと見詰め、祐子の手をそっと取った。そ

の手を持ち上げてキッスするような仕草をしたので、祐子はさっと手を

引いた。一方ボモ・バサンスガはビジネスライクに自然な動作で祐子と

握手を交わした。マリーがリンガラ語で２人の男性にビザと入国のこと

を依頼した。ボモは金が掛かると言った。マリーが彼の要求を受け入れ、

必要になる金額を訊き、それに手数料を加えた額をボモに示した。ボモ

は頷いた。祐子は用意しておいた葉巻を二箱マリーに渡し、マリーがそ

れを男達に渡した。２人は葉巻を受け取るとそれを良く見もせずに素早

く内ポケットに入れた。その動作があまりに素早かったので、３人の女

性は顔を見合わせた。マリーが袋の中からトランシーバーを３台取り出

し、１台を祐子に、もう１台をクリグに渡した。車の中から連絡が可能

な範囲は３キロメートル程度だと言った。そして、何も無い平地なら２

０キロ位まで届くと補足した。クリグはトランシーバーの操作の仕方を

マリーから聞くと、その場を引き上げて行った。

２人の男性とはブカヴの国境で再会することになった。

それからの８日間、祐子と亜希子はマリーの援助を頼りながら、必死に



22

なって物資を集めた。亜希子の助言で、祐子は物質転送機を用いて日本

から安価で高性能なデジカメとソーラー充電器を３０台ずつ送っても

らうことにした。祐子が賢にテレパシーで頼んだ。賢は梓に頼んで直ぐ

にそれらを調達し、祐子の元に転送してもらった。物質転送機の受物装

置はリアバッグの一番奥に仕舞った。この受物装置は重要性を増してい

る。原の改良の結果、もうどこに居ても物質転送機から品物を送りつけ

ることができるように改造されていた。物質転送機の本体は祐子のオフ

ィスに据え付けてある。誰もそれが物質転送機だとは知らない。祐子は

アイリーンに操作方法を教え、他の誰にも教えてはならないと言った。

祐子にとってアイリーンはスバハの乳母であると同時に、最も忠実な部

下でもあった。アイリーンは自分の全てを祐子に委ねていた。祐子は自

分の留守の間のオフィスの管理を全てサスカブとアイリーンに委ねた。

地図やリンガラ語の資料、そしてもう１歳になって、ひとときも離れて

いたくないほど可愛いスバハの写真などを、パスポートを入れるポーチ

にしまった。スバハはアイリーンに懐いていたので安心だったが、祐子
なつ

は出発までの間、時間のある限りスバハの近くで過ごした。そして出発

の２日前に、祐子と亜希子はマリーのサジェスチョン（推奨）に従い、

染髪剤を使って全身の肌を浅黒く染めた。

「由宇お姉様、お似合いですわ・・・・ほっほっほっ・・・」

「亜紀、色黒なあなたなんて想像したこともなかったけど・・・・やっ

ぱり、あまり似合わないわね・・・・はっはっはっはっは・・・」

染料の効果は１ヶ月は保つ。自分が言い出したのにも拘わらず、マリー
も

は肌を染めずに地で行くことになった。そのままでも十分に現地在住の

外国人で通せる雰囲気を持っていた。スバハは祐子の姿を見て、初めべ

そをかいたが、直ぐに祐子と分かった。しかし、亜希子に対しては顔を

背けて、近づかなくなってしまった。

「スバハ、わたくしよ。まあスバハったら、わたくしを分からなくなっ

ちゃったのかしら？」

亜希子はがっかりしたが、それほど亜希子の印象は変わってしまった。
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キガリを出る日の朝、祐子はスバハに会うのを止めた。アイリーンにだ

け会ってスバハのことを頼んだ。アイリーンの目に涙が光った。サスカ

ブと何人かの長老も会いに来てくれた。祐子は再びここに戻ることがで

きるだろうかと思った。しかし、悲しみが湧いてくることはなかった。

亜希子は今回のコンゴ行きが自分の本当に望んでいることなのだろう

かという考えが浮かび上がってきたが、不安定な心の動きを押さえて、

「絶対成功させてみせるわ」と心に誓った。

祐子達は大勢のブチ族の人たちに見送られて昼過ぎにキガリの家を出

た。２台のジープはボディが錆びて、板金の一部が剥がれ落ちた車に変

わっていた。全員の服装もきわめて地味なものになっていた。マリーの

進言で1ヶ月分の食料と水の他にプリムスを５ケースとガソリン２０リ

ットルタンク５個１００リットルを持参することにした。準備には細心

の注意を働かせたが、それでも誰一人十分という確信を持つことはでき

なかった。出発を前に全員が緊張していた。

一旦キヴに出て、近くのブチのキャンプ・キヴエに寄り、病人を見舞っ

て、そこで１夜を過ごすことにした。翌朝夜明け前にキャンプを出発し

てキヴ湖に沿って南下し、国境近くの町チャンググで昼食を摂ることに

決めた。キャンプには看護師の仲間が居る。祐子の指導でルワンダ国内

の二つの部族間の抗争は無くなったが、バラックと多くの友を失った、

あのクツから受けた傷跡が未だ完全には癒えていない。祐子は族長にな

って以来、あまりキヴエのキャンプには顔を出さなくなっていた。しか

し、決して忘れたわけでも、忘れようとしているわけでもない。あの襲

撃の直ぐあと何回かキブエのキャンプには足を運んだ。キヴエに着く

と、身体の底から悲しみの波動が沸き上がり、帰途につくときには、顔

が涙でぐしゃぐしゃになり、気力が萎え切ってしまうのだった。そんな

ことが何度かあり、自分がブチの族長になり、責任者としてフルマを立

ち上げてゆく段階で、キヴエまで足を伸ばす時間的な余裕がなくなって

きたこともあって、キヴエへの足が遠のいてしまったのだった。祐子に

とっても、亜希子にとってもキャンプ・キヴエは心臓の鼓動が聞こえる

ほど魂を揺さぶられる場所だった。祐子はここで命を落したバラックに
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一つの誓いを立てようと考えていた。

キヴエのキャンプに着くと、看護師達が祐子と亜希子を出迎えてくれ

た。祐子は地にひれ伏している看護師達の前に行くと、一人一人手を取

って立ち上がらせた。皆、祐子と亜希子の肌の色が小麦色に変わってい

ることに気付かないようだった。

「＊＊＊＊＊」（みんな元気だった？元気そうね。良かったわ。私のこ

とをそんな風に特別に扱わないで。私はみんなの仲間なんだから）

しかし、看護師達は立ち上がろうとしなかった。彼女たちにとって祐子

はもう、普通の存在ではなくなっていた。そんな看護師達の行動を観て、

亜希子は今更ながら祐子の存在の大きさを再認識させられた。

看護師達とのスキンシップを終えると、祐子は隅の方で蹲って泣いてい

る女性が居ることに気付いた。マリゼだ。祐子はマリゼに駆け寄った。

キヴエに移ったことは聞いていたが、一度も会いに来られなかった。

「＊＊＊＊＊」（マリゼ・・・・・・・）

「＊＊＊＊＊」（ママ、ユウコ・・・・・）

マリゼも地に膝を突いて祐子を迎えた。祐子はマリゼを抱き起こして、

抱き締めた。ふたりは暫くの間抱擁し合って泣いた。

「＊＊＊＊＊」（マリゼ、元気だった？）

「＊＊＊＊＊」（はい、ママ。赤ちゃんが生まれたのね。お腹が凹んだ

わ。みんなフルマのおかげで幸せになってきたわ。わたし、ダンス習っ

ているのよ。家ではアガセケの内職も始めたの。少しずつお金が貯まっ

てきたわ。みんな、ママの力なのね）

「＊＊＊＊＊」（あなたの力よ、そしてみんなの力も。マリゼ、今晩あ

なたの作品を見せて頂けるかしら？）

「＊＊＊＊＊」（ええ、ママ、うれしいわ。私一度家に戻って、今晩ピ

ピと一緒にお部屋に伺います）

「＊＊＊＊＊」（そう云えばピピの姿が無いわね。ピピもここに移った

筈だわね）

「＊＊＊＊＊」（ピピはスージのお墓参りに行ったの。ママが来るって

報告するために）
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「＊＊＊＊＊」（マリゼ、お願いだから、以前のようにユウコって呼ん

でね。私は何も変わっていないんだから、ね）

「＊＊＊＊＊」（はい、ママ・・・・いいえ、ユウコ）

祐子は看護師達に導かれて病室に向かった。病室に入るとあの生々しい

情景がまぶたの裏に蘇った。祐子の瞳は涙で一杯になり、病室全体が霞

んで見えた。バラックが前方でマイクを片手に微笑んでいる。祐子はバ

ラックに向かって話し掛けた。

「あなたは、道半ばにしてこの世を去ってしまった。私があなたの意志

を継いで必ず二つの種族の間のわだかまりを解き、その勢いで中央アフ

リカを平和な土地に変えて見せます。私は、それが達成できるまで戻り

ません。あなたは天国から私を見守っていてください。そして、わたし

の心が怯んだら、どうかわたしを叱ってください。あなたの息子は部族

の世襲のレールから降ろしました。きっとあなたの意志を継ぐ立派な大

人に成長し、自由意志で平和なアフリカを取り戻す為に命を燃やすこと

と信じています。わたしはこれからコンゴ民主共和国に行きます。そこ

にはブチもクツも住んでいます。まだ争いの中で苦しんでいます。そし

て、その抗争に乗じ、我欲に駆られた者達があの国にしゃぶり付いて骨

の髄まで吸い尽くそうとしています。彼らは自分の行為が自分自身を破

壊していることに気付いていません。あなたの意志はこのアフリカを過

去の平和で自然のある世界に戻すことだったと思います。私はやって見

せます。必ずやり遂げます。時間と空間を超えて取り組みます。ご覧に

なっていてください。それでは明日の朝早くに、ここキヴエを出発致し

ます。道中わたしたちをお守りください。よろしくお願い致します。あ

なたを愛しています。これからもずっと」

バラックは大きく頷くと、そのまま消えてしまった。祐子は頭を振った。

そしてしばし目を瞑り、心を落ち着けた。看護師達は祐子が立ち止まっ

たので、そのまま動かずに待っていた。呼吸が整うと、祐子は病室に足

を踏み入れ、患者達を順に見舞った。病室の模様は何も変わっていなか

ったが、患者は重傷の２人を除いて全員入れ替わっていた。患者達は事

前に知らされていたようで、祐子の来るのを首を長くして待っていた。
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病室に入ると直ぐ、栄養失調から白内障になり、失明してしまった老人

が祐子の手を取って、自分の目を治してほしいと言った。祐子は頷くと、

瞑目し、老人が目を開けて喜んでいる姿を眉間に見詰めた。暫くして目

を開けると、老人の目から大きな涙がこぼれていた。老人は無言だった。

側に付き添っていた老婆が地に両膝を着き、祐子に向かって平伏した。

祐子は、微笑みながら老婆の手を取って立ち上がらせた。

「＊＊＊＊＊」（ママ、主人の目が治りました・・・うううっ・・・）

女性用ベッドに横たわっている３０歳前後の女性が咳き込んでいる。看

護師が「彼女は胸を患っています」と言った。祐子は病人服の間から手

を入れ、女性の両方の乳房の間、檀中に右手を宛て、瞑目した。祐子が

瞑目を解くと、女性の咳は止まり、息づかいも静かになっていた。女性

は何度も何度も頭を下げた。もう咳は出ない。祐子は病室にいる全ての

病人を見舞った。２人の重傷の兵士以外は祐子の看病でその症状が消

え、ほとんど回復してしまった。重傷の兵士達は、以前、祐子の看護を

受けたことがあった。２人の男性は湧き上がる喜びに身体をうち振るわ

せていた。１人は銃撃で弾丸が腹部を貫通し、肝臓、膵臓、腎臓と小腸

に傷を受けていて、担ぎ込まれたときは瀕死の状態だったが、祐子の必

死の看病で、一命を取り留めたのだった。内臓もかなり快方に向かって

きていた。祐子は男性にエネルギーの注入を行い、腎臓が完全に回復す

ることを想起した。その男性の最大の苦痛が排尿だった。キガリの病院

に行ってカテーテルを挿入してもらっていた。祐子はそれを察知した。

祐子の腎臓へのエネルギー注入で、塞がっていた尿道が通ったのが分か

った。祐子はカテーテルなしで用足しが出来るようになったことを、そ

っと患者に耳打ちした。患者は祐子の右手を取って、口元に持って行き、

手の甲にそっと口づけした。もう１人の重症患者は複雑骨折を負ってい

た。肋骨と大腿骨の損傷だった。従軍の装甲車の荷台から落ち、岩に身

体を打ち付けて重傷を負ったのだった。このときも祐子は寝ずに看病し

た。大腿骨の複雑骨折は、運び込まれたとき両足の切断という処置しか

考えられなかったが、切断を実施できる医師が居なかった。祐子は看護

師達と協力して両足を引っ張ることにした。引っ張っておいて、足首に



27

ロープを掛け、おもりを付けて足を引き延ばした状態にしてから、添え

木を当てておいて、それぞれの足を添え木に縛り付けた。それ以外にで

きることはなかった。肋骨は４本折れているようだったが、幸い正常位

置に戻っていた。祐子は看護師達と共に、胸全体を包帯でぐるぐる巻き

にした。

今見ると、既に胸の包帯は外されていた。足は未だ添え木が当てられて

いる。もう半年以上経っている。祐子は瞑目して男性の身体を透視した。

大腿部の骨折部は見事に繋がっていたが、骨の破片が大腿四頭筋群の中

に散在している。祐子は小片は無視し、大きな破片を取り除くことにし

た。直ぐに看護師に大腿部を縛っている包帯を外させた。太腿の表面が

白んでいる。祐子は瞑目して、指先を大腿部の骨片の残っている部分に

立てた。祐子の右手の親指と人差し指が兵士の太腿の中に潜り込み、両

足から次々に５つの骨片をつまみ上げた。祐子の手は血だらけになっ

た。瞑目を解くと、患者の傷口は無くなっていた。祐子の血だらけの掌

に骨片が握られている。看護師が仰天して、その場に座り込んでしまっ

た。亜希子も驚いた。心霊手術と同じことを祐子が行ったのだ。

「＊＊＊＊＊」（あとは、リハビリだけです。歩けるようになるまで、

頑張ってくださいね）

兵士の患者は目を潤ませて、祐子を見上げた。祐子は亜希子の差し出し

たガーゼで両手を拭った。

その晩、祐子は亜希子と共に、初めてここを訪れた時にバラックが祐子

のために用意してくれた特別室に泊まった。部屋はきれいに清掃されて

いたが、全く使用されていないようで、祐子が使っていた時のままにな

っていた。チェストの上には花瓶に一輪の花が生けられていた。アフリ

カで時々見掛ける５枚のハート型の花びらを持った朱色のアフリカ鳳

仙花（ほうせんか）だった。祐子の大好きな色だ。祐子はキャンプのみ

んなに強い感謝の念を抱いた。 ジミーとメドリスナは祐子に言われ、

キャンプの外の兵士宿舎で一夜を過ごすことになっていた。しかし、２

人は銃を抱えたままキャンプの入口に腰を下ろし、徹夜で祐子達を護衛

した。
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祐子と亜希子が部屋に入り、シャワーを浴びてから少しすると、ドアを

ノックする音がした。マリゼだった。マリゼの肩越しにピピが顔を覗か

せている。２人はそれぞれ、大きな袋を手にしている。

「＊＊＊＊＊」（マリゼ、ピピ、いらっしゃい。さあ、中に入って）

マリゼは微笑みながら部屋に入った。少しもじもじしていたピピは部屋

に入ると、黙って大きな袋を祐子に差し出した。

「＊＊＊＊＊」（ピピ、久しぶりね。元気だった？）

ピピは唇を噛みしめている。

「＊＊＊＊＊」（これ、スージとマリゼと私から、ママユウコに）

それだけ言うと、ピピの目から大きな涙がこぼれ落ちた。マリゼは下を

向いている。

「＊＊＊＊＊」（えっ？だって、スージ・・・・・・）

左手の腕で涙を拭いながら、ピピが言った。

「＊＊＊＊＊」（ママユウコのお誕生日にあげようって３人で相談して

いたの。いろいろ教えてもらって・・・・・とても楽しかったから・・

・・）

祐子はピピを引き寄せて抱きしめた。

「＊＊＊＊＊」（ピピ、会いたかった。元気そうで安心した。マリゼ、

ありがとう、そして天国のスージありがとう）

ピピが言った。

「＊＊＊＊＊」（ママユウコどうしてずっと来てくれなかったの？）

「＊＊＊＊＊」（ごめんなさい。あなたたちがキヴエに移ったのは知っ

ていたわ。でもここには来られなかった。身体が悲しみに打ち震えて動

かなくなってしまうから）

マリゼとピピは目に涙を浮かべて祐子の言葉を聞いた。

「＊＊＊＊＊」（マリゼ、ピピ、開けても良いかしら？）

祐子がふたりの頷くのを確認してから包みを解くと、中から水色の地に

薄黄色と薄紫のブロック模様が施された布地に黒とオレンジ色と赤の

螺旋模様の刺繍を交互に縫い込んだ裾の長いドレスと、同じ生地で作っ

た大きな 庇のベースに原色のストライプをあしらったキャップが現れ
ひさし
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た。

「＊＊＊＊＊」（まあ、なんて素敵なキテンゲなんでしょう。マリゼ、

ピピありがとう）

「＊＊＊＊＊」（お姉様、本当に素敵ですわ。きっとお似合いになりま

すわ）

「＊＊＊＊＊」（刺繍は３人でしたのよ）

マリゼが言った。ピピも頷いている。ピピの目に輝きが戻ってきた。

亜希子も目をきょろきょろさせながらドレスを眺めている。

「＊＊＊＊＊」（ママユウコ、それを着たところを見てみたい）

ピピが言った。祐子は「もちろんよ」と頷くと、その場でワンピースを

脱ぎ、キテンゲを身に付け、キャップを被った。ドレスの鮮やかな色彩

と、角のような赤と青の原色のデコレーションが施されたキャップは、

小麦色の祐子の肌色にぴったりと合って、美しく輝いた。３人は目を見

張った。ピピとマリゼの目に再び涙が浮かんだ。感動の涙だった。

「＊＊＊＊＊」（ママユウコ、とっても美しい）

亜希子も、パッと花が咲いたような祐子の姿を見て、感動に胸を打ち震

わせた。

「＊＊＊＊＊」（マリゼ、ピピ、そして天国のスージありがとう、私と

ってもうれしいわ）

ふたりからのプレゼントを身に着け、鏡の前で自分の姿を覗き込んでい

る祐子の背後にマリゼが近付き、持って来た袋を差し出しながら言っ

た。

「＊＊＊＊＊」（ユウコ、私のアガセケを観てくれるかしら？）

振り返った祐子に、袋からアガセケを取り出して見せながら、自分が一

番気に入っている作品だとマリゼが説明した。白地に濃いブルーの模様

と赤い細かなジグザグのラインをあしらった、大きな瓢箪のような形を

したアガセケだった。丁寧に縁取りされていて、一見して質の高さを感

じさせる。

「＊＊＊＊＊」（あら、マリゼ、いつからこんな素敵なアガセケを作れ

るようになったの？）
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「＊＊＊＊＊」（本当は、母に手伝ってもらったの）

「＊＊＊＊＊」（素敵じゃない。これならみんな喜んで買うわよ）

マリゼは満足げだった。

「＊＊＊＊＊」（ママユウコ、スージがママユウコのキテンゲを着た姿

を見たらどれほど喜ぶか知れないわ。スージが一番頑張ったから）

祐子は唇を噛みしめ、ピピの方を振り向いて言った。

「＊＊＊＊＊」（ピピ、スージとお話ししようか？）

「＊＊＊＊＊」（ママユウコ、私、いつも心の中でお話ししているわ）

「＊＊＊＊＊」（わたしもそう）

マリゼが相槌を打った。

「＊＊＊＊＊」（出来るかどうか分からないけど、少しだけ、スージを

呼んでみましょう）

ふたりは祐子が心の中でのことを言っているのだと思った。祐子が亜希

子の方を見ると亜希子が頷いた。祐子は自分が瞑想に入ることを３人に

告げた。賢に呼びかけた。日本はまだ真夜中の筈だったが賢は直ぐに応

答した。

「祐子、分かった。物質転送機でバッテリー駆動タイプのＯＶＳを直ぐ

に送る。受物装置の電源を入れてその周りから１メートル以上離れてい

ろ。ＯＶＳの操作の仕方は亜希子が知っている」

祐子はバックパックの奥から受物装置を取り出し、電源を入れてそれを

ベッドの脇に置き、全員そこから離れるように言った。ピピとマリゼは

何が起きるのか恐れを抱きながらドアの近くまで遠のいた。直ぐに受物

装置の脇にＯＶＳが現れた。亜希子が拍手をした。ピピとマリゼは驚い

て抱き合ったが、顔だけはＯＶＳの方を向いている。祐子はみんなにモ

ニター画面が見えるようにＯＶＳの位置をずらした。

「亜紀、いいわね、スージを呼んで」

亜希子はヘッドギアを付けてから電源を入れ、意識をスージに向けた。

ピーッという音がしてから、画面にスージの顔が現れた。マリゼとピピ

は驚愕した。懐かしさより、恐れの方が数倍大きいようだった。先ず亜

希子がスージに話し掛けた。スージが亡くなってすぐ、亜希子は幽界を
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訪れてスージの霊を捕らえ、スージが銃撃に巻き込まれ亡くなったこと

と死後の世界についての説明をしたのだった。スージは最初の内は亜希

子の話を受け入れなかったが、何度か説得に訪れてやっと精神が安定し

たのだった。

「＊＊＊＊＊」（スージ、わたくし亜紀よ。分かるかしら？）

「＊＊＊＊＊」（アキ、この間はありがとう。アキのおかげで自分が死

んだことが分かったわ。今は心も落ち着いているわ）

「＊＊＊＊＊」（スージ、ここにみんな居るのよ。今、祐子お姉様に代

わるわね）

祐子がヘッドギアを付け、画面に映っているスージの姿に向かって優し

く話しかけた。

「＊＊＊＊＊」（スージ、久しぶりね。マリゼとピピから綺麗なキテン

ゲもらったわ。本当にありがとう。あなたの刺繍とても素敵よ。スージ、

あのときは大変だったわね。今どうしているの？）

「＊＊＊＊＊」（あっ、ユウコの声だ。ユウコ、元気？私、死んじゃっ

たみたいなの。でも生きているわ。マリゼとピピはどうしているか

な？）

ふたりはがたがた震えていて、言葉が出ない。

「＊＊＊＊＊」（今ね、ピピに変わるわね）

亜希子は怖がっているピピの頭にヘッドギアを被せた。ピピにスージへ

の語りかけ方を一通り説明し、意識をスージに向けてスージを呼ぶよう

に伝えると、祐子がピピの肩に手を掛けた。ピピは震えが止まらない。

「＊＊＊＊＊」（さあ、ピピ、スージに何か話し掛けてご覧なさい）

ピピは唇が青ざめ、言葉が出てこなかった。見かねたマリゼが大きく息

を吸って話し始めた。亜希子が急いでピピの頭からヘッドギアを外し、

マリゼの頭に載せた。

「＊＊＊＊＊」（ス、スージ、あなたなの？本当にスージなの？）

マリゼの声が涙声になった。

「＊＊＊＊＊」（あっ、マリゼだ、マリゼ、マリゼ、マリゼの声が聞こ

える。マリゼ、元気にしている？）
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スージの喜ぶ声を耳にすると、ピピも勇気を振り絞って、画面に向かっ

て話しかけた。しかし、スージは応答しない。ピピは焦っておろおろし

た。亜希子がもう一度、一人ずつしか話せないことを説明するとやっと

納得した。マリゼが泣き出してしまったので、ピピが交代した。

「＊＊＊＊＊」（スージ、スージ、生きているの？どこに居るの？ねえ、

スージ、もう一度会いたいわ）

「＊＊＊＊＊」（ピピ、ピピなのね。私は死んだのよ。だから違う世界

に居るみたいなの。みんな元気？）

スージがピピに応答したので、ピピは興奮した。

「＊＊＊＊＊」（スージ、もう痛くないの？スージ、大丈夫？）

「＊＊＊＊＊」（死んでからは、何にも痛くなくなったわ。ピピ、ユウ

コに誕生日のプレゼントあげたのね？よかったわ）

「＊＊＊＊＊」（さっきあげたの。ママユウコ、いいえ、ユウコとって

もよく似合うわ。ユウコとっても喜んでる）

ピピは泣かなかった。祐子とマリゼとピピは交代でスージと会話をし

た。話は尽きなかったが、スージの応答が非常に冷静なため、３人は心

を落ち着けて会話をすることができた。暫く話してから４人は心を乱す

ことなく別れを告げることができた。

祐子が賢にＯＶＳを引き上げるように伝えると、直ぐにＯＶＳは消え

た。マリゼとピピは狐につままれたような顔をしている。ＯＶＳが消え

てからはふたりの祐子を見る目つきが変わった。今までの尊敬だけでな

く、畏敬の念がはっきりと顔に表れていた。もうふたりにとって祐子は

友達でも首長でもなくなった。本当の女神の化身に変わっていた。緊張

しながらもふたりは祐子に対して近況などを語った。祐子はふたりをこ

の上なく愛おしく感じた。マリゼとピピは９時過ぎに家に帰って行っ

た。祐子は亜希子とふたりで外まで見送りに出た。夜道が心配だった。

ドアの側にジミーとメドリスナが居た。

「＊＊＊＊＊」（どうしたの？宿舎に戻らなかったの？）

「＊＊＊＊＊」（これは我々のつとめです、ママ）

祐子はジミーにふたりを送り届けてほしいと頼んだ。ジミーが車を取り
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に行くと、マリゼとピピは目に一杯涙を溜め、別れを惜しんで、いつま

でも祐子の手を放さなかった。車が来ると、祐子はマリゼとピピを１人

ずつ抱き締めた。

キヴェからチャンググまではおよそ８０キロメートルほどだが、ジミー

は時間的な余裕があるとみて、ジープをゆっくり進めた。道は良くなか

ったが、ジミーの気を配った運転と、周囲のスイスを思わせるような雰

囲気に祐子と亜希子はこれから訪れるであろう困難への不安を忘れ、湖

とその周囲の景色の移り変わりにうっとり見とれていた。チャンググに

着いた時は、正午を３０分近く過ぎていた。ジミーは路地を入り、周囲

に木立のある長い土壁に囲われた建物の脇に車を停めた。

「＊＊＊＊＊」（ママ、ここでマリーたちを待ちます）

マリー達のグループは早朝キガリを発っていて、既に到着しているはず

だった。祐子はトランシーバーで呼び出してみたが応答が無い。周囲は

閑散としていて人影も無く、自動車も通らない。５分ほどして、突然マ

リーの乗った装甲車が姿を現した。祐子たちはほっとした。しかし、マ

リーを乗せた車は祐子たちの車の横を素通りして、５０メートルほど先

の角を右折してしまった。トランシーバーの呼び出しがあった。マリー

からだ。周囲を警戒しているので角を曲がったところに停車して待機し

ていると言った。マリーが兵士を一人伴って車から降りて来た。現地の

女性が身に着ける長いオレンジ色のスカートと黄色のシャツを着てい

る。どう見てもフランス人には見えない。兵士も銃をどこに隠したのか、

一見現地の青年のような印象を受ける。武装しているようには見えな

い。

「ママ、今日は武力衝突無いようです。だけど１週間前、ルワンダの住

民１７人ここの国境警備隊に逮捕された。理由分からない。軍や警備隊

に逆らうの絶対だめ。私、お金使う。ママと亜希子、私の部下。大学院

の助手なってください。私が助教授のこと忘れないで。ジミーたちみん

なトラッカーいいね」

マリーはキガリで事前に打ち合わせた内容を、念を押すように言った。
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まずマリー達が国境を越え、１０分ほどしてから祐子たちが通過するこ

とになった。マリーは祐子と亜希子の様子を窺いたかったようだ。マリ

ーのトラックを運転している兵士はアルフォン・スダヤという名の小柄

なブチの青年で顔が細長く鼻のとがった典型的なブチの顔をした男だ

った。祐子の方に軽く頭を下げて通過して行った。丁度１０分経過して、

ジミーは車を発進した。祐子が出発前にルワンダ政府に対してコンゴ民

主共和国への人道支援の為の活動について伺いを立てていたので、出国

は簡単な荷物の検査があっただけだった。既にマリー達は通過したはず

だ。キヴ湖に注いでいる国境のルシジ川を渡ると、検問所があった。木

で出来たゲートが設けてあり、通り過ぎる者のＩＤを確認している。ど

うやらルワンダから入国する人は、徒歩や手押し車での通行ならＩＤを

提示するだけで問題ないようだ。祐子たちの車は７、８人の銃を持った

軍人に止められた。服装は普段着で、肩から銃を掛けているがこの者た

ちが役人であることは通行人に対する横柄な態度と、その割には緩慢な

動きで直ぐに分かった。役人たちの指示に従ってジミーは車を道路の脇

に停めた。１人の役人がジミーに何か言いながら、車から降りるように

ジェスチャーで指示した。ジミーがパスポートと書類を手にして車から

降りると、役人は首を横に振り、手を振り下ろして、全員降りろという

ジェスチャーをした。全員が書類一式を手にし、指示に従って車から降

りると、今まで黙っていたメドリスナが言った。

「Hazzlie!」（ハズリー!）

役人とおぼしき男達の中の一人が、応答した。

「Medrisna!」（メドリスナ!）

ふたりは駆け寄り、ハグし合った。しかし、メドリスナもハズリーと呼

ばれた役人も、その後一言も言葉を交わさなかった。周囲にいる役人た

ちは、何事も無かったかのように知らんふりをしている。極めて不自然

な雰囲気だった。役人たちに誘導されて、４人は検問所の傍にある建物

の中に入って行った。コンクリートの床を進み、奥の薄汚れた壁の端に

ある木の扉を開けて部屋に入った。そこには既にマリー達一行がテーブ

ルの席に着いていた。祐子達はマリー達の横の席に着いた。役人の内の
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一人が、全員のパスポートと書類を集めた。祐子は一瞬不安を覚えた。

マリーの方を覗うと、目で軽くうなずいたのがわかった。祐子がパスポ

ートと書類を分けて、両手で大切そうに渡すと、全員が祐子を真似て男

に書類を渡した。全員の書類を手にした男は部屋を出て行った。リーダ

ーと思しき男がテーブルの前に立ち、訪問者全員に向かって話し始め

た。

「Bino bozali banani？Okei wapi？」（（おまえ達は何者だ？何処に行

く？））

男の話すことを、マリーがスワヒリ語に翻訳して全員に伝えた。

「＊＊＊＊＊」（我々がだれで、何処に行くのかと聞いています）

祐子達に向かってスワヒリ語でそう言った後で、マリーは兵士に向かっ

てリンガラ語で答えた。

「＊＊＊＊＊」（我々はキガリの住民で、森の調査に来ました）

「＊＊＊＊＊」（リンガラ語を知っているのか？）

役人がマリーに向かって言った。マリーは頷いた。

祐子と亜希子にもマリーの話すリンガラ語は理解できた。しかし役人の

言葉は半分ほどしか分からなかった。祐子は口を挟まず全てをマリーに

委ねた。

「＊＊＊＊＊」（たとえ学術調査でも全員の長期滞在は許可できない。

大学の助教授と助手、それに運転手２人と補助の一人だけは熱帯森林の

生物の調査をするという条件で１か月の滞在を許可する。お前たち全員

がブチ族に所属しているから特別の配慮だ。だが、今回だけの特別処置

だということを忘れるな。他の者は1週間だけ滞在許可を与える。わが

国の国内で軍事的な行動や、反政府的な行為、ブカヴの自治組織に従わ

ない行動、あるいはわが国の資源を強奪するような行為を行ったら即座

に滞在許可を取り消し、国外に強制追放する。その場合は安全の保証も

無い）

鋭い目つきをした、体の厳つい黒人の話す言葉は、威嚇に似た響きを感

じさせた。マリーは役人の話を、トーンを落とした穏やかな口調で全員

に伝えた。どうやら、入国に必要な情報は既にマリーから役人たちに伝
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えられているようだった。

「Komela bier ezali bisengo ya mokili.」（世界中のひとがビールを飲むの

が大好きでしょう）

マリーが役人の長に向かってリンガラ語で言いながら、テーブルの下か

らプリムス一箱を取り出し、その上に多分紙幣を入れてあるだろうと思

われる紙袋を乗せて、テーブルの横に置いた。役人の長は軽く頷いただ

けで、にこりともしない。別の役人がプリムスの箱を持ち上げると、部

屋から出て行った。男が出てゆくと間もなく、先ほど書類を持って出て

行った男が戻って来た。祐子と亜希子、ジミー、メドリスナ、それにマ

リーとアルフォンの１か月滞在が認められていた。それ以外の兵士達に

は１週間の滞在しか許可されていなかった。マリーは役人の長に抗議し

ているようだったが、役人は首を横に振った。マリーはあきらめた風に、

スワヒリ語で

「＊＊＊＊＊」（この場は、一旦引きましょう）

と言った。全員部屋を出て車に戻ると、車の脇に自然科学研究所の所長

クリグ・マハヌムとコンゴ人民銀行の部長ボモ・バサンスガが待ってい

た。マリーが

「＊＊＊＊＊」（トラッカー達の滞在は１週間しか認められなかった）

と言うと、クリグが１ヶ月の滞在許可がもらえなかった者たちの書類を

集め、ボモと一緒に建物の中に入って行った。全員車の中で待った。２

人はすぐに出て来た。全員が１か月の滞在許可に変更されていた。マリ

ーが２人に封筒に入った札を渡した。それを素早くしまい込むと２人は

車に乗って去った。

「マリーありがとう。さすがだわ」

「ママ、ここは何とかなったけど、これからですよ」

軽くほほえみを返して、マリーが応えた。

アルフォンの運転する車が先頭を走り、ジミーがその後を追った。検問

所が見えなくなってから祐子がメドリスナに訊いた。

「＊＊＊＊＊」（メドリスナ、あの人は誰？）

「＊＊＊＊＊」（はい、従兄弟です。ザイールで役人をしているんです。



37

家族がザイールは危険だから国から出たいと言っているようです。僕に

も何度か連絡がありましたから、もうルワンダは安全だと言ってやりま

した。彼の家族はルワンダに移住したいようです）

「＊＊＊＊＊」（でも、せっかく役人の職に就いているのだから、惜し

いわね）

亜希子が言った。

「＊＊＊＊＊」（役人とは謂っても、給料がきちんと支払われないので

す。だから、あいつの家族も生活が厳しくて・・・・）

祐子が言った。

「＊＊＊＊＊」（その話し、誰かに聞いたわ。だから、国軍の軍人でも、

国民に対して略奪や暴行が絶えないって）

「＊＊＊＊＊」（そうなんです。貧困こそが元凶なんです）

既に４時を回っていた。その日はブカヴに滞在することにした。祐子も

亜希子も既に黄熱病のワクチンを注射し、ツェツェバエやハマダラカに

対する抗マラリア剤、南京虫などの害虫の駆除剤、コプラなどに噛まれ

たときのための抗毒蛇血清などの備えを十分にしてきたつもりだが、も

う一度気を引き締めた。

人口２５万人、カウンティ（広域地区）全体で５０万人規模の町だと云

うだけあって、いろいろな建物が建ち並んでいる。しかしルワンダの綺

麗な街並みに比べると、荒んだ雰囲気は免れない。直ぐにホテルに着い

た。新しい建付ではないが、懸念していた治安上の不安を覚えるほど廃

れてはいない。簡単な鉄条網の柵で囲われた野晒しの駐車場に車を停め

て、チェックインすることにした。部屋はボモが４部屋確保してくれて

あった。祐子と亜希子、マリーと食料係の女性ソニア・ペルガマ、ジミ

ーとメドリスナ、アルフォン・スダヤともう1人のトラッカー ベム・

ビハラムカが同室になることに決まった。マリーが全員分のチェックイ

ンをするためにホテルのフロントに向かった。フロントマンに車の中に

荷物を置いたままでも安全かどうか尋ねたが、保証できないという答え

が返ってきた。その上ホテルの一時預かりにも安全の保証はできないと

言われてしまった。マリーがチェックインの手続きをしている間に、全
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員で荷物を部屋に運び込むことにした。亜希子が荷物運びを手伝おうと

するとメドリスナがそれを止めた。男達が全て運ぶと言い切り、手際よ

く荷物を運び込んで来た。しかし、ガソリンタンクには手子摺っている

ようだった。マリーがチェックインを終えて戻って来て、部屋の鍵を配

ると、男達がガソリンや、銃器はジミーとメドリスナの部屋に、食料や

医薬品などはアルフォン・スダヤとベム・ビハラムカの部屋に運び込ん

だ。全員が２階の部屋に割り当てられた。部屋に入ると、シングルベッ

ドが二つ並べて置かれている。欧州やアメリカにあるようなダブルクッ

ションではなく、簡易ベッドのような薄いマットレスだけのベッドだ。

亜希子は先ずベッドの上をチェックした。シーツは一応クリーニングさ

れているように見えたが、どちらのベッドもマットレスに折り込んであ

る部分が黄色く変色している。奥にあるベッドのマットレスの間から黒

い虫が這い出して来ていた。

「由宇お姉様、このベッド、虫がいるみたいですわ」

「ここに来たら、もう覚悟を決めないとね。亜紀、あなたエチオピアに

行ったときはもっと酷かったんじゃないの？」

「ええ、あのときのことを考えると、恐ろしくて鳥肌が立ちます。でも、

あのときは、それでも覚悟を決めていましたから・・・・」

「今度も覚悟を決めて来たんでしょう？」

「はい、お姉様。でも、もう２度とあんな病気に感染したくないので・

・・・」

「それはそうね。今日はベッドの周りに強力な殺虫剤を振り掛けて休ん

だほうが良さそうね。あまり効かないっていう話だけど・・・・だけど

亜紀、怖がったらだめよ。怖がると余計に虫が寄ってくるからね」

亜希子は執拗に室内をチェックした。壁には誰の作品か分からないが、

アフリカの高原を写生した油絵が掛けられていて、一応ホテルの部屋ら

しい雰囲気は出来ている。シャワールームはあったが、水が十分には出

なかった。その上、出てきた水は薄黄色だ。

「とても身体を流す気になれないわ」

と亜希子が言った。トイレのフラッシュも、レバーを引いても水が出て
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こない。レバーをガチャガチャと動かしているとやっと流れ始めた。や

がて、夕日が西の山陰に落ちかけて、部屋の中がオレンジ色に染まって

きた。祐子は狭い部屋の中を歩き回ってチェックしている亜希子を呼ん

だ。

「亜紀、見てご覧なさい。なんて美しいんでしょう。アフリカの夕日は

最高ね。「ああ生きている！」って感じ・・・・あの人どうしているか

しら？」

亜希子が祐子の側に来て窓の外を覗き込んだ。

「本当にすてきな夕日。わたくし幸せです。自分の一番したいことをさ

せて頂いて・・・・お姉様、ありがとうございます。あの方もきっと回

復なさっていなさるわ」

暫くの間、2人で夕暮れの風景に酔いしれていると、電話が鳴った。マ

リーだった。安全を考えてホテルのレストランで食事をしようという電

話だった。暫くして全員がレストランに集まった。兵士や食料係は祐子

と一緒に食事をするというマリーの説明に緊張していた。彼らにとって

ママユウコは雲の上の存在なのだ。

白いスーツを着た背の高い黒人のボーイに円形のテーブルに案内され

た。現地人の男性達４人と、現地人の中に東洋人とおぼしき男が一人含

まれた５人のグループの２つのグループが食事をしていた。４人のグル

ープは役人達のように見える。別段祐子達を意識していないようだ。５

人のグループは祐子達の動きに敏感に反応しているようだった。祐子が

席に着くと、亜希子とマリーが祐子の両隣に座り、それを待っていたか

のように銘々席に着いた。マリーがボーイを呼んだ。ボーイは非常に礼

儀正しく、穏やかなイメージを感じさせる。マリーはボーイからメニュ

ーを受け取るとスワヒリ語で祐子にどれにしたら良いか聞いた。祐子は

全員に聞こえるように、やはりスワヒリ語で応えた。

「＊＊＊＊＊」「わたしには分からないから、マリーに任せるわ」

マリーは他の全員に向かって言った。

「＊＊＊＊＊」（サラダとウガリとムアンバでいいですか？ウガリはと

うもろこしの固い練り粥。ここのムアンバは魚やチキンを加えたピーナ
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ッツソース入りのピリ辛いシチューです。メインディッシュがムアンバ

で良ければ全員分頼みます）

コンゴの食事について良く知っているのはソニアだけだ。マリーがソニ

アの方を伺うと、ソニアが頷いたので、誰もマリーの提案に異を唱えな

かった。祐子がマリーに小声で男性達にビールを頼んであげるように言

った。男達の頬が緩んだ。先ず、女性達の前に水のグラス、そして男性

達の前にプリムスが運ばれて来た。マリーが祐子を覗ったので、祐子は

スワヒリ語で言った。

「＊＊＊＊＊」（コンゴではあなたがリードしてね）

マリーは水のグラスを持つと大きくうなずいて言った。

「＊＊＊＊＊」（それでは無事の入国を祝して乾杯しましょう。乾杯！）

「＊＊＊＊＊」（乾杯！）

発声したのは祐子と亜希子だけだった。皆、グラスを手にしたまま、じ

っと祐子を見詰めている。

「＊＊＊＊＊」（皆さん、ご苦労様でした。よく頑張ってくれました。

ありがとう。さあ、頂きましょう）

その一言で全員が手かせを外されたようにグラスを口に運んだ。男達は

コップ一杯のビールを一息で飲み干した。少しして大きなサラダボール

と取り皿が運ばれて来た。コックがサラダを取って全員の席に配ってい

った。しかし誰も手を付けようとしない。再び祐子が言った。

「＊＊＊＊＊」（さあ、皆さん頂きましょう。遠慮しないでどんどん食

べてね。食べないと無くなっちゃうわよ）

皆、うれしそうに食事を始めた。マリーが祐子に向かって言った。

「＊＊＊＊＊」（やはり、ママじゃないとだめね）

「＊＊＊＊＊」（マリー、そんなことはないわ。未だ、みんな馴れてな

いのよ・・・・ところで、明日は何時に出たら良いかしら？）

「＊＊＊＊＊」（７時に食事をして、８時半に出発しましょう・・・・

・ママ、後でお部屋に伺います）

マリーは全員を見回してから翌朝の食事と出発の時間を告げ、祐子の方

を向いて頷くように言った。
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マリーと祐子はすべてスワヒリ語で話した。それはふたりの会話を全員

に分からせることと、英語や日本語で話すと全員に何か自分たちに対し

て隠し事があるのではないかという不安を抱かせかねないこと、そし

て、もう一つ大切なことは周囲の者にできるだけよそ者という印象を与
．．．

えないための配慮だった。

２人のボーイが大きなボールに入ったムアンバとウガリ、そして取り皿

を持って来た。皆、祐子の軽くうなずく顔を窺ってから食事を始めた。

ムアンバは赤黒い色をしていて、見るからに辛そうだったが、口にして

みるとそれほど酷い辛さではなく、むしろ味が薄いとさえ感じた。

「＊＊＊＊＊」（ママ、それほど辛くないですね）

亜希子もスワヒリ語で言った。ソニアが微笑みながら胡椒と食卓塩を亜

希子の方に差し出した。全員和やかな雰囲気の中での食事に満足した。

食事が済むと銘々部屋に戻って行った。

祐子達が部屋に入り寝支度をしていると、マリーがやって来た。マリー

は部屋に入ると、先ずドアの鍵の確認をし、電球の具合を点検し、その

まま直ぐに浴室に向かいシャワーやシンクの水の流れを確認した。

「ママ、安全で、整備されたホテル、もうない。これ最後」

「マリー、分かっているわ。明日からはもうジャングルの中の村に向か

う予定だったわね」

「ママ、そう、先ず我々の足跡を消す、これ大事。行動パターン感づか

れないこと、これ大事。周り全部敵。今日、もうターゲットになり始め

ている。明日はメドリスナとベム運転する。水と薬、それとタバコ、酒

手元置く。他みんなシートの下隠す。いいですか？」

「分かったわ。一番警戒しなくてはならないのは兵士ね」

「それと、役人。あちこちにいる。荷物調べられる。できるだけ早く森

の道入ること大切。だけど、森の中の村にもいろいろな兵士いる。どこ

の兵士か見極め難しい。だから村々も安心できない。兵士監視してる。

兵士村人脅して、全部巻き上げて生きてる。だけど、村人への哀れみ、

返って危険。我々居なくなった後、村人酷い目に遭う。ママ、どうした

らいい？」
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「方法はただひとつよ。ここの国の全ての人が普通に生活できるように

することよ。食べるものに困らなくすることよ。全ての人よ」

「それ、無理です。ママ、ひとつの村だけでも、難しいです」

黙って聞いていた亜希子が言った。

「アフリカの人たちは呪いや精霊を信じていると聞きました。それをう

まく利用しては如何かしら？」

「スピリチュアル（霊的）なこと、それ、一番難しいです。兵士も村人

も、この国の人たち、みんな霊のこと怖れてる。話しても誰も受け付け

ない」

「亜紀、そう、兵士も怖がっているのね。それよ。なんか方法がありそ

う。私考えてみるわ。マリー、亜紀ありがとう。いよいよ明日からね」

マリーが部屋を出て行くと、祐子と亜希子はベッドに入って暫くの間、

これから踏み込む未知の世界のことを話し合っていたが、いつしかどち

らともなく眠りに落ちていった。

翌朝は亜希子が先に目を覚ました。起き上がると、スリッパを引っかけ

て窓際に歩み寄った。キガリから持ち込んだスリッパが安心感を与えて

くれる。昨夜、ベッドに入る前に祐子が撒いてくれた虫除けスプレーの

おかげで安心して休むことができた。窓の外はみごとに晴れ渡ってい

て、雲ひとつ無い。

「亜紀・・・もう起きたの、早いじゃない」

「お姉様、ごらんになってください。とっても良いお天気ですわ」

「虫は大丈夫だったの？」

「はい、お姉様がスプレーを撒いてくださいましたから、安心して休む

ことができました」

「そう、それは良かったわ」

「でも、お姉様、ご自分のベッドには撒かれなかったでしょう？それで

も大丈夫でしたか？」

「ええ、大丈夫よ」

祐子はおもむろに起き出し、スリッパを履いて亜希子の横に来た。

「まあ、なんて綺麗なんでしょう。アフリカの自然は本当に美しいわね」
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「本当に美しいですわ・・・・お姉様、これからのことが全く想像でき

ませんわ」

「亜紀、これからのことは考えない方が良いわ。今が最後と思っていれ

ば、次の瞬間に何が起こっても、悔いることはないでしょう」

「それでも、やっぱり心配ですわ」

「不安を抱いちゃだめよ。激流下りのボートに乗ってしまったんだから、

もう覚悟を決めて、ボートに任せきるしかないのよ。思い切り楽しまな

くちゃ」

「はい、でも・・・」

ふたりともシャワーは止めて、持参した水をタオルに含ませて顔と首回

りを拭った。それだけでも頭がすっきりした。暫くしてふたりはロビー

に降りた。祐子はいつの間にかジミーとメドリスナが亜希子の背後に附

いて来ているのに気が付いた。

「エレベータには乗っていなかったのに・・・」

祐子は独り言を言った。これほどまで忠実に自分たちを護衛してくれる

２人の兵士に祐子は感謝の念を抱かずにはいられなかった。

既にマリーとソニアがフロントの脇のソファーに腰掛けて待っていた。

祐子の姿を見ると２人は直ぐに立ち上がった。朝の挨拶を交わすと、マ

リーは祐子を気遣いながらそのままレストランに向かった。レストラン

に入ると昨日の席にアルフォンとベムが坐っていた。全員が席に着くと

ボーイがコーヒーを給仕してくれた。朝食はバイキング形式だった。祐

子と亜希子は野菜サラダとパンだけしか取らなかった。４人の兵士達は

大皿に山のように食べ物を盛り付けていた。全員が食事を始めるとマリ

ーが言った。

「＊＊＊＊＊」（食事が済んだら一旦部屋に戻って、全ての荷物をフロ

ントの横に降ろしてください。私が先に来て待っています。燃料や食料

などの大きな荷物はチェックアウト前に車に積み込んでください。荷物

番のため、車には必ず誰か乗っていてください。今日運転するメドリス

ナとベムが乗っているのが良いでしょう。今後も必ず誰か一人は車に付

いているようにしてください）
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ホテルを出ると、少し街の中を走った。家々の壁にはまだ新しい銃撃の

跡が残っていて、激しい戦闘があったことを物語っていた。完全に崩壊

している塀や建物もある。兵士達は座席の横に置いてある銃に常に手を

掛けていて、意識を研ぎ澄ませていた。やがて家がまばらになってきた。

車はカタナ・ルートをキヴ湖に沿ってゴマ方面に向けて北上した。道は

酷く荒れていて、じっと坐っているのが辛くなるほどだったが、サスカ

ブの部下が祐子と亜希子の座る後部座席だけはダブルクッションに改

造してくれてあったので、何とか耐えることができた。祐子は他の者、

特に臀部に肉の少ない男達はどんなに辛いだろうと思った。ジミーに尋

ねると、「全然平気です」という答えが返ってきた。メドリスナもただ

笑って運転しているだけだった。右手に見える湖側の景色は美しかっ

た。地図を見るとキヴ湖の中央に縦に長い国境線が引かれている。美し

い湖のどこにも国と国を隔てるような印は無い。祐子はふと『考え方、

生き方の異なる西洋人達に、元々住んでいた自然と調和した人達の種族

としての繋がり、生活基盤となる自然界の領域を無視して植民地化さ

れ、領地の奪い合いの結果引かれた境界線』という思いが浮かんだ。そ

してそれがそのまま、それらの国と国を隔てる国境線として残った。自

分達の現世での生き安さのために、他の遠い国の人々の自由を奪い、生

活を踏みにじり、その上に人間を人間として扱わない蛮行を繰り返して

きた人間の愚かさを悲しく思った。その西欧諸国の植民地政策の負の影

響が今も民族間、国家間の対立となって残り、人を操る手腕を持った者

達が沢山の罪もない人々を搾取し続けている現実。一体どうやったら、

このアフリカの地を、元の姿に戻せるのかと考えた。時々道路の右手に

民家の建ち並んだ地域を通過する。家々の周辺ではあちこちの木々がな

ぎ倒されたり、黒く焦げたりしていて、激しい戦闘が行われたことを物

語っていた。ホテルを出てかれこれ１時間ほど走ると、車はキヴ湖から

離れ奥地に向かって進み始めた。路面はますます悪くなってゆく。

前方にゲートが見えた。沢山の兵士が銃を手にして立っている。２人の

兵士が銃を掲げて車の停止を命じた。ジミーとアルフォンは即座に銃を

座席の下に隠した。ベムとメドリスナはゆっくり車を停めた。銃を持っ
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た役人のような男がベムに向かって何か言っている。どうやらパスポー

トを見せろと言っているようだ。ベムもアルフォンも窓を開けずにパス

ポートを掲げた。出掛ける前にマリーが、「コンゴ国内に入ったらどん

なことがあっても相手にパスポートを手渡してはいけない」と言ってい

たことを祐子は思い出していた。祐子は小声で３人に窓を開けないよう

に伝えた。全員分かっているようだった。マリーがＡ４に印刷してある

偽造した大学助教授の身分証明書とパスポートをガラス越しに掲げた。

兵士達が祐子達の車に向かってやって来た。４人はマリーを真似て窓越

しにパスポートを掲げた。祐子と亜希子は帽子を深く被り、顔が分かり

にくくしている。兵士が車の中を覗き込むようにした。その時前の車を

調べていた兵士が腕を回した。どうやらＯＫサインが出たようだ。通り

抜けるとき祐子は兵士がタバコを６箱入れた包みを手にしているのが

目に入った。マリーが渡したのだ。マリーからトランシーバーで連絡が

あった。最小限のプレゼントで乗り切れたと言った。

そこから暫くはサファリ・ラリーのような走行に耐えなければならなか

った。

「＊＊＊＊＊」（亜紀、大丈夫？）

「＊＊＊＊＊」（はい、大丈夫です。気温があまり高くないから、何と

か耐えられます）

祐子はその通りだと思った。このあたりは赤道直下で大分暑いだろうと

覚悟を決めてきていたが、実際はそれほど暑くはなく、窓を開けずに走

ってもそれほど蒸し暑さを感じなかった。車は本道から脇道に入った。

細い道だったが、クリグ達との待ち合わせの町カタナに行くにはその道

を通らなくてはならなかった。殆ど民家も無くなった。

「＊＊＊＊＊」（このあたりは標高が高いのよ。だから過ごしやすいの

ね。だけど、ここの人たちにとって、ここはとっても生きにくい場所に

なっているのよ。反乱軍や他国籍軍の兵士が民家を襲撃して、全てを奪

い去ってしまうから、みんな家を捨てて森に逃げ込んでいると言われて

いるわ。だけど、森も生きる上では別の苦しみがあるでしょう。何とか

しなくては・・・・・）
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祐子は半分独り言のように言った。その時後方で激しい銃声が聞こえ

た。それは人の話し声がやっと聞き取れるほどの車の騒音の中でもはっ

きりと分かる音だった。ジミーとアルフォンが即座に銃を持ち上げた。

ジミーが言った。

「＊＊＊＊＊」（我々を威嚇している。近いぞ。ママ、アキ、頭を下げ

ていて）

マリーから脇道に逃げ込むという連絡が入った。ベムが木々の無い狭い

脇道に向けてハンドルを切り、林道の中を突き進んだ。メドリスナも後

を追った。車は周囲に木々が茂る草地の端の大きな木立が数本立ち並ん

でいる、表通りからは死角になるところまで進んで止まった。

「＊＊＊＊＊」（ママ、アキ座席の下に潜っていてください）

ジミーはそう叫ぶと銃を手にして車から飛び出し、一番道路に近い木の

陰に身を隠した。アルフォンも車から降りて二番目の木の背後に身を隠

し、銃をかまえた。車体が傷だらけの古い日産のライトバンが急ブレー

キを掛けて本道の路肩に停まり６人の男達が銃を手にして飛び降りて

来た。軍でも民兵でもなさそうだ。祐子がメドリスナに言った。

「＊＊＊＊＊」（盗賊よ。私たちを付け狙っていたんだわ）

「＊＊＊＊＊」（ママ、絶対頭を上げないでください。私も車から降り

ますが、車の影でおふたりをお守りしますから安心していてください）

メドリスナが音を立てないようにドアを開け、銃を手にして車を降り

た。

「お姉様、どうしたらいいのでしょう？」

「大丈夫よ。盗賊は私たちが唯の調査隊だと思っているようだから、安

易に襲って来たんだわ。ジミー達が追い払ってくれるわ」

ところがそう簡単には事は済まなかった。６人の男達は背丈の高い草む

らの中に散り散りに別れて姿が見えなくなった。一瞬あたりは静まり返

った。不気味な雰囲気が漂う。少しして突然銃声がし、銃撃戦が始まっ

た。ジミーとアルフォンが盗賊と撃ち合っている。祐子には発砲してい

る人間の数が分かった。全部で６人だ。勿論ジミーとアルフォンが含ま

れているはずだ。２人を除くと４人だ。
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「亜紀、盗賊の車の中にテレポーテーションできるかしら？」

「はい、お姉さま車が見えますので出来ると思います」

「あと２人いるはずよ。奴らここに来るわ。亜紀、あの車の中にテレポ

ーテーションして、車の警笛を鳴らすのよ。奴らが車に戻り始めたら直

ぐに戻って来てね。もし鍵が付いていたら奴らの車を動かすのよ。いい

わね。警笛を鳴らしながら走り続けるのよ。あまりスピードを出し過ぎ

ないで、敵を誘い出すのが目的だから、十分離れたと思ったらエンジン

を止めて、またここにテレポーテーションで戻って来て」

祐子は直ぐにマリーに、盗賊が近くに潜んでいるから警戒するように伝

えた。マリーはそのことを直ぐにベムに伝えた。ベムが車から降りるの

が見えた。

亜紀は銃声が止んだほんの一瞬の間、意識を集中し、盗賊の車の運転席

にテレポーテーションした。盗賊の車のエンジンは掛かりっぱなしにな

っていた。荷物を強奪して直ぐに逃走するつもりだったようだ。亜希子

はブレーキをリリースし、車を動かした。動かしながら警笛を鳴らし続

けた。祐子が見ていると、盗賊達が３人、何か叫びながら走り去る車を

追って全力で走って行った。少しして、一人が脚を引きずりながら、そ

の後を追って行く。亜希子は２分ほど走って、ハンドルをブッシュの方

向に切り、更に道無き道を強引に２分ほど走ってから車のエンジンを止

めた。５分ほどで亜希子は戻って来た。帰還して意識が戻ると亜希子は

言った。

「お姉様、鍵を抜いて持って来ました」

「亜紀、偉いわ。これで奴らは動きがとれないわ。だけどあと２人はど

こに行ったのかしら？」

その時いきなり祐子の乗っている方の左のドアに衝撃を感じたと思う

と、３発の銃声がして、何かがどさっと倒れる音がした。

「メドリスナ、メドリスナは大丈夫かしら？」

祐子の叫び声に重なるように、ベムの車の方から鉄と鉄が激しくぶつか

り合う音がした。ベムと盗賊が銃身で殴り合っている。銃声が一発して、

少ししてまた２発の銃声がした。車の車体に凭れ掛かるように盗賊が倒
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れた。２人の盗賊はこっそり車に忍び寄って、荷物を強奪する役割だっ

たようだ。２人ともメドリスナの銃弾に倒れた。どちらも銃弾は脚に命

中していたが、盗賊達の命に別状はないようだった。キガリを発つ前に

祐子が決めた「自分が危なくない限り、決して命を奪ってはならない」

という迎撃のルールに従ったのだ。メドリスナが助手席のドアを開けて

車の中を覗いた。

「＊＊＊＊＊」（ママ、アキ、大丈夫でしたか？）

「＊＊＊＊＊」（メドリスナ、どうなったの？）

「＊＊＊＊＊」（はい、２人が草むらから突然現れたので、迎撃しまし

た。２人とも倒れて唸っています。銃はこの通り取り上げました）

２丁ともあの紛争地域で名高いカラシニコフだ。

間もなくジミーが一人の男の手を自分の腰ベルトで縛り上げて連れて

来た。足を引き摺りながら車の後を追って行った男だ。アルフォンも取

り上げた銃を手にして附いて来た。アルフォンの没収した銃もカラシニ

コフだった。全員が車の外に出た。マリーが言った。

「＊＊＊＊＊」（ママ、怪我はありませんでしたか？ホテルから我々を

追跡ていたようです。でも、あの車はどうしてひとりでに動き出したの
つ け

かしら？）

「＊＊＊＊＊」（亜紀が動かしたのよ）

「＊＊＊＊＊」（え、どうやって？）

「＊＊＊＊＊」（テレポーテーションよ。今に何度か見ることになるわ）

全員きょとんとした顔をしている。ジミーが言った。

「＊＊＊＊＊」（ママ、こいつらどうしましょう？）

「＊＊＊＊＊」（銃弾はどこに命中しているの、身体の中に残っている

のかしら？）

ジミーが連れてきた男を押さえつけて脚を調べた。男が悲鳴を上げた。

「＊＊＊＊＊」（こいつのは貫通しています）

メドリスナが祐子達の車の横に倒れて右足を押さえている男の手をひ

ねり上げて傷口を調べ、ベムがもう一人の男の両足の膝下を調べた。メ

ドリスナの調べた男の脚には銃弾が２発残っていた。ベムは「銃弾は残
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っていないが両脚の膝下の骨が折れている」と言った。２人とも逃げ出

そうとして必死にもがいていたが、４人の兵士が自動小銃を構えると、

おとなしくなった。祐子はメドリスナに林の中から蔓を切って来て３人

を近くの太い木に括り付けさせた。それから亜希子に消毒液と止血剤、

包帯を用意させ、３人の脚を治療した。先ず銃弾の残っている男の脚を

メドリスナに押さえさせ、パンツの、銃弾を受けて血に染まった部分を

切り裂いた。それから自分の手を消毒して瞑目した。祐子が目を瞑ると

皆、その瞬間に意識がもうろうとなり、その後の祐子の動きがはっきり

分からなくなったが、全員の意識が戻ったときには祐子の手は血だらけ

で、掌に実弾が２個載っていた。男の脚の傷はもう塞がっている。祐子

は一応傷口を消毒して、２人目の男の治療に移った。やはりパンツを破

り止血してから、傷口を消毒した。男は悲鳴を上げた。祐子が消毒のガ

ーゼを男の脚から取り除けると、もう傷口は塞がっていた。それから、

頸骨の折れている３人目の男の脚の治療に掛かった。祐子はジミーに節

目の無い木の枝を２本折って来るように命じ、止血処理をしてから、そ

れらの枝を添え木にして包帯で固定した。治療されている男達は怖れお

ののいている。やがて祐子は瞑目し、３人の傷が癒える所をイメージし

た。見る見る間に３人の男達の傷口は消えてしまった。マリーが言った。

「＊＊＊＊＊」（ママ、こいつらは盗賊です。生かしておくだけでも十

分すぎると思います。こんなに完全に治療したら、また盗賊を繰り返し

ます）

「＊＊＊＊＊」（そうかも知れないわね。だけど、ここにこのまま放置

したら、食べ物も無い森の中で、この者達は獣に襲われるか、他の盗賊

から逃れるために徘徊して、その結果、のたれ死んでしまうでしょう。

こんな者達でも家族がある筈です。生きてゆけないから盗賊を働いてい

るのかも知れません。この国の貧困が全ての原因です。生きる道を与え

てあげれば、きっとこの国をよくするために働いてくれると信じていま

す。皆さんも盗賊を撃退してくださってありがとう。ひと安心したから、

ここらでお昼にしましょう。盗賊達もお腹がすいているでしょう。食べ

物を分けてあげましょう）



50

ソニアが言った。

「＊＊＊＊＊」（ママァ、そんな！食料は８人の１ヶ月分しか用意して

ありません！盗賊にあげたら、私たちの分が無くなります）

「＊＊＊＊＊」（ソニア、心配は要らないわ。足りなくなったら、私の

分をあげるわ。この者達も、きっとお腹がすいていると思うのよ。かわ

いそうでしょう）

ソニアは返答できなかった。車を停めた少し先に小川が流れていた。全

員で歩いて川の畔に行き、そこの草の上に腰を降ろして昼食を摂った。

ソニアが全員にサンドイッチを配った。二枚の平たく引き延ばしたウガ

リの間に炒めたキャベツを挟んだサンドイッチだ。祐子と亜希子はウガ

リの味にはかなり慣れてきていた。

「＊＊＊＊＊」（このウガリはキャッサバを挽き臼で磨り潰して作った

もので、コンゴではフフという名前の主食になっているんです）

ソニアが言った。まるで日本の餅のような感触がした。ウガリの臭いを

嗅いでか、大きなアブが集まって来た。それを振り払い、振り払いして

昼食を食べた。小川の流れが冷風を送ってくるのが感じられる。亜希子

が言った。

「＊＊＊＊＊」（お姉様、心から尊敬しています。わたくしにはとても

こんな寛大な事はできません。ひとつ間違えれば、わたくしたちの命だ

って危なかったんですもの）

「＊＊＊＊＊」（アキ、わたしも同感よ。私が罰として殺されても当然

な悪事を働いて、みんなに攻められているときに、それでもママが私を

救ってくださったのよ。私を受け入れてくれたのはママだけだった。心

の底から感謝と感動の震えが沸き上がってきたわ。だから、ママのなさ

っていることが素晴らしいことだということは私にも十分すぎるほど

分かるの。でも私にはとてもママの真似はできない）

マリーが言った。みな頷いた。

８人が食事を済ますと、ソニアが祐子に３人分のウガリのサンドイッチ

と３本のペットボトルの水を渡した。祐子が木の蔓で縛り付けられてい

る３人の前にそれぞれサンドイッチと水のペットボトルを置いた。３人
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は祐子の方を見ようとせずに、顔を背けている。祐子がリンガラ語で３

人に言った。

「＊＊＊＊＊」（十分じゃないけど、食事を食べてね。フフのサンドイ

ッチよ、珍しいでしょ。生きぬいてくださいね。この国はきっと良くな

るわ）

３人は顔を上げなかった。祐子は、ジミーに言って、蔓の縛り紐を解か

せ、３人を自由にした。もう、脚は動かせるはずだったが、３人はその

場から動かなかった。

８人は再び車に乗り、元の道に戻った。脇道から戻っても、さほど道路

のコンディションが良くなったわけではない。ジミーが言った。

「＊＊＊＊＊」（逃げた奴らはどこに行ったのだろう？）

ジミーは彼らが銃を持っていることが気がかりだった。しかし、彼らは

どこに消えてしまったのか、影も形も見えなかった。亜希子がブッシュ

の方を指さして言った。

「＊＊＊＊＊」（あの奥の方に車を乗り捨てたわ、もしかすると盗賊達

はあの辺りに居るかも知れないわ）

メドリスナはアクセルをふかした。それから道路なのか獣道なのか判断

できないほど草に覆われている悪路を３０分ほど走ると、また広い道に

出た。そこからは雑草で土が見えないほどの悪路ではなくなってきた。

次第に民家の数が増えてくる。ここでも戦闘があったのか、壁面が傷つ

いて、崩れている家も少なくない。更に３０分ほど走ると家が建て込ん

できた。カタナの町に入ったようだ。

クリグ達との待ち合わせ場所を探さなくてはならなかった。位置を確認

するために一旦車を道路の脇に停めると、２台の車はいきなり十数人の

若い男達と子供達に取り囲まれた。４、５人の子供達が車の前に立ちは

だかった。車を動かせば子供をひき殺してしまう。青年達は窓から中を

覗き込んだり、車の屋根を拳で叩いたりしている。ジミーとメドリスナ

はそんなことに頓着無く、地図を広げて待ち合わせ場所を確認した。亜

希子が言った。

「＊＊＊＊＊」（この子達は一体何なんでしょう？）
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祐子が応えるように言った。

「＊＊＊＊＊」（きっと、何かほしいのよ。お金とか、食べ物とか。で

も、暫くは黙って様子を見ていた方がいいわね）

マリー達の乗っている車も、エンジンはかけたままだが、じっと動かな

い。ジミーが言った。

「＊＊＊＊＊＊」（ママ、地図で見ると待ち合わせ場所はこの近辺の筈

です。ベムは場所を分かっていて停めたのかも知れません）

その時、銃声が2発轟いた。車に張り付いていた子供と青年達がさっと

散って姿が見えなくなった。1台の古いトヨタカローラが祐子達の車の

横に停まった。カラシニコフを手にした4人の男達が車から出て来た。

一人の男が運転席のドアガラスを拳で叩いた。外で何か言っている。メ

ドリスナはマリー達の乗っている車を指さした。男達は前の車に移動し

た。緑色のシャツと黒いパンツをはいたニグロの男がベムの乗っている

運転席のドアガラスを叩いた。ベムがガラス窓を開けた。男がリンガラ

語で言った。

「＊＊＊＊＊」（おまえ達はどこから来た？）

後部座席からマリーが応えた。

「＊＊＊＊＊」（我々はルワンダから来た。森林に住む動物の調査をす

る予定だ）

「＊＊＊＊＊」（おまえ達はブチか？男どもはブチの顔をしている。パ

スポートを見せろ）

種族名を聞かれて、マリーは緊張した。他の３人も一瞬身構えた。マリ

ーはパスポートを開いて見せながら言った。

「＊＊＊＊＊」（森林の調査に行く途中だ。私は大学の助教授だ）

「＊＊＊＊＊」（滞在許可を調べる。パスポートをよこせ。おまえだけ

でなく、全員の分だ）

マリーが躊躇しながらパスポートを渡そうと、ベムの肩越しに手を伸ば

した。とその時、立て続けに１０発ほどの激しい銃声が聞こえ、マリー

からパスポートを受け取ろうとした男がその場に倒れた。後方の家の影

からまた銃声がした。男達はマリー達の車を盾に反撃を始めた。ベムは
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隙を見てエンジンをふかし急発進した。メドリスナも続いた。男達は盾

を失い、急いで自分たちの車の影に戻り銃声のする方向に向けて発砲し

た。祐子と亜希子は後ろを振り返り後方で起きている銃撃戦を見た。先

ほどの男達は全員銃弾に倒れたようだった。ベムが交差点を右折した。

メドリスナも続いた。右折して直ぐの所に１台の深緑色のライトバンが

停まっていた。２台の車は停車している車の前に出て停まった。中に５

人の男達の姿が見えた。運転席の男はクリグだ。助手席にボモが乗って

いる。後部座席には子供が３人乗っている。ボモが車を降りて来てマリ

ーの横のドアウインドウの外から顔を覗かせた。マリーが直ぐにガラス

窓を降ろした。

「＊＊＊＊＊」（今、そこで銃撃戦があったでしょう。あれはφＤＬＲ

の連中です。全員国軍の兵士に撃ち殺されたようです。彼らに何か盗ら

れませんでしたか？）

「＊＊＊＊＊」（パスポートを盗られそうになりました。だけど、大丈

夫でした）

「＊＊＊＊＊」（我々もあそこに行くつもりで、その交差点を右折しよ

うとしたんです。その時銃撃戦が始まってしまったので、そのまま直進

して、ここに車を停めて様子を窺っていました。皆さんがあそこから抜

け出して来るのを待っていました）

「＊＊＊＊＊」（何時もこんなに危険なんですか？）

「＊＊＊＊＊」（いいえ、今日は特別です。皆さんが移動しているので、

隠れていた武力集団が隙を狙って動いているんです。皆さんはかなり目

立ちますからね・・・・ここは危険ですから、安全な場所に移動しまし

ょう。わたしの車に附いて来てください）

ボモは車に戻ると、直ぐに発進した。ルワンダからの２台の車もボモの

ライトバンの後を追った。祐子はマリーとボモの会話の内容が分かっ

た。あの場所だけが危険なわけではなさそうだ。家々はアプローチの手

入れなど全く為されてなく、生気を欠いている。時々見かける子供達に

は無邪気な陽気さを感じなかった。亜希子が言った。

「＊＊＊＊＊」（この国の人たちの心は一体どこに行ってしまったのか
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しら？どうしていつも傷つけ合ったり、殺し合ったりしているのかし

ら？）

「＊＊＊＊＊」（もっとこの国の内側に入っていかなくては分からない

わ。みんな酷い仕打ちに怖れおののいて、生きる喜びを忘れてしまって

いるんじゃないかしら）

「＊＊＊＊＊」（わたくし、先ほど銃弾に倒れた人たちの意識にコンタ

クトしてみます）

亜希子は瞑目した。直ぐに幽界の中に４人の姿を見つけることができ

た。４人の意識は恐怖と憤りに猛り狂い、取りつく島は無い。亜希子は

４人の意識に向けてメッセージを送った。

「あなた方は今の銃撃戦で亡くなりました。これからは先ず冷静になら

なくてはいけません。もう何も怖いものはありません。これまでの行為

を反省し、心の平静を保つように努めなさい」

男達は亜希子の声に気づき、辺りを見回して益々恐々とした。

「心が穏やかにならない限り、あなた方は安全な場所に行くことができ

ないのです。これからのあなたがたにとって、とても大切なことです。

これだけは覚えていてください」

亜希子の声は男達の意識に響いたようだったが、亜希子はそれだけを伝

えると、自分の意識を車中に戻した。

１５分ほど走るとボモは５、６軒の民家に囲まれた広い空き地に車を停

めた。そこは周囲からの見通しが良く、その上、民家の間に入ると表通

りからは死角になる絶好の避難場所のように思えた。車が空き地に入っ

て行くと、外に居た４人の女性が急いで家々の中に消えた。ボモが車か

ら降りた。続いてクリグも降りて、後部席のドアを開け、３人の子供達

を降ろした。よく見るとそれは子供ではなかった。身体の小さな大人の

男性だった。男達は上半身裸で足も裸足、腰に葉っぱを重ねて作った腰

蓑を付けている。祐子と亜希子はその姿に驚いた。全員車から降りた。

４人の兵士が銃を手にして、祐子達を囲むように四方に分かれ、防御態

勢をとった。

「＊＊＊＊＊」（ジュベステル教授、ママユウコこれから長い間整備が
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されていない林道を走り、そのあと調査の為に森に入ることになりま

す。車の入り込めるところまではいいのですが、それから先は彼らピグ

ミーの力を借りなくてはどうにもなりません。そういう訳でピグミーを

雇いました）

３人のピグミーは俯いている。

「＊＊＊＊＊」（ムグムグとソノンとバンメです）

ボモが自分たちの名前を口にしたので、３人は顔を上げた。３人はまる

で他の者達が存在していないかのように、直接祐子の方に顔を向けた。

祐子は３人の目に意識が吸い込まれそうな感覚を覚えた。３人の目には

全く濁りが無かった。これまで会ったコンゴの人たちの目ではない。言

葉は必要なかった。３人の目の中にコンゴの美しい森が見えた。３人と

も祐子の目をじっと見詰め、口元にほほえみを浮かべた。

「＊＊＊＊＊」（おやおや、このピグミー達は祐子さんと亜希子さんに

興味があるみたいですね。彼らは滅多に初対面の人に微笑みかけること

はないんですよ）

クリグがマリーに向かって言った。マリーは納得したように頷いた。亜

希子の目には３人の周囲に何か別の存在が見えた。それが何かは分から

なかったが、少なくとも不快感を催す存在ではなかった。祐子が言った。

「＊＊＊＊＊」（この人達は、私たちと違う世界を見ているようですよ。

目の中に自然が映っています）

クリグとボモは祐子の言った言葉の意味が分からなかったので、只簡単

に会釈を返しただけだった。ボモが周囲に注意を向けながら言った。

「＊＊＊＊＊」（ここも長い間居ては危険ですから、直ぐに出発しまし

ょう）

その時木陰から一人の女性が駆け寄って来た。兵士達が一斉に銃を向け

た。女性は一向に気にしない風で、直接ボモとクリグの近くに行った。

「＊＊＊＊＊」（薬ください。病人が居ます）

ボモは首を横に振った。クリグも知らぬ存ぜぬを決め込んでいる。マリ

ーがボモに向かって言った。

「＊＊＊＊＊」（どうしたの？）
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「＊＊＊＊＊」（いつもそうなんですよ。我々の姿を見ると直ぐに薬を

欲しがるんです）

祐子が言った。

「＊＊＊＊＊」（何の薬がほしいのかしら？）

「＊＊＊＊＊」（この人達は何の薬でもいいんです。どんな病気でも同

じ薬でいいんです）

ボモがそう言うと、祐子は直接女性に向かって言った。

「＊＊＊＊＊」（どうしたの？誰か病気なの？）

「＊＊＊＊＊」（家族みんな病気です。助けて）

ボモが女性を止めて言った。

「＊＊＊＊＊」（俺たちは急いでいるんだ。あっちへ行け）

「＊＊＊＊＊」（あなたの家は何処？ 私が診てあげましょう）

祐子が女性にそう言うと、女性は時々振り返りながら家の方に向かって

歩き出した。

「＊＊＊＊＊」（亜紀、救急箱を持って来てね）

亜希子は頷き直ぐに車に戻った。メドリスナが亜希子に附いて行った。

女性に導かれて家の中に入ると、むっとする蒸れた雑巾のような異臭が

漂っていた。この家は二部屋からなる小さな家だった。奥の暗い部屋に

入ると激しい臭気が鼻を突いた。そこまで附いて来ていたマリーは顔を

背けて鼻を摘まんだ。祐子が部屋の中に入ると、まるで窓から日が差し

てきたように部屋の中がパッと明るくなった。マリーと後から入って来

た亜希子が目をしばたたかせた。老婆と１０歳くらいの少女が部屋の角

に横たわっていた。粗末な布が身体に掛けられている。老婆は衰弱が激

しく、苦しそうな呼吸をしている。目がうつろで意識がはっきりしてい

ないようだ。祐子達が入って来たのも分からない。顎の下に直径１０セ

ンチはある大きな瘤が見えた。少女はやせ細っていて、顔にイチゴのよ

うな湿疹が出来ている。祐子はふたりが栄養失調の状態にあることを看

て取った。

亜希子がマリーの背後から身体をすり出して祐子の近くに来て言った。

「お姉様、フランベチアではないでしょうか？」
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「私もそう思うわ。亜紀、ペニシリンは持ってきているわね」

「はい、お姉様、注射液で持って来ています」

亜希子が注射器にペニシリン液を充填してアルコールを含ませた消毒

用ガーゼと一緒に祐子に渡した。祐子は先ず老婆の左腕を持ち上げ、腕

を拭いてから静脈注射をした。それから娘に対して老婆の半分の量を注

射した。祐子は部屋の外に立って中を覗き見ているソニアに向かって言

った。

「＊＊＊＊＊」（ソニア、ウガリを持って来て。２人の三日分をお願い

ね）

ソニアは不安そうな顔をしたが、黙って外に出て行った。祐子は老婆の

衣服がかなり汚れていることに気付いた。不衛生が原因で発病し、孫娘

に感染したのであろう。祐子は近くで祈るように見詰めている母親に、

老婆と娘の洗った衣類を持って来させ、水桶とタオルを用意するように

言った。タオルの意味が分からないようだったが、亜希子が手振りで伝

えたのでやっと理解でき、水桶と一緒に２人の衣類と一枚の白い布地を

持って来た。祐子は２人を裸にし、全身を水で拭い、洗いざらしの服に

着替えさせた。そうしておいて、母親の大きな瘤の上に右手を宛て、瞑

目した。大きな瘤がみるみる小さくなって行き、遂に消えてしまった。

老婆の意識が戻ってきたようだった。

「ナトンディ ヨ ボトンディ(natondi yo botondi)」（ありがとう）

老婆は祐子の左手を取って言った。祐子は老婆の手をそっと下ろし、右

手で額の熱を看てから頷いた。

「＊＊＊＊＊」（もう、大丈夫よ、きっとよくなるわ）

祐子は娘の脇に寄り、綺麗になった娘の服の上から檀中に手をかざし、

瞑目した。娘の目が大きく開き、唇に微笑みを浮かべた。イチゴのよう

に赤く腫れ上がった顔の湿疹も次第に消えていった。

「＊＊＊＊＊」（もう、大丈夫よ。あとは、フフを食べて元気を出して

ね）

祐子はソニアが渡してよこしたウガリの包みと錠剤を母親に渡した。母

親はそれらを受け取ると、その場に平伏し、涙を流した。
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何度も目にした祐子の奇跡だったが、マリーをはじめその場に居合わせ

た者達は誰一人として、言葉を口にすることができなかった。只打ち震

えるような畏敬の念に包まれていた。

母親に見送られ、一行は北方に向けて出発した。大通りを少し北上する

と直ぐに道は草で覆われた悪路になり、行く手が二つに分かれた。ボモ

の運転する車は右側の道路に入った。２台の車も後に附いて進んだ。次

第にまたブッシュのような道無き道に入り込んだ。車は更に北上を続け

た。一時間ほど走ると家々がちらほら現れてきて、湖岸に抜ける何本か

の脇道を通り越した。

「＊＊＊＊＊」（この辺りの湖岸近くには、反乱軍が潜んでいるようで

す。できるだけ早くここを抜けましょう）

そうは言ってもボモの運転次第だ。ボモの車がスピードを上げたのが分

かる。ベムもメドリスナも先頭の車に追従した。少しして右手に湖が現

れた。陽は大分傾いてきていて、湖面に反射した光でまぶしい。メドリ

スナとベムは慎重に車を走らせた。美しい湖岸路線を蛇行しながら走

る。家々の数が増えてきた。小さな村のようだ。その村落も通過した。

外には人影が全く無かった。ちょっと気を緩めたら転落してしまいそう

な、路肩の整備されていない崖の上の道を走らなければならないことも

しばしばあった。車が殆ど通っていないことが幸いだった。祐子と亜希

子は夕日を映すキヴ湖の絶景を堪能していた。日が暮れかかってきた。

一行は民家がちらほら建っている町に着いた。祐子が地図で確認すると

どうやらカレヘという町のようだ。ボモが本道から外れて民家の間の道

を入って行き、空き地に車を停めた。既に６時を回っている。クリグが

車から降りて来てマリーの元に行った。マリーは窓ガラスを下げ、クリ

グと話をしている。祐子は２人の会話に意識を集中し天耳を開いた。

「＊＊＊＊＊」（夜になると危険ですから、この辺りの民家に泊めても

らいましょう。私が交渉して来ます）

「＊＊＊＊＊」（こんなに沢山の人間を泊めてくれる所なんてあるの？）

「＊＊＊＊＊」（勿論、普通の交渉では断られるでしょう。いざとなっ

たら、金を使うんです）
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「＊＊＊＊＊」（危険と背中合わせでも、受け入れてもらえるのかし

ら？）

「＊＊＊＊＊」（この辺りの人たちは、大抵貧困に苦しみ、戦闘や強奪

の恐怖に怯えて生きています。我々が安全な人間で、その上兵士が守っ

てくれると分かれば泊めてくれるでしょう。問題は我々を泊めたことを

反乱軍や政府軍のチンピラ兵士が知ると、我々が去った後で襲撃される

恐れがあることです。その危険性さえ無ければ、彼らは心が優しく、誰

でも受け入れる人たちですから、直ぐに我々の申し出を受け入れてくれ

ると思います）

「＊＊＊＊＊」（分かったわ。ママユウコと相談して来るから、少し待

っていて）

マリーはトランシーバーを使おうとはしなかった。車から降りて、祐子

達の車の所にやって来た。祐子は窓を開け、マリーに向かって言った。

「＊＊＊＊＊」（マリー、今の話でいいわ。できるだけ目立たないよう

に移動しましょう）

マリーは、祐子が自分たちの会話の内容を知っていることを自然に受け

入れてしまっていた。車に戻るとマリーはボモにＯＫを出した。

「＊＊＊＊＊」（目立たないようにとママが言っています）

ボモは頷くと直ぐに車に戻り、再び車をスタートさせた。エンジンを噴

かさずにゆっくり動き出した。後続の２台も低速で追従した。やがて、

ボモは木立が立ち並び周囲から孤立したような１５、６軒の家の密集し

た区域に入り車を停めた。後続車も木陰を選んで停車した。ボモが車か

ら降り、一軒の土壁の家に入って行った。暫くして家の入り口から姿を

現すとボモは指でＶサインを出し頷いた。全員が車から降りた。ボモは

戻って来ると、マリーに向かって言った。

「＊＊＊＊＊」（ここの人たちはみな、我々を受け入れてくれるようで

す。金銭などの要求は一切ありませんでした。でも私は明日の朝発つ前

に一人一泊20000ＣＦＲ（コンゴフラン）を払って行こうと思います。

彼らは自分たちの食べるものも十分には無いはずなのに我々を受け入

れてくれるのです。一軒の家に２人ずつ泊まります。だけど、ピグミー
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は外で休む筈です）

マリーが頷いた。祐子が言った。

「＊＊＊＊＊」（現金以外に何かプレゼントも置いて行きましょう）

ボモは応えた。

「＊＊＊＊＊」（では、一軒につきタバコを三箱、ビール1本ずつ贈って

はいかがでしょう。彼らは自分たちが生きるだけでなくて、リスクをも

受け入れてくれたのですから）

家から男性が出てきて隣の家に向かった。少しすると住民の男達が集ま

ってきた。男の中の一人が言った。

「＊＊＊＊＊」（我々の隣組は六軒ある。あなた方の内の外に寝るつも

りの人も、家の中に寝た方がいいです。この辺りは夜は危険です。それ

に悪霊が徘徊しています）

マリーは礼を言った。男達は先ず共同トイレなどの周囲の施設について

簡単に説明した。それから最初に女性達を受け入れる家に案内すると言

った。兵士達が荷物を車から降ろし、六軒の家に分散して運び込んだ。

住民達が兵士を手伝った。ソニアがフフのサンドイッチを包みから取り

出し、全員に配った。亜希子は車のことが心配だったが、兵士が交代で

徹夜の警備をすると聞いてひとまず安心した。祐子は亜希子とペアで一

番奥の家に宿泊することになった。男性 － 多分家の主だろうが －

に導かれて家の中に入ると、家の主婦と思われる４０歳ほどの女性が

にこにこしながらふたりを迎えてくれた。

「＊＊＊＊＊」（こんばんは、私はクリメリです。どうぞ中に入ってく

ださい）

祐子と亜希子も習いたてのリンガラ語で挨拶した。

「＊＊＊＊＊」（こんばんは、私は由宇、こちらは亜紀です。無理を言

って申し訳ありません。お世話になります）

部屋の中は非常に暗かった。どうやら電気は来ていないらしい。目が暗

さに慣れてくると壁の壁龕に立てられた蝋燭の火に気が付いた。蝋燭の
へきがん

炎は壁から部屋の中全体を薄明るく照らしていた。改めて周囲を見回し

てみると、部屋の中には全く何も無かった。ただ土の床には草の葉で編
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み上げた敷物が敷かれているだけだった。奥の部屋には子供達が居るよ

うで、小さな話し声が聞こえてくる。少しして、クリメリが板の上に直

径20センチほどのフフ２枚と水の入ったカップ二つを載せて持って来

た。子供達が隣の部屋から顔を覗かせた。顔が痩せている。クリメリが

子供達に向かって何か言った。覗かないように注意したようだ。よく見

ると蝋燭の光を受けたクリメリの頬も落ちていて、目ばかりがぎょろぎ

ょろと光って見えた。祐子が言った。

「＊＊＊＊＊」（これ、あなた方の夕食なんでしょう？）

「＊＊＊＊＊」（いいえ、フフは沢山ありますから大丈夫です。遠慮せ

ずに召し上がってください）

「＊＊＊＊＊」（本当に沢山あるのですか？本当のことを仰ってくださ

い）

クリメリは黙り込んでしまった。奥の部屋から子供の声がした。

「＊＊＊＊＊」（僕、今日はフフ食べたい。お腹すいたよ）

「＊＊＊＊＊」（僕もお腹すいたぁ）

祐子はやはりそうかと思った。母親が隣の部屋に入って行った。子供の

泣き声が聞こえた。どうやら叱責されたようだ。母親が戻って来ると、

祐子が言った。

「＊＊＊＊＊」（奥さん、ありがとうございました。では遠慮無く奥さ

んのご親切なおもてなしを受けさせて頂きます。ところで、奥さん、私

たちはウガリのサンドイッチを持って来ています。サンドイッチなんて

珍しいでしょう？是非味わってみてください。少ないけど、私とこの妹

の分を差し上げます。ルワンダ流に作ったウガリなので、美味しいかど

うか分かりませんけど。このウガリもフフのように練って作ってありま

すから）

「＊＊＊＊＊」（それは、皆さんの朝のお食事ではないですか？）

「＊＊＊＊＊」（ダイエットですよ・・・・ご存じ？女は太り過ぎちゃ

まずいでしょ。だから朝食はほんの少しでいいのです。この夕飯を半分

取っておけばそれで十分です。ねえ亜紀）

亜希子は微笑みながら頷いた。クリメリは初め躊躇していたが、祐子と
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亜希子の差し出した包みを大切そうに受け取ると、思わず微笑んだ。

「＊＊＊＊＊」（お客さんにこんなことして頂いて・・・）

ここには女性のダイエットなど存在しない。祐子は自分が冗談のつもり

で言った言葉を恥ずかしく思った。母親がフフのサンドイッチを持って

奥の部屋に入って行くと、子供達の歓声が聞こえた。父親が小さな低い

声で何かを言っている。子供達の返事をする声が聞こえる。暫くして、

家族の笑い声が聞こえてきた。

「よかった。彼らの夕食を完全に奪ってしまわなくて済んだ」

と祐子は思った。

「どうかこの人達に幸せな生活が訪れますように」

亜希子は心の中で創造主に祈りを捧げた。クリメリの出してくれたフフ

を半分ほど囓って夕食を済ますと、少しして、クリメリと亭主が部屋に

入って来た。祐子と亜希子は亭主に礼を言った。亭主はマンドリグと名

乗った。薄暗い蝋燭の光に浮かぶマンドリグの顔は、痩せてはいるが、

眼光が鋭く、ふたりの女性には理知的に見えた。マンドリグは祐子に質

問した。

「＊＊＊＊＊」（どうして、こんな紛争の多い国に来たのですか？森林

の生物を調べるのなら、もっと安全な地域に行った方が良かったんでは

ないですか？）

祐子が片言のリンガラ語で説明し始めた。少し話し始めると言葉は流れ

るように口を突いて出てきた。

「＊＊＊＊＊」（私たちは・・・ルワンダから・・・来ました。あなた

の国に、いろいろな問題を持ち込んだ国です。ルワンダに住んでいるも

のが言うのもおこがましいのですが、今、この国、いいえアフリカ全体

の自然が次々に破壊され、昔からこの地に住んでいる人たち、あらゆる

動物、そしてそれを支えてきた植物の生態系がことごとく破壊されつつ

あります。私たちはこの国の森林の生態系の実状とこれからの進むべき

道を見い出すべく、コンゴの密林に生息する動・植物の生態の調査をし

たいと思ってやって来ました。それから、もう一つ重要な目的がありま

す。それは、この国が幸せな国になるように、微力ながらお力添えをし



63

たいということです。ルワンダはあのブチとクツの２部族間の悲劇的な

衝突から見事に立ち直りました。一旦政治が軌道に乗れば、アフリカの

人たちは誠実ですから、直ぐにめざましい発展を遂げることができると

思うのです。不幸にも過去にアフリカ大陸は西洋の国々によって植民地

化され、心が優しく、物質的な欲望の少なかった人々を、西洋人達は自

分たちの思うとおりに働かせることのできる存在と見なし、奴隷とし、

大自然の恵みの中で生きてきたあなたがたの祖先の命と生きる糧さえ

奪ってきました。そして植民地政策に行き詰まると、今度は独裁政権に

国々を任せ、自分たちは安全を図るために、撤退という体の良い平和主

義を持ち出したのです。人々の住む仕組みをめちゃめちゃに破壊し、線

引きで国と国との間に争いを引き起こす火種を残しての撤退を行った

のです。そんなに酷い状態の中でも、苦悶しつつ立ち直ってきた国がい

くつかあります。南アフリカ、セネガル、モロッコそして私たちの住む

ルワンダなどです。いずれも困難を乗り越えて、発展の軌道に乗ってき

ました。私はコンゴにもきっと立ち直れる道がある筈だと思うのです。

私たちは、そのほんのきっかけを作るお役に立てる道を求め、それを探

すためにやって来ました）

祐子は自分が、まだうろ覚えの筈のリンガラ語を流暢に話している事に

驚きを感じた。マンドリングは真剣に聞いていたが、少し声のトーンを

落として話し始めた。

「＊＊＊＊＊」（この国は今呪われています。本来我々を守ってくれる

筈の政府軍の一部の狂人が我々を襲って家財道具を没収したり、女性達

を陵辱したり、殺したりするのです。私たちは何を信頼していいのかも

分からない状態に置かれているのです。あまりに沢山の反乱軍や外国籍

軍が居て、我々を襲ったり、お互いに殺し合ったりしています。空恐ろ

しい国と化してしまいました。あなた方のような若い女性は自分の身を

守ることすらできなくなっています。この国の方向を改めさせるために

は、強靱なリーダーシップと国民を思う不動の精神が必要です。失礼な

言い方かも知れませんが、あなた方女性に一体何ができるのでしょう？

せめてご無事に森林の調査を終えてルワンダに帰国されることを祈っ
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ています）

祐子は反論しようとは思わなかった。自分たちを拒否せずに受け入れて

くれただけで十分だった。マンドリグは微笑むと、ゆっくり休むように

言い残し部屋を出て行った。クリメリは亭主の話を聞いていたが、一言

も口を挟まなかった。マンドリグが出て行くと、直ぐにベッドの準備を

してくれた。それは床の上に厚手の布きれを敷き、その上に簡単なカバ

ーを被せただけの寝床だった。枕も小さく、固そうな筒状のものだが、

触ってみると意外に柔らかかった。部屋の中に何匹かの蚊の羽音が聞こ

える。亜希子は身構えた。ベッドメイクを終えるとクリメリは直ぐに蚊

帳を持って来てくれた。亜希子はうれしそうだった。祐子も何も無い中

での暖かいもてなしに頭が下がった。突然現れたよそ者に対して、自分

たちの窮状をも顧みず、優しく対応してくれるコンゴの住人の親切心に

ふつふつと感謝の念が湧いてきた。賢の居る日本にもまだこういう人た

ちが居るはずだ。クリメリの姿が、あの東日本大震災と福島原発事故、

そして世界中を震撼させたコロナウイルスの蔓延、その後の日本人の心

の変化に重なった。あのとき、日本人の心の中に何かが起きた。皆忘れ

ていた何かを思い出した。人は誰でも心の奥に慈悲深い本質を持ってい

るのだと思った。

夜半過ぎに亜希子が祐子の耳元で囁いた。

「お姉様、わたくし・・・」

「トイレね。私も行きたかったところよ。さっきここのご主人が、共同

のトイレが外にあるって説明してくれたでしょう。一緒に行きましょ

う」

ふたりは蚊帳から抜け出した。祐子は壁龕にある蝋燭立てを手にすると

忍び足で外に出た。亜希子も祐子にくっつくようにして外に出た。外は

真っ暗だ。月明かりも無く、星も出ていない。時々吹き来る微風に蝋燭

の炎が揺れる。直ぐにジミーが近付いて来た。暗闇の中で照明も無しに

歩哨に立っていたのだった。ジミーは黙ってふたりに附いて来た。トイ

レは土壁で出来た簡素な作りだった。先ず祐子が中を点検してから、蝋

燭を手元に置いて用を足した。亜希子は真っ暗闇の中にジミーとふたり
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で立っていた。祐子が出て来ると直ぐに亜希子に交代した。遠くで低く

響くような獣の吠え声がする。トイレの中から亜希子の囁くような声が

する。

「お姉様、近くにいらしてくださいね」

「ここに居るわよ。安心しなさい」

祐子は周囲に異様な雰囲気を感じた。ジミーの他に誰かが居る。少し離

れたところにある木の裏側に２、３人の人の気配を感じた。真っ暗闇で

ある。また、オオカミのような獣の遠吠えが聞こえた。亜希子が慌てて

トイレから出て来た。祐子が囁いた。

「済んだの？」

「はい」

亜希子の声は少し大きかった。木の背後に何かが動いた。やはり人のよ

うだ。亜希子が今度は囁くように言った。

「お姉様、あの木の陰から、白い煙のようなものが立ち昇って、ずっと

空を通って、湖の方に向かって行くのが見えます」

「私には見えないわ。亜紀、外は危険だから、直ぐ部屋に戻ろう」

ふたりはジミーに礼を言うと部屋の中に戻った。抜き足で蝋燭立てを元

に戻し、蚊帳の中に潜り込むと、少しして隣の部屋から「ウォーウォー」

といううめき声が聞こえてきた。その声は非常に不気味に響いた。亜希

子が祐子の耳元で囁いた。

「お姉様、あのうめき声はさっきの白い煙と何か関係があるのかしら」

「呪詛かしら。それとも神託かしらね。アフリカには多いのよ。でも、

とにかく気にしないで寝ましょう」

翌朝、祐子と亜希子はキガリから持ち込んだ濡れティッシュで顔と手を

拭った。幸い蚊には刺されなかったようだ。クリメリがカップを二つ持

って姿を現した。

「＊＊＊＊＊」（おはようございます。眠れましたか？）

「＊＊＊＊＊」（ありがとうございます。よく眠れました）

「＊＊＊＊＊」（身体に良い飲み物を召し上がれ、キンケリバ茶ですよ。

外国の友達が作り方を教えてくれました。これは蚊に刺されたときの解
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毒にも効果がありますよ）

ふたりは礼を言ってカップを受け取った。一口飲むと、ほのかな甘みが

口の中に広がった。亜希子は以前よく飲まされたドクダミ茶のような味

だと思った。茶を飲みながら昨日のフフの残りを食べた。胃は十分には

満たされなかったが、ふたりはそれで満足だった。クリメリが蚊帳と床

を片づけてくれた。ふたりは用足しに外に出た。亜希子がトイレに入っ

ている間、祐子は昨日人影を感じた場所に行ってみた。大きなマンゴー

の木の根元に割られた木製の面が落ちていた。やはり呪詛なのだろうと

祐子は思った。二つの部分を手に取って重ね合わせてみると、それは見

覚えのある顔を模ったもののように思えたが祐子はそれが誰なのか思
かたど

い出せなかった。亜希子がトイレから出たようなので、続いて祐子が入

った。昨夜は気付かなかったが、そこは決して衛生的とは言えない場所

だった。長い間清掃されていないようだった。祐子はこういう環境も整

備して行かなくてはと思った。

暫くして、全員の出発の準備が整った。家々から主婦と子供達が外に出

て来た。ボモが全員を代表し、住民に向かって挨拶した。

「＊＊＊＊＊」（みなさん、いろいろありがとうございました。本当に

助かりました。これは皆様に対しての我々の感謝の印です。そして、こ

ちらは調査隊から皆様へのプレゼントです。それぞれの家の分ありま

す）

そう言いながらボモは６通の紙袋に入れた金とマリーの差し出したタ

バコの包み、ビールを入れた箱を住民達に渡した。男達は期待していな

かった金とプレゼントを渡されびっくりしていたが、女達と子供達は興

味深そうに見詰めている。男達は直ぐに感謝の気持ちを露わにした。し

かし決して卑下するような態度は見せなかった。

兵士達が荷物を車に積み込むと、ボブは直ぐに車を発進させた。住人達

は車が見えなくなるまで見送っていてくれた。

それから暫くは、また状態の悪い道が続いた。景観は素晴らしい。美し

い景観と酷い道、人間達の争い、そんな相容れない要素を意識しながら3
台の車は蛇行した湖岸の道をゆっくり北上した。この日の運転はジミー
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とアルフォンだ。ジミーが視線を動かさずに言った。

「＊＊＊＊＊」（ママ、こんな混沌とした国で、凶暴とも思える国軍や

反乱軍、他国籍軍、さらには盗賊などを相手にしながら、どういう風に

この国を変えて行こうとされているのですか？私には、ママが何をなさ

ろうとしているのか皆目見当も付きません）

ジミーの言葉には非難めいた響きは無かったが、それは誰しもが思って

いることだった。亜希子とメドリスナも祐子の応えを期待して、聞き耳

を立てた。祐子は穏やかに、しかししっかりとした声で応えた。

「＊＊＊＊＊」（私にはこの世で一番尊敬している人が居るのよ。その

方が、１点の迷いも無く、唯ひたすらに思い続け、自分が必ず成し遂げ

ようとしている目的が達成されつつあるということを確信し続ければ、

必ずその通りになると教えてくれたのよ。私たちの住んでいるこの世界

はそのように出来ているって。私はその方の教えに従って生きている

の。コンゴのことも、ルワンダの９０倍もある国土だとか、７０％がジ

ャングルだとか、インフラの整備が極端に遅れているだとか、独裁者が

この国を私物化しているだとか、多くの非合法な団体が押し掛けて来

て、お互いの権益の為に戦っているだとか、そういうことは私が今行っ

ていることに対して何ら影響を与えないという絶対的な確信を持って

いるのよ。いつも私の心の中にあるのは、この国を必ず平和な国にして

みせるという信念よ。いつかチャンスは巡ってくるわ。揺るぎない心で

一瞬一瞬を生き抜いていれば、現在がどれほど、その理想からかけ離れ

ていても必ず大変革への入り口が見えてくると思っているの。その入り

口が見えたとき、決して怯んではいけないのよ。たとえこの命が失われ

ても、やろうとしていたことを貫き通すのよ。そうすると、不思議なこ

とに私を取り巻くあらゆる環境が私を支えるように働いてくるのよ。私

は、このことを何度も経験したのよ。ジミー、大変かも知れないけど、

私たちを守ってね。私はあらゆる可能性に向かって只ひたすら突き進む

だけなのよ）

ジミーは頷いて応えた。

「＊＊＊＊＊」（分かりましたママ、これまでも、そして、これからも
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ずっとママを守ってゆきます）

ジミーはそれ以上の質問をすることはなかった。

昼近くになって一行は湖のよく見える場所に一旦車を停め、車中で昼食

を摂った。昼食後車は再び北上を続けた。全員が、次第に危険な領域に

近付いて来ていることを意識していた。わざわざ遠回りをしてここまで

来る理由については、誰も回答を持っていなかった。全ては祐子の意志

に従っての行動だった。左側に旋回するようにキヴ湖から少し離れて行

くと、どうやらキヴ湖とは違う湖の畔に出た。全体が一望の下に見える

が、湖と呼べるほど大きくはない。湖から分離した池なのだろう。その

西側の畔を走る道路をゆっくり北上した。亜希子が言った。

「＊＊＊＊＊」（お姉様、わたくし、頭が痛くなってきました。とても

いやな波動を身体に受けているのを感じます。この辺りには暗い想念が

渦巻いているようです。注意した方がよろしいと思います）

「＊＊＊＊＊」（亜紀、私も感じるわよ。注意した方が良いわね。メド

リスナ、警戒を厳重にしてね）

「＊＊＊＊＊」（はい、分かりました）

メドリスナとジミーは緊張した。祐子はトランシーバーを取り出し、マ

リーとクリグに連絡した。マリーもクリグも異様な雰囲気を察知してい

た。マリーはたった今アルフォンとベムに注意するように伝えたばかり

だと言った。池から離れると直ぐに先方に銃を手にした１０人ほどの男

達の姿が見えた。クリグから、金目のものが男達の目に入らないように

注意するようにという連絡が入った。クリグの車が停止させられた。２

人の男が銃口を運転席に向けている。クリグがウインドウを開けた。一

人の男がＡ４ほどの紙を見ながらクリグに何か話している。祐子は天耳

を開いた。

「＊＊＊＊＊」（我々は国軍だ、おまえ達は何者で、どこに何をしに行

く？目的は何だ？）

「＊＊＊＊＊」（私は自然科学研究所の所長クリグ・マハヌムでこいつ

は中央銀行の部長ボモ・バサンガニだ。フランス人の大学教授の森林の

生態系の調査を支援するため同行している。この直ぐ後ろが大学教授の
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マリー・ジュベステルの車、３台目が助手のユウコ・ツグンショウ、ア

キ・サキノの車だ。運転している者達はみな、トラッカーと森のガイド

達だ）

「＊＊＊＊＊」（教授達はどこから来た？）

「＊＊＊＊＊」（ブカヴから来た）

「＊＊＊＊＊」（おまえ達はここに待機していろ。後ろの２台の車を調

べる）

そう言うと、２人の男達はマリーの乗っている車に近付いた。ベムがウ

インドウを下げた。男達はベムの横に来て言った。

「＊＊＊＊＊」（おまえが教授か？）

マリーが後部座席から言った。

「＊＊＊＊＊」（私が生物学教授のマリー・ジュベステルだ）

「＊＊＊＊＊」（なんだ、女じゃないか。おまえが森に入ると云うのか？）

マリーがそうだと言うと、男達はマリーの横に来て窓を開けるように言

った。マリーが窓を開けると、男は銃口をマリーに向けてパスポートを

見せろと言った。マリーは仕方なくパスポートを出した。男はマリーの

パスポートをチェックするとマリーを睨み付けるようにして言った）

「＊＊＊＊＊」（おまえ達はルワンダから来たのか？）

マリーがそうだというと、男は更に突っ込んで聞いてきた。

「＊＊＊＊＊」（ルワンダで何をしていた？）

「＊＊＊＊＊」（調査の準備をしていた）

「＊＊＊＊＊」（このパスポートはフランスが発行しているではないか。

ルワンダの長期滞在ビザになっているが、ルワンダのどこに住んでい

る？）

「＊＊＊＊＊」（キガリだ）

「＊＊＊＊＊」（キガリだと？まさかダイヤモンドを探しに来たんじゃ

ないだろうな？）

「＊＊＊＊＊」（ただの生態系の調査だ）

マリーは譲らなかった。

「＊＊＊＊＊」（荷物を沢山積んでいるようだが、何を積んでいる）
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「＊＊＊＊＊」（調査に必要な機材と、調査の間必要になる食料などだ）

「＊＊＊＊＊」（見せてもらおうか？）

マリーは了解して、車から降りトラックの荷台の幌を外した」

沢山の袋が積んである。外側からはガソリンやプレゼント用に準備した

ものに気付かれないように、森に入るのに必要なものを上側に置いて目

立つように工夫して積んである。その脇の目に付きやすいところにビー

ル一箱と、調理していないキャッサバの袋を置いてある。男はビールの

方をちらちら見ながら言った。

「＊＊＊＊＊」（おまえはビールも飲むのか？ビールは男の飲み物だ）

マリーはトラッカー達の疲れを取るために用意してきたと言った。その

時遠方で銃声が聞こえ、それに応戦するかのようにまた銃声が轟いた。

男は銃声のする方を見て言った。

「＊＊＊＊＊」（俺たちも命がけでこの国を守っている。今ゴマとサク

の中間辺りで戦闘が起きている。このまま直進はできない）

マリーは丁重に出た。

「＊＊＊＊＊」（防衛ご苦労様です。荷台にあるビールを皆さんで召し

上がってください。トラッカーには我慢してもらいます。我々は北に向

かわずに森に入って行きます。この辺りの森が調査対象ですから）

男の顔が緩んだのが分かった。

「＊＊＊＊＊」（よし、パスポートは無くすなよ。この先に左に入る道

がある。敵はそこまでは来ていない。気を付けて行け）

男はパスポートをマリーに返してよこした。マリーは急いでパスポート

をポケットにしまい込むと、荷台の幌を元に戻し車に乗った。また銃声

が聞こえた。今度はもっと近くに感じる。男達はビールの箱を抱えると

道路の端に５、６本立ち並んでいる大木に向かって小走りで去った。他

の男達も一斉に大木に向かって去って行った。クリグが車をそっと発進

させた。アルフォンとジミーもゆっくり発進させ、その場を通り抜けた。

兵士達は依然として緊張を解かない。祐子と亜希子は自分たちの車まで

調査の手が及ばなかったことに胸を撫で下ろした。確かに３百メートル

ほど走ると左に折れる道があり、ボモがそこを左折した。２台の後続車
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も離れずに後に続いた。また銃声が聞こえた。ボモからトランシーバー

で連絡が入った。

「＊＊＊＊＊」（ジュベステル教授とママユウコに同時に送信していま

す。3者通話モードに切り替えてください。ラジオのニュースで知りま

した。ゴマで政府軍とルワンダ・ウガンダ・ブルンジの３国連合軍との

間で戦闘が始まったようです。先ほどの国軍の兵士達はまだ、状況を把

握していなかったようです。助かりました。しかし、これからは極めて

危険な状態になります。これは申し上げにくいんですが、今回の調査は

中止にされて、戻られては如何でしょう？それか、別の地域に移動して、

調査を行った方が良いと思いますが・・・・・）

祐子が言った。

「＊＊＊＊＊」（この調査はこのまま続けます。どうか私たちに同行し

て、案内して頂きたいと思います）

「＊＊＊＊＊」（そうですか。それなら、これ以上同行しても我々には

あなた方の身の安全の確保を保証できませんから、我々はここで同行を

辞退したいと考えます。避難民が居住していると思われる森林地帯に通

じる村までの道をお教えします。この少し先で３人のピグミーをガイド

役にさせて頂いて、そちらの車に乗り移ってもらい、我々ふたりはオフ

ィスに戻ります）

祐子はここでボモとクリグに逃げ出されては、この国を救済するどころ

か、目的地に辿り着くことすらできないと思った。マリーも当然同じこ

とを考えているようだった。マリーがボモに抗議したが、ボモは命を掛

けるだけの金はもらっていないと言った。マリーは契約したときの条件

を引き合いに出して抗議した。

「＊＊＊＊＊」（こういう事態が想定されるからこそ、あなた方にお願

いしたのではありませんか。我々は女性の調査隊です。こういう状況下

で、女性が屋外を移動することがどれほど危険かということはあなた方

が一番よく知っているはずです。あなた方が居なくなったら、この土地

の事情を把握している人間が居なくなってしまいます。我々は腹を空か

せたライオンの前に放り出された子羊達のようなものです。少なくとも



72

避難民の居住区にまでは同行して頂きます）

ボモは引かなかった。祐子はふたりの協議に口を挟まなかった。恐怖感

を抱いて、怖じ気づいているボモの及び腰を攻めることはできないと思

った。直感的に「無理に随行させるとボモ達が危険な目に遭う」と思っ

た。話し合いは暫く続いたが、とりあえず、クリグとボモは森への進入

口になる村までは同行することになった。左折すると道は直ぐに獣道の

ような酷いコンディションになった。あちこちに大きな穴がある。道の

両サイドには木々が生い茂り、これまでとは異なった暗い雰囲気になっ

てきた。突然前方から銃声が聞こえた。クリグ達の車がハンドルを取ら

れ路上の穴にはまって動けなくなった。突如木陰から５、6人の銃を手

にした男達が現れ、クリグ達の車に銃口を向けて包囲した。どうやら国

軍ではなさそうだ。アルフォンとジミーも直ぐに車を停めた。兵士達は

直ぐに小銃を手にした。男達の一人がクリグに何か言った。クリグはド

アを開けない。男がいきなりクリグに向けて銃を発砲した。ガラスが飛

び散り、クリグが前のめりにハンドルの上に倒れかかった。クラクショ

ンが鳴り続けている。ベムとアルフォンがいきなりドアを開け路上に身

を投げ出して、泥の上を転げながら男達に向かって発砲した。クリグに

向けて発砲した男が倒れた。他の男達はベムとアルフォンに向けて反撃

したが、２人の素早い動きに的を絞れないようだった。もう一人の男が

倒れた。男達は倒れているふたりの男を放り出して、森の中に姿を消し

た。ベムは車の左側に倒れている男が身体を横にして銃を取り、反撃し

ようとしたところを、手に向けて発砲した。男は手を撃ち抜かれ、もだ

え苦しんだ。ベムは直ぐに銃を取り上げた。アルフォンが地を這うよう

にして銃を構え男達を追って行った。ジミーとメドリスナは直ぐに飛び

出せる体制でいたが、祐子達の近くを離れることはしなかった。ジミー

がメドリスナに言った。

「＊＊＊＊＊＊」（ママ達は俺が守る。おまえはクリグの所に行け）

メドリスナは銃を手にして車から飛び出すと、身体を屈めて小走りでク

リグの車の所に行った。クリグを撃った男は脚と胸に銃弾を受け、仰向

けに倒れてもがいている。銃は横に放り出していた。メドリスナは直ぐ
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に男の銃を取り上げた。運転席のドアウインドウのガラスが粉みじんに

なっていて、クリグがハンドルに俯せになって倒れ込んでいる。クリグ

は頭と顔から血を流していたが、どうやら割れたガラスによる怪我のよ

うで、直接の被弾はしていないようだった。ボモはダッシュボードの下

に頭を突っ込み蹲っている。3人のピグミー達も頭を抱え込んで蹲って

いた。

「＊＊＊＊＊」（おい、しっかりしろ）

メドリスナが片言のリンガラ語で言った。ボモが頭を上げて言った。

「＊＊＊＊＊」（や、奴ら、行ってしまったのか？）

メドリスナは首を横に振った。

「＊＊＊＊＊」（まだ、分からない）

祐子はジミーの制止するのを振り切って、ドアを開け、クリグの所に小

走りで向かった。亜希子も降りようとしたが、ジミーが許さなかった。

ジミーが車から半身降り出して、辺りを警戒しながら叫んだ。

「＊＊＊＊＊」（ママー、危険です。戻ってください）

祐子はかまわずにクリグの元に駆け付けた。マリーも降りて来た。

「＊＊＊＊＊」（クリグ、クリグ、しっかりして）

祐子はメドリスナの横から上半身を車の中に突っ込んで、静かにクリグ

の身体を起こした。額と頬が大きく切れて、血が流れている。頭にも傷

があるようで、縮れ毛の間から血が流れ出している。祐子は直ぐに瞑目

し、クリグの体内を透視した。被弾はしていない。脳にも損傷は無いよ

うだった。祐子は自分の服の袖を切り裂き、額の傷の上に巻き付けた。

それから切り残した部分を裂いて端布を作り、今度は出血している頭の

血を拭い、頬の傷口の血を拭った。祐子は出血の止まるのをイメージし

た。程なく出血は止まった。クリグの顔面はどす黒くなっている。出血

で血色が悪くなっているためだと祐子は思った。マリーが祐子の側に来

た。ボモがマリーに向かって言った。

「＊＊＊＊＊」（もう、これ以上はガイドはできません。やはりあのと

き、引き返せば良かったんだ）

祐子がスワヒリ語でマリーに言った。
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「＊＊＊＊＊」（この人達はここで解放してあげましょう。これからは

私たちだけで目的地に向かいましょう）

「＊＊＊＊＊」（でもママ、生きて目的地に到着できるかどうか分かり

ませんよ）

「＊＊＊＊＊」（あなた、私に附いて来てくれるのでしょ？私は突き進

むのみなのよ）

マリーは返答できなかった。暫くしてベムとアルフォンが戻って来た。

アルフォンが言った。

「＊＊＊＊＊」（ママ、奴らの後を追跡したら、小さな集落に行き着き

ました。奴らはどうやら、この森の奥に住み着いているようです。男達

が慌ただしく動き廻っていました。奴らは反撃して来ると思います。で

きるだけ早くここを立ち退いた方が良いと思います）

ピグミー達を降ろし、全員で必死になって、泥穴の中からクリグ達の車

を引き上げた。祐子はクリグを後部座席に横たえ、ソニアの渡してよこ

した救急箱を開け、傷口をしっかり治療し、包帯も巻き替えた。ボモは

避難民が潜んでいるという噂のある森への入り方を祐子とマリーに説

明した。その森への入り口になる村はここからそれほど離れていないこ

とが分かった。マリーから契約料の残額を受け取るとボモが運転席に移

り、急いで元来た道を戻って行った。マリーはピグミー達をトラックの

荷台に乗せた。ピグミー達は表情ひとつ変えることもなく、言われると

おりに行動した。言葉は通じないが、マリーのジェスチャーを加えたリ

ンガラ語を理解できるかのようだった。アルフォンとジミーは全員が車

に乗り込むと急いで車を発進させた。祐子は傷を負った男達の治療がで

きなかったことを悔やんだが、それはやむを得ないことだと自分に言い

聞かせ、心の中で彼らの回復を祈った。ジミーに動きを封じられていた

亜希子もようやく解放されたとでもいうかのように話し始めた。

「＊＊＊＊＊」（クリグさんとボブさんは大丈夫でしたのね。良かった

わ。でも、あの戦闘地域の中をどうやってブカヴに戻るのでしょう？）

「＊＊＊＊＊＊」（そうね、敵を怖れていなければ良いのだけれど・・

・・少ししたら、通じるかどうか分からないけど、トランシーバーで確
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認してみるわ）

２台の車は路上の窪みを避けながらゆっくり走った。やがて道は周囲を

木々で囲まれた広い空き地に出た。どうやらそこは以前村があった場所

のようだ。所々に家の建っていた形跡が窺える。今では完全に草原と化

していた。周囲を見回してみても、車で入り込んでゆけるような道らし

きものは無さそうだった。全員がもうそれ以上先に進むことはできない

と諦めた。祐子に向かってマリーが言った。

「＊＊＊＊＊」（ママ、車を乗り捨てますか？もしそうすると、最悪の

場合、もうキガリには戻れないかも知れませんけど）

「＊＊＊＊＊」（何かうまい方法があるはずよ。だって、私たちはここ

まで導かれて来たのだから）

陽は西に傾いているようで、先ほどより一層薄暗く感じられる。

「＊＊＊＊＊」（あのぅ、今夜はここで野営したらどうでしょうか？）

亜希子が言った。それに対してマリーが反論した。

「＊＊＊＊＊」（それはあまりにも危険です。そもそもここはあの分岐

点から来た行き止まりの場所でしょう。ここに住むものなら誰でも知っ

ている場所の筈です。簡単に見つけられて攻撃されてしまうと思いま

す）

祐子が言った。

「＊＊＊＊＊」（ボモはこの先の森の中に避難民が住んでいる可能性が

あると言っていたわ。その理由を聞いてみようか？）

祐子は直ぐにトランシーバーでボモを呼び出した。トランシーバーの音

は途切れ途切れだが何とか話が通じた。ボモは無事にあの３差路を右折

し、帰路に就いていると言った。クリグの傷口も悪化していないとのこ

とだった。ボモは「今祐子達の居る場所には、以前村があったのだが、

住民がブチ族だったためφＤＬＲに虐殺されたのだ」と言った。その後

φＤＬＲがここを占拠していたが、今の政府軍ρＣＤの攻撃を受け殲滅

され、そのことが人々の間に伝わり、ここには悪霊が住んでいるという

噂になって広がり、その後は誰もここには近付かなくなったとのことだ

った。反乱軍も悪霊を怖れているためここには接近しないとボモは言っ
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た。それで、反乱軍や盗賊はここより東の地点に拠点を置いて、その周

囲に逃げ込んで来た人々から生活物資を搾取して活動しているとのこ

とだった。祐子はその話を聞いて、アイデアが閃いた。ここを人が近づ

けないような不気味な雰囲気の砦にしようと考えた。マリーと相談し、

ピグミーを使い、兵士が協力して、この空き地の入り口に草のシールド

柵を作ることにした。そして、草地の中央に車を駐車し、車を草で覆い、

車の中から銃撃できるようにすることにした。車の背後に４枚のテント

を張ることにした。草の柵の向こう側には枯れた蔓を張り巡らせ、その

蔓にガソリンを振り掛け染み込ませた。男達が柵やテントを作っている

間に、ソニアは夕食の支度をした。ソニアもやっと息が吐けたので、晩

食は腕を振るうことにした。久しぶりに火を使い、シチューを作った。

交代で必ず兵士の中の一人が監視に着くことになった。監視に向かった

ジミーを除いて全員で火を囲み、シチューを楽しんだ。ジミーからは特

に連絡は無い。祐子はしばし瞑目し、ここまでの道を透視してみた。別

段不穏な動きは感じられなかった。全員がしばし歓談してから、再び透

視を行った。8時を回った頃、先ほど襲われた場所近辺に人の動きが見

えた。大勢居る。意識を集中すると全部で５０人ほどの人間が居ること

が分かる。どうやら銃を所持しているようだ。車が２台あるのが分かっ

た。車がゆっくりこちらに向かって走って来る。大勢の人間がその後に

従って歩いて来る。祐子は瞑目を解いた。亜希子に向かって囁いた。

「亜紀、テレポーテーションして、滞空状態でいられるかしら？」

「できるかも知れませんが、自信はありません。高い木の上とかでした

ら鳥のように停まっていることはできると思います」

「火の点いた松明を持って、さっき来た道の途中の高い木の上にテレポ

ーテーションしてくれる？敵が来るのよ。超現実的なものを見せて、恐

怖心を煽るのが一番良いと思うのよ。彼らは銃を持っているから、撃っ

て来る危険性があるわ。そうしたら、直ぐに戻って来て」

「はい、お姉様。わたくし、やってみます」

「気を付けてね」

祐子と亜希子がひそひそ話をしているので、全員が不安げにふたりを見
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詰めていた。祐子がいきなり立ち上がって言った。

「＊＊＊＊＊」（皆さん、落ち着いて聞いてください。今、敵とおぼし

き一団がこちらに向かって来ます。全員守備位置に着いてください。い

ざというときはさっき取り決めたように敵を迎え撃つ体制をとってく

ださい。マリーもソニアも押収した銃を持って待機してください。今か

ら亜紀が空中を飛んで、相手を威嚇してきます）

丁度その時、ジミーが戻って来て祐子に報告した。

「＊＊＊＊＊」（ママ、大変です敵がこちらに向かって来ているようで

す。遠方に微かに動きが感じられました）

「＊＊＊＊＊」（やはりそうね。亜紀、お願いね）

亜希子はたき火から、まだ燃え始めたばかりの火の付いた薪を２本手に

取り瞑目した。皆が急いで食事の後片付けを始めた時、亜希子が一瞬に

して薪と共に消えた。それを見て全員呆然となったが、祐子が促したの

で、急いでたき火を消して配置に就いた。ソニアがジミーにスープの椀

を渡した。ジミーはにっこり笑って一気に口の中に流し込んだ。

祐子は森の入り口の低木の茂みに身を潜めた。ジミーとメドリスナが祐

子の前に陣取り、祐子の後方にピグミー達も3人寄り添って、しゃがみ

込んだ。それぞれが皆自分の配置に着くと辺りは静まり返った。

亜希子は一番高い木の上を意識して顕現した。木の枝を背にするだけで

滞空できた。接近して来ている歩兵の何人かが、突然前方の大木の天辺

付近に火が燃え上がったことに気付いた。亜希子はその火を持った腕を

大きく、ゆっくり左右に振った。下方にどよめきが起こった。亜希子は

意識を集中し、そのまま滑空を試みた。うまくいった。歩兵団の兵士達

は驚愕した。何ものかが空中を飛んでいる。その周りに火の玉が揺らめ

いている。兵士の何人かが後方に向かって走り去って行くのが分かっ

た。その時突然、祐子達の居る草地に勢いよく炎が上がった。監視に出

たアルフォンが蔓の導火線に火を付けたのだ。従軍の運転手は急に停車

した。もう、前進する勇気を完全に失ってしまったようだ。更にその時、

森の中から、「ウオー、ウオー」と地をも揺るがすような唸る声がした。

まるでゴリラの咆哮を拡声器で拡大したような身の毛もよだつ声だっ
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た。兵士達は先を争って一目散に反対方向に向かって退散した。車を運

転している者も、無理矢理ハンドルを切り、アクセルを噴かして引き返

して行った。それを見ていた亜希子は、あの暗がりで、よくも穴にはま

らずに走れたものだと感心し、一呼吸してテントの前に戻った。誰の姿

も無い。藪の中から祐子の囁くような声がした。

「亜紀、こっちよ。藪の中に居るわ」

亜希子はみんなが森の中に待機しているのを知り、急いでそこに向かっ

た。

「＊＊＊＊＊」（皆さん、敵は逃げ帰りました。あのものすごい声はど

うやって出したのですか？）

静まりかえった闇に亜希子の大きな声が響く。祐子が声を抑えて言っ

た。

「＊＊＊＊＊」（あれは、我々が出したんじゃないの。何かが近くに居

るのよ）

メドリスナが森の方を見詰めて言った。

「＊＊＊＊＊」（き、きっと、モケレ・ムベンベだ。この奥に居るんだ。

早くここから逃げ出さないと、俺たちだって食われてしまうぞ）

ジミーが笑いながら言った。

「＊＊＊＊＊」（はっはっはっは、モケレ・ムベンベはウバンギのテレ

湖に棲んでいるんだ。こんな所にまでは来ない）

「＊＊＊＊＊」（それじゃぁ、あの吠え声は一体何ものだと言うんだ？）

それまでほとんど声を出さずに、言いつけられたことを黙々と行うだけ

だったピグミーの一人が何か言った。

「＊＊＊＊＊」

ピグミー達の言葉の中にモケレ・ムベンベという言葉が入っているのが

分かる。他の２人のピグミーも頷いている。誰にも、ピグミーの言葉が

分からない。しかし、祐子はその言葉の持つ雰囲気が理解できた。

ジミーとメドリスナは黙ってしまった。亜希子が言った。

「＊＊＊＊＊」（お姉様、モケレ・ムベンベって一体なんですか？）

「＊＊＊＊＊」（西にあるテレ湖という湖に棲んでいると謂われている



79

怪物よ。見たことがあるという人の話では、犀を大きくして、首を長く

したような姿の怪物だということよ。蛇とワニを合わせたような姿で

５、６０メートルもある怪獣だという話もあるのよ。だけど、写真に撮

った人はいないの。いろいろな国の人たちが調査に行ったけど、沢山の

人たちが途中で死んでしまったり、行方不明になったりして、戻って来

なかったと聞くわ。そんなにして調査に挑んでも今まで誰も発見できな

かったようだわ。勿論物見高い日本の探検隊なんかも行ったらしいけど

ね。森に棲む人たちにとっては、その存在は疑う余地の無いほど確かな

そうよ。私は、この動物がこの世界だけの存在ではなくて、幽界にまた

がる存在のような気がしているのよ」

「お姉様の大好きな世界ですね。お姉様、そこは昔から変わっていらっ

しゃらないですわ」

祐子の心の中に言葉が響いてきた。祐子は後方を振り向いた。ピグミー

達と視線が合った。それは不思議な体験だった。ピグミー達が祐子に語

り掛けているのだ。その声は亜希子と２人の兵士には理解できなかった

が、祐子にははっきり分かった。

「ウバンギには我々の仲間が居る。我々には仲間のことが分かる。森は

一つだ。我々はここに居て、どこにでも居る。森が自分たちだ。ウバン

ギもこのカルバもみんな同じだ。白人達の探しているモケレ・ムベンベ

はどこにでも居る。あの鳴き声はモケレ・ムベンベだ。戦いを嫌う森の

精だ」

暗闇の中でも、祐子にはピグミー達の純粋な意識の流れが感じられた。

祐子は日本語でピグミー達に話し掛けた。

「あなた方は、素晴らしい方達ね。複雑な仕組みで雁字搦めになった私

たちとは全く違った生き方をしているのね。モケレ・ムベンベがあなた

方にしか見えない理由が分かるわ」

「モケレ・ムベンベは誰にでも見える。みんな見たことがある。恐ろし

い存在ではない。我々の森を守っている存在だ。我々が刃を向けない限

り、我々に危害を加えることは無い」

祐子は賢と一緒に行ったあの八丁池の大蛇のことを思い出していた。日
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本の神話に出てくる大蛇は生け贄として若い娘を食べるのを好んだ。祐

子はモケレ・ムベンベが危害を加えないというのは、ピグミー達が存在

を怖れて、近付かないからだろうと思った。

ピグミーのバントゥー系の言葉と、祐子の話す極東の言葉は亜希子以外

誰も理解できなかった。亜希子は最初のうち、祐子の話す言葉しか理解

できなかったが、次第にピグミーの話している言葉の持つ意識が脳裏に

展開されてきた。ピグミー達の言葉は言語というより、単語と意思表示

の表現のように亜希子には感じられた。

敵が退散したのを知った者達が三々五々藪の中から姿を現してきた。マ

リーが祐子の元にやって来て言った。

「＊＊＊＊＊」（ママ、敵は行ってしまったんでしょうか？）

「＊＊＊＊＊」（どうやら退散したようね。まあ、今夜はもう攻めて来

ることはないでしょう。テントに戻って、蚊帳を張りましょう。明日は

ピグミー達に、避難民の人たちが居住している場所に連れて行ってもら

いましょう。彼らもこの森に住んでいるわけではないから、自分達の感

に従って我々を案内するのでしょうけど、森の中のことならどちらに進

むのが安全で、人々がどちらに向かって移動したかが分かるとクリグさ

んが言っていたから、ここでは彼らの感覚を信じて行動するのが一番確

かだと思うわ）

祐子の言うとおり、その晩敵が攻めて来ることはなかった。翌朝はソニ

アがいち早く起き出して、朝食の支度をした。調理道具も不足する中で、

ソニアはいろいろ工夫しているようだった。野宿でありながら、ソニア

の作った朝食は全ての者達に満足感を与えた。食事が済むと、全員で車

を、その存在が全く分からないように隠すことにした。しかし、どれほ

どうまく草で覆っても、そこに車があることは明らかだった。祐子は賢

に相談することにした。テレパシーで賢を呼び出した。賢は直ぐに応答

した。賢は２台の車を一時由仁に持って来ようと言った。物質転送機の

隠し機能で、切り取る空間の底面を１０メートル四方に設定することに

した。祐子が受物装置の位置情報検出端末を用いて、車の位置を賢に知

らせると、賢は趣味の部屋の物質転送機を操作して、２台の車を即座に
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由仁の家の駐車場に転送することにした。

転送の準備が出来ると、祐子は全員を集めて車を前にして立ち、両手を

広げて言った。

「＊＊＊＊＊」（皆さん、車から必要な荷物は降ろしましたね。それで

は暫くの間、車に消えていてもらいましょう。さあ、車からずっと離れ

て・・・・・車よ、車、しばしこのコンゴから消えていなさい）

祐子の叫び声が轟き渡った。一瞬間を置いて突然車が目の前から消え去

った。全員、驚愕の中に居た。ピグミーも何が起きているのか分からな

いようだった。兵士達は祐子の魔力のような力を怖れ、それを呪術的な

ものと捉えたようだった。マリーとソニアは只呆然としているだけだっ

た。

「＊＊＊＊＊」（さあ、皆さん、これで、安心して移動できるわね）

超常的なことを行うふたりの女性を全員が怖れるようになっていた。祐

子はピグミー達に、最近の戦争で多くの人たちが逃げ込んだと思われる

場所に案内してほしい旨を伝えた。その要望は既にボモとクリグが彼ら

に伝えていた内容なので、意志の伝達だけで、十分だった。メンバー全

員が荷物を背負い、森の中に向けて出発した。女性達の背負うバックパ

ックは男達のものに比べ１／３ほどの大きさに制限した。ピグミー達が

先頭を行き、全員を誘導する。次にジミーが続き、その後に祐子、亜希

子と続いた。亜希子の直ぐ後にメドリスナが附いて、その後にマリーと

ソニアが続き、しんがりがアルフォンとベムだ。一歩森に足を踏み入れ

ると、そこは全く別の世界だった。昼間でも日が当たらない薄暗い場所

で、道らしき道も無い。やはり、森は一筋縄では行かない場所だった。

茨が行く手を遮り、アブや蚊、蟻に悩まされ始めた。一方、これまで兵

士や女性達の背後に居て、目立たなかったピグミー達が一気に活気付い

た。周囲から鳥の鳴き声が聞こえてくる。日本に居るウグイスやホトト

ギスなどの愛らしい声とは違い、それはジャングルという大自然の中で

生き抜いている逞しい鳥たちの鳴き声だ。森に入っても、一行はどの方

向に向かって良いのか皆目見当も付かなかった。しかし、ピグミー達は

自分達がどの辺りに居て、目的地に着くためにはどの方向に向かえば良
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いのか分かっているようだった。草の茂みを打ち払いながら進むピグミ

ー達は、身体こそ小柄だがとても逞しく祐子の目には映った。亜希子は

常に足下に神経を使った。女性達は皆、長袖のサファリシャツを着て、

厚手の帽子を被り、綿の手袋をし、ロングパンツを穿き、ブーツを履い

ていたが、それでも亜希子は直ぐに蟻に手の指を噛まれて、祐子に助け

を求めた。ピグミーのムグムグが森の中の木々の奥に入って行き、草の

葉を取ってきた。それをすりつぶして亜希子の指にすり込んでくれた。

飛び上がるほど沁みたが、やがて傷口の腫れは引いてきた。ピグミー達

の歩く速さは女性達には附いて行くのがやっとだった。時々姿を見失っ

たが、少しするとピグミーのバンメが戻って来て、全員が附いて来てい

ることを確認してくれた。足下は水気を含み、時々積もった落葉の中に

足が滑り込みバランスを崩した。暫く行くと岩陰に高さが大人の背丈の

倍ほどもある大きな蟻塚があった。蟻塚の裏側の穴から体長が1センチ

以上もある大きな蟻がぞろぞろと這い出して来ていて、一行がこれから

進もうとする森の奥に列を為して行進している。ムグムグが木の切れ端

で蟻の進行方向を変えようとしたが、蟻はそれをものともせずに、その

棒に向かって食らいついてくる。亜希子にとっては恐ろしい光景だっ

た。ムグムグが祐子の方を伺った。祐子は彼が火を求めていることを理

解した。祐子はバックパックを降ろし、中からライターを出して火を付

けた。ムグムグは枯れ木の棒の先をライターの炎の上に翳した。棒に火

が付くと、ムグムグはその火を蟻たちの方に向けた。それでも暫くは、

蟻は動じる様子を見せなかったが、１、２匹が火に炙られて焼け焦げる

と、続いていた蟻たちが、漸く進行方向を変えた。後続の蟻たちが撤退

したのに気付いたのか、先行の蟻群は一目散に蟻塚に向かって戻って来

た。祐子と亜希子は蟻たちの群れとしての統一した行動に、今更ながら

驚きを禁じ得なかった。

「＊＊＊＊＊」（ジャングルの蟻は、生きている動物でも襲って食べて

しまうのよ。一人で居るところを一旦群れに襲われたら、助からない場

合も多いの。白骨だけを残して、食べ尽くされてしまうらしいわ。油断

は禁物ね）
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「＊＊＊＊＊」（お姉様、脅かさないでください。さっきその蟻に刺さ

れたことを思うと、背筋が冷たくなります）

「＊＊＊＊＊」（亜紀、冗談なんかじゃないのよ。だから、動物を捕ら

えて繋いでおくのにも、注意が必要なのよ）

暫く進むと、草や人の背丈ほどの木々がなぎ倒されている場所に出た。

やっとピグミーに追いつくと、ピグミーの一人ソノンが祐子に向かって

言った。

「＊＊＊＊＊」

祐子はそれを感じ取った。どうやら、象の通る道のようだ。野生の象は

動物園で見ているような、ゆったりとした、おとなしい動物ではない。

そのことは祐子も亜希子もアフリカに来て、いろいろな人に聞いてよく

知っている。近くに象が居ないことを願いながら、ピグミー達を倣い、

あまり大きな音を立てないようにして前進した。象を刺激しないため

だ。こちらにとっては象は危険な存在だが、象にとって人間は、恐怖そ

のものなのだ。つい最近まで西洋人が金儲けのために探検隊を編成して

森に入り、夥しい数の象を殺し、象牙を持ち帰っていた。それは象に限

ったことではないが、今更にして、動物博愛主義などという美辞麗句で

動物保護を唱えている者達も、他人を責める前に、自分達の先祖が行っ

てきた行為をじっと見詰める必要があると亜希子は考えた。背丈の低い

灌木の奥でがさがさと何かが動く音がした。ピグミー達が立ち止まっ

た。ピグミーの動きを見て、全員が立ち止まった。祐子は藪の中に何か

が居て、こちらを窺っているのを感じた。亜希子もそれを感じたようだ。

草むらからゴリラが顔を出した。じっと祐子達を見詰めている。どうや

らゴリラの背後に一つの群れが隠れているようだ。姿を見せたゴリラは

頭部から背中にかけて銀色の美しい毛並みで覆われている。それがシル

バーバックと呼ばれる群れの長であるらしいことが分かった。ゴリラは

一行の方をじっと睨み付けている。全員が、動物たちに出会ったときに

は、慌てずにじっと対峙すべきであることを知っていた。一分間ほど睨

み合っていたが、やがてゴリラは草むらの中に姿を消した。祐子にはま

だ、沢山のゴリラが藪の中に居ることが分かった。ピグミーもそれを感
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じているようだったが、ゴリラを刺激しないように注意しながら、先に

進み始めた。少し行くと、前方でムグムグが棒を使い木の幹を叩いてい

る。よく見るとそれは大きな蛇だった。全長３メートルはある。ムグム

グは蛇を威嚇して追い払っていた。全員、暑さが身体に堪え始めた。祐

子の提案で、昼食にすることにした。木陰の広い場所を見つけて、そこ

で休息することにした。ピグミー達が森の中に入って行きやがて木の枝

を何本か持って戻って来た。３人がそれぞれ手際よく何かを組み立て始

めた。見ているとあっという間にベンチが出来た。ピグミー達は女性達

をベンチに座らせるつもりのようだった。もう一度森の中に入って行

き、今度は大きな葉を何枚も採ってきた。その葉を出来立てのベンチに

敷いてくれた。男達は藪の草をなぎ倒して、その上に直接腰掛けた。ソ

ニアが大分ばてているようだったので、女性達はソニアが食事の支度を

するのを手伝った。

「＊＊＊＊＊」（お姉様、村の人々はこんな森の中に逃げ込んでいるの

でしょうか？）

「＊＊＊＊＊」（クリグさん達がそう言っていたわ。ピグミーの人たち

もそのことを知っているようね）

「＊＊＊＊＊」（こんな森の中で、どうやって生きているのかしら？）

「＊＊＊＊＊」（私にも分からないわ。コンゴの国の中で本当に苦しん

でいる人たちがどんな生き方を強いられているのかを知ることが、この

探索の目的なのよ。そこから全てが始まるわ）

ふたりの会話を聞いていたマリーが言った。

「＊＊＊＊＊」（私には、まだ、どうしても分からないのです。こんな

未開発の、電気も、ガスも、何も無いジャングルの奥地から、どうやっ

てコンゴの国全体を動かして行くのかということが。ママ、是非お聞か

せ頂けないでしょうか？もし、それができたら、この地球全体を天国に

することだって、夢ではなくなると思うのです）

「＊＊＊＊＊」（そうね、私もそう思うわ）

「＊＊＊＊＊」（でも、ママ、ママには何か信念がおありのように思う

のです。それとこれからどうやってこの国を変えて行くのかと云った方
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策のようなものもおありなのではありませんか？）

「＊＊＊＊＊」（前にも言ったように、何も無いわよ。私も、亜紀もた

だ苦しんでいる人々を救いたい、この世界を苦しむ人のいない平和な世

界にしたいと思っているだけ。このジャングルの中でも過酷な人生を強

いられた人たちが生き抜いていると聞いたわ。町の中に住んでいる人た

ちは、苦しい生活の中でも、周囲を軍に取り囲まれていて、何時襲われ

るか疑心暗鬼となっていて、恐ろしくて本当のことを口にできないよう

に思うのよ。兎に角クリグさんは、順調にいけば１０数人の避難民が住

んでいる場所には、今日中に着くはずだと言っていたわね）

「＊＊＊＊＊」（はい、その人達には何も無いから、盗賊も、軍も見向

きもしなくなっているって言っていました。だから、あまり奥地でない

ところに住むこともできるのだって）

ツェツェバエを払い除けながら食事を摂ると、皆元気を取り戻したよう

だった。しかし、ソニアの状態はあまり芳しくなさそうだ。祐子がソニ

アに近付いて何処か具合の悪いところがあるか聞いた。ソニアは「何と

なく全身が疲れているような感じですが、特に痛いところなどはありま

せん」と応えた。祐子は瞑想し自分の身体を通してソニアにプラナのエ

ネルギーが注がれるのをイメージした。瞑目を解いたが、ソニアは一向

に元気にならない。祐子はソニアに寄り添って耳元で囁くように尋ね

た。

「＊＊＊＊＊」（ソニア、どうしたの？何か悩みでもあるの？）

「＊＊＊＊＊」（ママ、ご心配をおかけして申し訳ありません。私は大

丈夫です。何処も悪くありません）

ソニアは元気なく応えた。祐子はソニアを励まし、暫く様子を看ること

にした。一行が出発するとき、ソニアと亜希子の順番を入れ替えて、自

分の直ぐ後ろを歩くようにさせた。昼食を摂ったためか、皆元気が良い。

メドリスナがソニアに向かって言った。

「＊＊＊＊＊」（ソニア、大丈夫か？背中の荷物を俺によこせよ。持っ

てやるから）

ソニアは首を横に振った。
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「＊＊＊＊＊」（大丈夫。心配かけてごめんなさい）

メドリスナはソニアのバックパックを無理やり降ろさせ、自分の大きな

荷物の上に括り付けた。

「＊＊＊＊＊」（ソニア、ごめんなさいね。私が大変な仕事をお願いし

たばっかりに）

祐子が言った。ソニアは首を横に振った。

「＊＊＊＊＊」（ママ、ごめんなさい。私、足手まといになってしまっ

て）

ソニアは涙ぐんだ。祐子が立ち止まったので、全員立ち止まった。ジミ

ーが後ろを振り返った。

「＊＊＊＊＊」（ママ、大丈夫ですか？）

「＊＊＊＊＊」（私は大丈夫よ。それより、ソニアの元気がなくて）

ソニアが唇を噛んで下を向いている。その時、行く手に急に大きな鳥が

飛び立った。サイチョウだ。ピグミー達が駆け足で戻って来た。それと

同時にドドドド・・・と地響きがしてきた。祐子はピグミーが口々に叫

んでいることばを聞き取った。

「＊＊＊＊＊」

象の群れがこちらに向かっているようだ。全員急いで元来た道を戻っ

た。象の通る獣道を避けて、全員が大きな木の陰に身を潜めた。五メー

トルほど先の藪の中を、木々をなぎ倒して、象たちが走って行く。２０

頭はいる。その地響きのすごさはまるで地滑りでも起きたかのようだ。

「ドドドドド・・・・・」

全員その恐ろしさに生きた心地がしなかった。祐子と亜希子は木陰に小

さくなっていた。その背後をメドリスナとジミーが防御するように立っ

ていた。ソニアがジミーの腰辺りに頭を埋めるようにして蹲っている。

マリーとソニアの脇にベムとアルフォンが仁王立ちしていた。象の群れ

が通り過ぎてしまっても、ソニアはジミーの腰辺りに顔を埋めたままじ

っとしている。

「＊＊＊＊＊」（ソニア、もう行ってしまったよ。大丈夫だ）

ジミーの声にソニアがジミーの顔を見上げるように窺って、直ぐに目を
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伏せた。祐子はソニアの病気の原因が理解できた。ムグムグとソノンの

２人はいつの間にか木の上に昇っている。バンメは象が行ってしまった

のを確認に行き直ぐに戻って来た。一行はそこで休憩を取ることにし

た。ソニアが心なしか元気になっている。木の上に昇っていたソノンが

大きな袋のようなものを手にして降りて来た。それは蜜蜂の巣だった。

沢山の蜜蜂が大騒ぎしてソノンの周りを飛び回っている。ソノンはそん

なことはお構いなく、巣に人差し指を差し込んで蜂蜜を嘗め、それを全

員に廻した。全員が１回ずつ人差し指で蜂蜜を嘗め、残りの巣をソノン

に戻した。ソノンはそれをソニアに渡し、収穫物は夕食用としてソニア

のバックパックの中に仕舞い込まれた。

「＊＊＊＊＊」（ソニア、大丈夫か？少し顔色が良くなったな）

ジミーがソニアの顔を覗き込むように見て言った。

「＊＊＊＊＊」（うん、もう大丈夫）

「＊＊＊＊＊」（ジミー、ソニアの荷物はおまえが持て）

メドリスナがジミーに向かって言った。メドリスナも感づいたようだっ

た。

「＊＊＊＊＊」（私、自分で持てます）

ジミーは黙ってソニアの荷物を自分のバックパックに括り付けた。

５分ほどして一行は再出発した。いろいろなハプニングがあり、緊張の

連続だったが、蜂蜜を嘗めて全員心が浮き立ってきた。ピグミー達はピ

ッチを上げた。やがて、森は山裾に掛かってきた。所々、木々の合間に

苔で覆われた大きな磐が現れてきた。磐と磐の間を迂回しながら、進ん

で行くと、岸壁に突き当たった。更にその岸壁の麓に沿って歩いて行く

と、磐の間を流れる沢が現れ、その沢の向こう岸に少し広い草地が見え

た。ピグミー達がそこを指さした。祐子はそこが目的地だと理解した。

しかし、沢のこちら側から見る限り、家々があるようには見えない。広

い草地の周囲は藪に囲われていて、切り倒された木々があちこちに積み

重なっている。一行は沢の石の上を滑らないように注意しながら渡っ

た。亜希子が沢の真ん中付近で石の上から足を滑らせて、渓流の中に落

ちてしまった。アルフォンが直ぐに助けたので、流されずに済んだ。既
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引き上げられ、舌を出した亜希子の顔を見て、祐子も微笑みを返した。

沢を渡り切ると、草原に向かおうとするジミーを遮って止めたバンメが

祐子に振り向き何かを訴えた。どうやら、そこで待つようにとのことの

ようである。ピグミー達は３人が別々の方向に向かって非常にゆっくり

と進んで行った。他の者達は沢の縁に腰を下ろし、ピグミー達の様子を

見ていた。草地の右端を進んでいたムグムグが右手を挙げた。左側と中

央を進んでいた２人は直ぐに戻って来た。右端を進んだムグムグは前方

の藪に向けて進みその中に姿を消した。暫くして、ムグムグは再び姿を

現した。自分の進んで行った草地の右端をそのまま大回りしてみんなの

待っているところまで戻って来た。ムグムグはマリーに附いて来るよう

に手招きした。マリーとベムがムグムグの後に附いて行き、藪の中に消

えた。暫くして再び３人が戻って来た。全員の所に戻ると、マリーが祐

子に言った。

「＊＊＊＊＊」（ママ、あの藪が避難民の人たちの住んでいる場所です。

あそこには葦で屋根を葺いた小さな５、６軒の家が建ち並んでいるよう

です。ここから見ると藪にしか見えませんが、そこに彼らは潜んで暮ら

しているようです。我々が危害を加えない安全な人間であることを伝え

て来ました。彼らは何も持っていません。どん底の貧困状態です。とて

も衰弱していて、敵が来てもとても歯向かうだけの力は無いように見え

ます。どうしますか？直ぐに彼らにお会いになりますか？）

「＊＊＊＊＊」（ええ、直ぐに会います。ところで、どうして、右端を

迂回するのですか？）

「＊＊＊＊＊」（中央と、左側には罠が仕掛けてあるとのことです。足

を踏み入れると、毒矢が飛んで来ます。その毒に触れたら、即座に死に

至るほどの強い毒です。ピグミー達はそれを知っています。この場所で

生きるのも、命がけのようです）

兵士達もお互いに顔を見合わせて頷いた。祐子はムグムグとマリー、ベ

ム、メドリスナを伴って家々の入り口らしきところまで進んだ。直ぐ近

くにまで行っても、唯の藪のようにしか見えない。ムグムグが草を掻き

88
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分けるようにして中に突き進んで行く、マリーが次に続き、祐子はその

後から入った。ベムとメドリスナは外で待った。草を押し分けて中に入

ると、そこは葦の葉に囲まれた部屋のような空間だった。光が入るよう

に工夫はされているが、薄暗い。身体を屈めなくては頭が葦の天井に突

いてしまうほどの狭い場所だ。中には老翁が一人居た。その顔はやせ衰

え、目は落ち窪んでいる。手足は古竹のように骨が浮き出ていて、一目

でまともに食事を摂っていないことが見て取れた。

「＊＊＊＊＊」（先ほども申し上げましたように、私たちはこの森の生

物を調査する為にルワンダのキガリから来ました。決してあなた方に迷

惑をおかけするようなことはありません。少しでもあなた方のお役に立

てたらと思っています）

老翁は顔を上げて、マリーを見詰めた。警戒する力も残っていないかの

ように、視線を土の床に向けて、ぼそぼそと言った。

「＊＊＊＊＊」（動物や植物を調べるのは勝手ですが、残念ながら、私

たちにはあなた方をもてなす力がありません。それでもよろしければ、

この森は誰のものでもありませんから、ご自由に調査なさってくださ

い）

「＊＊＊＊＊」（初めまして、わたくしはユウコと申します。私はジュ

ベステル教授の助手をしています。わたくしたちは森に詳しくありませ

ん。この辺りの自然の生態について調査したくて参りました。数日間滞

在して調査したいと思っております。しかし、わたくしたちだけでは、

どこをどう調査して良いか分かりません。どうしてもあなた方のお力を

お借りしたいのです。お願いできませんでしょうか？）

老翁からの返事は思いも掛けないものだった。

「＊＊＊＊＊」（私は、ラジュラク・モンジャルと言います。この村の

入り口を守るものです。私たち村の者達は、極端に言えば、ここでただ

死を待つだけの日々を過ごしています。もし、まだこの生で、あなたた

ちのお役に立てることがあるのでしたら、是非、手伝わせてください。

勿論何日でも、ご自由に滞在なさってください）

「＊＊＊＊＊」（ありがとうございます。そのお言葉を伺い、無理をし
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てここまで来た甲斐がありました。あなたは、この国を変える水先案内

人になることでしょう）

老翁は微笑んだ。祐子はどうして、そのようなことを口にしたのか、自

分でも理解できなかった。祐子は自分の口にした言葉の内容を噛みしめ

て、そんなことになるのだろうかと不思議に思った。ふたりの会話を聞

いていたマリーが言った。

「＊＊＊＊＊」（私にはよく分かりませんが、取り敢えず今晩はこの付

近にテントを貼り宿泊させてください。ここにはどれくらいの人たちが

住んでいるのですか？）

「＊＊＊＊＊」（度重なる迫害や極貧の生活を生き抜いた１５人です。

この家を含めて全部で６軒の家があります。外からは分かりにくくなっ

ています。この家の入り口を出て、少し右に行くとそこから家々に通じ

ている藪道があり、その奥にみんなが住んでいます。但し、気を付けて

頂かなくてはならないことがあります。この周辺には罠が沢山仕掛けて

あります。それは敵から身を守るためと、動物たちに襲われないように

するためです。先ずそれを覚えて頂かなくてはなりません。ピグミー達

をお連れのようですので、彼らならどこに罠があるか教えてくれるでし

ょう。先ほども申し上げたとおり、沢の方から進入して来る敵に対して

は致死量の毒を塗った罠を仕掛けてあります。私はあなた方が近付いて

来ているのを察していました。あなた方に戦慄を感じませんでしたか

ら、どうか無事に来てほしいと思っていました。ピグミーをお連れにな

ったことは賢明だったと思います。ピグミー達が、罠に気付き、そこを

避けてくれたので、私は胸を撫でおろしました。でも、兎に角注意して

ください。本当は人を殺すようなことはしたくないのですが、私たちの

村にいる人たちは理由もなく、あまりに酷い仕打ちを受けましたから、

そうせざるを得ないのです。村の仲間が５００人以上も殺されましたか

ら、もう国軍や他国籍軍、解放軍や、愛国軍など全て信じることができ

ません。信じるどころか、恐怖に怯えて生きています。私たちが生き延

びるためにはやむを得ない罠なのです。彼らは正気ではありません。昼

間から酒をあおり、金や食料を強奪するためには容赦なく人間を殺しま
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す。女性達を見れば必ず強姦しようとします。時には幼い少女まで犯さ

れてしまいます。彼らに抵抗すれば殺されます。強姦する軍人や盗賊の

目的には２通りあって、一つは、自分の欲望を満たすため、もう一つは

自分達と異なる種族に自分達種族の血を引いた子孫の種を植え付ける

ことです。初めの目的だけで強姦したものは必ずと言って良いほど、相

手の女性を殺してしまいます。子供達に対しても無慈悲です。そのむご

たらしい行いについては、私は喉が詰まってしまって、声に出してお話

しすることができません。男達に対しては、殆どの場合、殺すか不具に

してしまいます。誰も抵抗できないようにしておいて食料と家財道具を

全て持ち去ってしまいます。そういう蛮行を行う者達は、まだ若く、肉

体が強く、乱暴で人生経験の無い者が大半です。何ヶ月も支払われない

給与、その結果の空腹と、渇望が、彼らをそういう人非人にしているの

でしょうが、だからと言って我々は彼らを受け入れるわけにはゆきませ

ん。さもなければ村全体が根絶やしにされてしまいますから。我々は必

死に生き延びてきましたが、たとえ難を逃れ、生き延びることができた

としても、その先、生きる術がありません。ここに住んでいる者達はみ

な、そういう経験を経て来た者達です。是非後で、村のみんなに会って

ください）

「＊＊＊＊＊」（ジュベステル教授から聞いたかも知れませんが、私た

ちはピグミー３人に導かれてここまで来たメンバー８人の調査隊です。

本当はコンゴ人ふたりに案内してもらうつもりだったのですが、途中で

盗賊に襲われ、彼らは自分達の町に戻りました。後ほどメンバー全員を

紹介致します。メンバーの内の４人は武装していますが、私たちを守る

仲間の兵士達です）

「＊＊＊＊＊」（私は、武装して銃を持っているか否かということは問

題にしません。どういう心を持っているのかだけを見ています。あなた

には全てをお話しできそうです）

亜希子は祐子達が藪の中に消えてしまって戻って来ないので、ドキドキ

して見守っていた。やがてマリーがムグムグ、ベムと一緒に戻って来た。

全員がムグムグの後に附いて右端を進み、藪に近付いた。藪の中からメ
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ドリスナが現れ、その後でモンジャル老翁と祐子が現れた。モンジャル

老翁は全員に一瞥を与えて軽く頷いた。祐子がモンジャル老翁に向かっ

て一人一人を紹介した。モンジャル老翁は紹介されるたびに「よろしく」

と挨拶をしていたが、亜希子が紹介されたとき、ひとこと言った。

「＊＊＊＊＊」（あなた方は女性の調査隊なのですね。この国ではあり

得ません。女性が生きることがとても難しい国なのです。これから、ア

キさん、あなたにはいろいろお世話になるような気がします。こちらこ

そよろしくお願いします）

顔合わせが済むと、モンジャル老翁は祐子に、自分に附いて来るように

告げ、家とは思えない草の家の左側の藪に向かって草をかき分けて押し

進んで行った。祐子と亜希子、ジミーが老翁の直ぐ後に従った。他の者

達はテントを張ることにした。マリーが全員に罠が仕掛けてあることを

説明し、細心の注意が必要だと言った。男達は簡易テントを張る準備を

始めた。一つのテントに４人ずつ入ることになる。ピグミー達は森の中

に入って行き、暫くして葦と木々の枝を手にして戻って来た。兵士達が

テントを張り始めると、ピグミー達は草と木の枝でドーム型をした２，

３人が身体を屈めてやっと入れるほどの小屋を作り始めた。兵士達が二

つのテントを組み立て上げると、ピグミー達の小屋も出来上がった。ソ

ニアが不安げにさっき祐子達の入って行った草むらの方を見詰めてい

る。メドリスナがソニアに言った。

「＊＊＊＊＊」（ソニア、大丈夫だよ、ママとアキさんには君の大切な

人が付いて居るから）

ソニアは恥ずかしそうに下を向いた。夕刻が近付いているのが分かる。

マリーに言われてソニアが夕食の支度を始めた。ピグミー達が再び森の

中に入って行った。

祐子はモンジャル老翁に案内されて草を分けて進むと、草で周囲を葺い

たドーム型の小屋が建ち並んでいる場所に出た。モンジャル老翁は指を

くわえて「ピー、ピー、ピー」と３度呼び子を鳴らした。辺りの小屋小

屋から人々が姿を現した。人の出て来ない小屋もある。ジミーは銃を背
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後に隠し、人々に恐怖心を与えないように配慮した。しかし警戒は怠ら

なかった。三々五々現れた人々は服らしい服を身に着けていなく、まる

で物乞いのような風体をしている。亜希子も驚いて、一瞬目のやり場に

困った。祐子は落ち着いていた。モンジャル老翁が全員に集まるように

告げた。集まったのは全部で９人だ。高齢のように見える男性が２人、

老女が２人、中年の女性と若い女性、それと子供が３人だった。

「＊＊＊＊＊」（みんな、良く聞いてくれ。この人達は、数日我々と共

に過ごすことになった人たちだ。数少ない、心を許せる人たちだ。ピグ

ミー３人と、調査隊の人たち８人で、このふたりの女性は森の調査をす

るジュベステル教授という方の助手の方々だ。そして、そこの男性はこ

のふたりの女性を護衛している方たちだ。みんなが疑いの心を持つのも

やむを得ないが、私が約束する。この人達は信じても大丈夫だ。みんな

もこの女性達に対して危害を加えるようなことをしてはならない。この

ふたりはみんなの所を順番に訪問して、いろいろ話を聞きたいようだ。

話せない者もいるだろうが、是非協力してやってほしい）

人々の表情は暗い。虚ろな目をして呆然とモンジャル老翁の話を聞いて

いた。モンジャル老翁が全員を解散させた。

祐子達はモンジャル老翁に附いて先ず一番端にある１つめの小屋を訪

れた。誰も出て来なかった小屋だ。入り口に暖簾のように葦の葉が垂れ

下がっている。ジミーを外に残して３人は身体を屈めて葦の暖簾を潜っ

た。部屋の中はじとじととしている。「この小屋は雨が降り続くと部屋

の中が水浸しになってしまう」と老翁が言った。小屋の奥に木の枝を継

いで作ったベッドが置いてある。その上に葦の葉が敷かれていて、その

葉の上にまだ３０歳そこそこの女性が横たわっている。目を瞑ってい

た。ベッド以外には何も無い。モンジャル老翁が言った。

「＊＊＊＊＊」（私の一人娘プリミテだ。かわいそうに、酷い目に遭っ

た上、死の病を移されてしまった。この娘プリミテには亭主とふたりの

息子が居た。街の中でやっと自分の家を建て、それなりの生活を営んで

いた。ルワンダのクツ族のジェノサイドを行った残党とこの国の政府軍

が戦闘を繰り返していたとき、ある日、夜半に家の扉を叩く者がいた。
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政府軍の若い５人の男達だった。男達は家の中に入ると、いきなり娘夫

婦に銃を突き付けた。プリミテは亭主とふたりの息子達の目前で強姦さ

れた。その後で、亭主と息子達がなぶり殺された。プリミテはその時に

自分自身を失ってしまった。それからは私がこの娘の面倒を看ている。

食事はフフの流動食を口の中に流し込み、垂れ流しの糞尿の世話もして

いる。身体がだんだん衰弱して、今は元気だった頃の面影も無い。不治

の病エイズに冒されているこの身体では、あと１年も持つまい。私は朝

夕、神様にプリミテを救ってほしいと祈っているが、一向に意識が正常

に戻らない。この娘にとっては意識が正常に戻らない方が幸せかも知れ

ないが・・・）

祐子の眼前に、その時の悲惨な情景がありありと展開された。祐子はプ

リミテを救ってほしいと神に祈った。亜希子の目は涙で溢れている。祐

子はプリミテの側に近付き、まるで枯れ木のように生気を失い、だらり

としているプリミテの手をそっと取った。祐子の目からひとしずくの涙

が流れ落ちた。祐子は瞑目した。プリミテの意識が迷走状態になってい

るのが分かる。祐子は自分の身体にプラナを充満させた。そして、プリ

ミテの意識の中に入った。祐子はプリミテ自身になった。身体の節々が

痛い。手にも足にも力が入らない。祐子は自分の中に充填したエネルギ

ーを身体の全ての細胞に注ぎ込むように意図した。心の中に悲しみと、

苦しみと、恐怖と怒りと愛が混沌と渦巻いている。祐子は自分自身の心

の整理をした。先ず悲しみを取り除いた。それは天国にいる夫と息子達

への愛で置き換えることができた。先ほどから細胞達に注入を続けてい

るエネルギーが活性化してきて、ＨＩＶへの抗体が出来上がってゆくの

が分かった。免疫力が強まってきている。それに伴って痛みが薄れ、身

体が軽くなってきたのが分かる。苦しみは自ずと遠のいていった。怒り

を取り除くために、祐子は肝臓にエネルギーを注入し、心臓に結婚前の

歓喜に満ちた喜びを取り戻して与えた。恐怖に対しては国軍の兵士達の

実態をイメージとして何度も繰り返し展開して見せた。その愚鈍で幼稚

な姿を何度も見ている間に、男達に対する恐怖は消えた。非常に短い時

間で祐子はそれを行った。身体が正常な状態に復帰し、エネルギーが身
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体全体に漲ってきたことが分かると、祐子は意識を自分の肉体に戻し

た。祐子が目を開けると、プリミテが祐子の手を握り返しているのが分

かった。プリミテは暫く祐子の顔をじっと見詰めていたが、いきなり大

きな声を出して泣き出した。声が詰まって嗚咽となって、咳き込んでし

まった。祐子はプリミテを抱き起こし、自分の胸に抱き寄せた。プリミ

テは祐子の胸の中で暫く泣き続けた。

「プリミテ！」（Primite!）

娘の回復してゆく様子をじっと見詰めていたモンジャル老翁はプリミ

テの名前を呼んで、近くに駆け寄った。プリミテが老翁の方を振り向い

て叫んだ。

「＊＊＊＊＊」（お父さん！わ、わたし・・・・わーん、わーん）

祐子の胸から離れ、プリミテはモンジャル老翁と抱き合った。

「＊＊＊＊＊」（おお、愛おしいプリミテ、私の可愛いプリミテ、意識

が戻ったんだね。私はなんといった幸せ者なんだ！）

亜希子が椀に入れた野菜スープを持ってきた。プリミテの意識が正常に

戻ったとき、小屋を出て、ジミーを伴ってみんなの所に戻り、ソニアに

直ぐにスープを作るように頼んだのだった。夕食の準備をしていたソニ

アはジミーの姿を見ると、急いでスープを用意した。亜希子はそれを持

って戻って来たのだった。木の葉の上に蜂蜜も載せてある。亜希子は先

ずプリミテに蜂蜜を嘗めさせた。プリミテは微笑みを浮かべてそれをす

っかり嘗めてしまった。そして、スープを美味しそうに啜った。細い手

足にも心なしか力が戻ってきたように見える。プリミテはスープを飲み

終えると椀を亜希子に返し、両手を前に差し出した。祐子を求めていた。

祐子はプリミテを抱きしめた。

「あなた、もう大丈夫よ。私が一緒に居てあげるから。もう、病気も消

えているわ」

祐子は日本語で言った。プリミテは頷いた。プリミテの目に涙が溢れて

いた。

モンジャル老翁はプリミテを小屋に一人残して次の家に３人を案内し

た。部屋を出るときプリミテの方を向いて２度頷いて見せた。
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２軒目の家は草葺きの小屋としても比較的出来の良い小屋だった。身体

を屈めなくても小屋の中で直立できた。プリミテの部屋と同じように奥

に木の枝と草の葉で出来たベッドがある。そのほかにやはり木の枝を組

み合わせて作った椅子があった。３本の木を、蔓を使って中間点で結び

合わせ、脚を広げてその上に蔓と麻を堅く編み上げた敷物を置き、そこ

に腰掛けるようになっている。その椅子に一人の老人が座っていた。床

の上には一人の７、８歳ほどの娘が居る。老人は上半身裸で腰に草の前

垂れを付けている。娘も上半身裸だが、ぼろぼろの綿の下着を身に着け

ていた。祐子はポケットの中をあさり、あめ玉をひとつ取り出して娘に

与えた。娘はにっこり笑って、それを口の中に放り込んだ。

「＊＊＊＊＊」（ボニング、さっき話した調査隊の人たちだ。俺たちが

こんな酷い目に遭わされた話をよく聞いてもらえ。そのことがいつか世

界中に知れ渡って、この国をこんな酷い目に遭わせている悪人どもを退

治してもらえるかも知れない）

「＊＊＊＊＊」（ラジュラク、おまえもお人好しだな。俺たちは何度こ

んな奴らに騙されてきたか知れないじゃないか。初めは善人ぶっていて

も、そのうち正体を現すんだ。今に見ていろ、銃を持っている奴らが俺

たちを脅して、奴隷のように使い始める。もう結果は見えている。おま

えも早く目を覚ませ。こんな奴らの言うことを聞いたら、もう俺たちも

終わりだ。どこかに売り飛ばされて、豚のように扱われ、使い捨てられ

るんだ。もっとも、そんなことにならなくても、もうほとんど終わって

いるがな）

「＊＊＊＊＊」（ボニング、俺の娘プリミテ、どうなったと思う？）

「＊＊＊＊＊」（もう、あぶないのか？本当にかわいそうな娘さんだ。

おまえの自慢の一人娘だったのに、運命とは残酷なものだ。俺はプリミ

テのことを考えると、あまりに哀れで涙が流れる。俺の息子はウガンダ

との戦争で命を落とした。その悲しみと、熱病でこの子を残して息子の

妻は死んだ。それを追うように俺の妻も悲しみの中で病に倒れた。それ

でも、俺はまだましだ。たとえ盗賊に全部持って行かれても、俺にはこ

の可愛いラミリーが居る。それに比べ、おまえは悲しすぎる。お気の毒
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にそんなにプリミテは悪いのか？）

「＊＊＊＊＊」（いや、そうじゃないんだ。プリミテは蘇った。元気に

なったんだ。はっきりは分からないが、エイズの兆候も消えたようだ。

何しろ意識が戻ったんだ。みんな、この方のおかげだ）

「＊＊＊＊＊」（それは良かった。おめでとう。だが、それがこの人の

力だって証拠はどこにあるんだ。俺はこの目で見ない限り信じない。変

な呪いをしたんじゃないのか？プリミテに森の霊が乗り移ったってこ

とはないのか？）

「＊＊＊＊＊」（おまえも疑い深いな。この人、ユウコさんの力が直し

てくれたことに間違いない。俺の目の前でな）

「＊＊＊＊＊」（俺は信じない。そんなことができるのなら、ひとつ、

俺の曲がってしまった指の関節を治して見せてもらいたいものだ。毎日

痛くてたまらない。朝は指が思うように動かないし、立ち上がったとき

に目眩がするほどだ）

ボニング老人は嫌みたっぷりに自分の左手を上に掲げ、掌を広げて見せ

た。５本の指の関節が膨らんで指が伸び切らず、ごつごつした形に変形

しているようだ。祐子はボニング老人の側に近付き、軽く会釈して老人

の左手をそっと取った。祐子は瞑目した。老人の手の指の関節部分を凝

視し、関節が真っ直ぐに伸びてゆくところをイメージした。祐子の脳裏

にボニング老人の高揚した免疫細胞の攻撃性が次第に弱まって、今まで

誤って自分の体の細胞やたんぱく質などに攻撃を加えていた免疫シス

テムが安定状態に移行してゆくのが見えた。関節の自己修復システムが

踝化した指の関節の修復に取り掛かった。踝が次第に小さくなり、普通

の形状に戻ってきた。ボニングの表情が変わってきた。引きつったよう

な感じが無くなり、顔に穏やかさが表れてきた。

「＊＊＊＊＊」（一体、俺の身体に何が起こったんだ？こんな不思議な

ことがあるものか。痛みも無くなった・・・・俺は間違っていたのか？

なあ、ラジュラク）

「＊＊＊＊＊」（見ての通りだ。俺はこの方に会ったときから、この方

の姿に惹かれていた。俺たちとは違う何かを感じるんだ）
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ボニングはいつまでも自分の指を不思議そうに眺め、縮めたり、伸ばし

たりしていた。亜希子がラミリーの近くに行って、頭を撫でてあげた。

ラミリーはうれしそうにあめ玉を口の中で転がした。祐子は賢に物質転

送機で少女のスカートとシャツと下着、靴を送ってもらうことにした。

ポケットから位置情報端末を取り出し、その情報を読み取ってもらい、

少女の丈を伝えた。賢は３時間ほど掛かると応えた。祐子はそれで良い

と伝えた。祐子はボニングに自分の立っている場所を示して言った。

「＊＊＊＊＊」（後で神様にここに「ラミリーの服をください」とお願

いしてごらんなさい。神様があなたの願いを叶えてくれるわ。でも、衣

類が現れるまでは、決してこの場所には近付かないでね）

その家を出ると、祐子はモンジャル老翁に３軒目を訪問する前にプリミ

テの様子を観て来るように言った。モンジャルはプリミテを連れて現れ

た。プリミテは祐子の姿を見ると、駆け寄ってきて抱きついた。祐子は

うれしかった。

「＊＊＊＊＊」（もう、大丈夫なの？）

「＊＊＊＊＊」（私、人生をもう一度やり直します。貴女のような人に

なれるように努力します）

「＊＊＊＊＊」（元気になって良かったわ。貴女なら、私よりもっと素

晴らしい女性になれるわ）

プリミテは弾む足取りで家に戻って行った。家に入るとき家の周りの草

の壁面を手で整えていた。

３軒目の家は野戦病院の病室のようだった。モンジャル老翁に連れられ

て祐子と亜希子が中に入ると、直接土の床の上に葦の葉が敷き詰められ

ていて、その上に身体が触れ合うように５人の男女が横になっていた。

部屋は先ほどのボニング老人の小屋の１．５倍の広さはある。湿気を帯

びたむっとする異臭が感じられた。患者達全員が祐子達に力の無い視線

を向けた。それはどんよりとした想念の動きを伴っているようだった。

この部屋を入り口から観たときにそれほど大きく感じなかったのは、奥

行きが深い為だった。奥に若い２６、７歳の女性、その次に４０歳前後

の女性、更に１２、３歳の少女、３０歳ほどの男性、５０歳前後の男性
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の５人が横になっていた。この中の若い女性と少女、５０歳前後の男性

の３人は、先ほどのモンジャル老翁の呼び出しでここから外に出て来た

人たちだ。

「＊＊＊＊＊」（ユウコさん、さっきから少し変に感じていたのですが、

貴女が部屋に入ると、部屋の中が明るくなったような気がします。気の

所為でしょうかね）

「＊＊＊＊＊」（それは気のせいでしょう。モンジャルさん、ここにお

られる方々はどのような方々ですか？）

「＊＊＊＊＊」（それは、直接この人達から聞いてください。この人達

はいずれも天涯孤独で、しかも不治の病を患っている人達です。この人

達の味わった人生の苦痛を、是非聞いてやってください。話したくない

ところは無理にお聞きにならない方が良いと思いますが・・・）

「＊＊＊＊＊」（勿論、私たちはお話ししてくださる方のご意志にお任

せ致します）

祐子は先ず入り口に一番近い所に横になっている男性の側に坐った。亜

希子も祐子の隣にしゃがみ込んだ。祐子が言った。

「＊＊＊＊＊」（こんにちは。私はユウコ、これはアキです。私たちは

ルワンダに住んでいます。この森を調べに来ました）

男は身体を起こした。先ほど外に出て来た男性だ。

「＊＊＊＊＊」（本当は、ここに何をしに来たのですか？私はエイズ患

者であと１年半の命と医師から宣告を受けています。本当のことを話し

てください）

見た目には病人のようには見えないが、男性は通常より幾分痩せてい

る。

「＊＊＊＊＊」（笑わないでくださいね。私たちは、本当はあなた方の

国を天国に変えるために来たのです。これは本当です）

「＊＊＊＊＊」（いくら私がもうじき死ぬからと言って、そんな言葉で

癒されるだろうなどと思わないでください。みんなこの国を平和な国に

すると言って戦っています。そして、確かにこの国は世界の中でも天国

に一番近い国になったかもしれません。せいぜい４５年ほど生きれば直
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ぐに天国に逝けるのですからね。わたしはもうじき天国ですが、平均よ

り５年も遅れたんで、むしろ神に感謝しているんです）

「＊＊＊＊＊」（いいえ、わたしは本気でこの国を天国にするつもりで

すよ。この妹のアキとふたりで、皆さんと一緒になって天国を創るつも

りです。だって、この国ほど自然に恵まれ、地球の自然の残っている国

は無いのですから。ここはまだ、人間が自分達の住みやすいように手を

加えて変えてしまった場所がそれほど多くないでしょう。昔のまま残っ

ている大自然がありますからね。世界中探してもそんな国は滅多にあり

ませんからね。あなたのおっしゃる意味とは少し違いますが、この国が

一番天国に近いんじゃないかと思いますよ。但し、ここを天国にするた

めには、ここに住んでいる人々の心のあり方を、昔のような自然と調和

した姿に戻さなくてはなりませんけど）

「＊＊＊＊＊」（あなたは途轍もないことをおっしゃいますが、あのイ
と て つ

エス・キリストでさえ、世界を天国に出来なかったでしょう。キリスト

教が出来て、その結果沢山の戦いが起きました。こんな言い方をして申

し訳ありませんが、あなたはか弱い女性でしょう。一体何ができるので

すか？イエスは病人に手も触れずに病を治したと云うでしょう。あなた

にそれができますか？最低でもその程度のことができなくては、誰も附

いて来ませんよ）

祐子は軽く頷いて、目を瞑り瞑想状態になり、この男性の体内に蔓延し

ている人免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）の力を押さえ、全て撃退した。男

性のエイズは沈静化し免疫力が蘇ってきた。それは祐子にとっては何段

階かの処理だったが、男性にとっては、ほんの３、４秒間のことだった。

「＊＊＊＊＊」（あなたのエイズは、もう治りましたよ。ＨＩＶは撃退

しました。気になるところを確認してご覧なさい）

男性は半信半疑に手足を動かしてみた。ゆっくり立ち上がって首を回

し、目をぱちくりさせ、唾を飲み込んでから、腹部を擦ってみた。

「＊＊＊＊＊」（本当に治ったのですか？それはプラス思考とか謂うや

つじゃないですか？プラス思考していれば病気も自然に治るとか謂う・

・・）
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「＊＊＊＊＊」（直ぐには分からないかも知れませんね。でも、もう治

っていますよ。天国の話はもう終わりにして、もし差し支えなかったら、

あなたの味わった苦しみを教えてくださらないかしら？）

男性は指を曲げたり、腕を伸ばしたりしながら言った。

「＊＊＊＊＊」（分かりました。私は治ったと信じます。その方が自分

にとっても幸せな時間が持てますからね。私の生は呪われた生だったの

かも知れません。私は結構裕福な家に生まれました。キサンガニに住ん

でいたんです。父はベルギー政府に雇われた役人でした。母もこの国で

は上流に属する家の出身でした。私は２５歳で美しい妻と結婚し、２人

の息子と３人の娘を得ました。ご存じのことと思いますが、あのキサン

ガニで起きた大戦争の時、私たち家族はベルギー政府関係者というだけ

で、当時の政府軍に全財産を没収され、放り出されました。父と母は絶

望して、自ら命を絶ちましたが、私と妻はキサンガニの郊外の農地を元

の地主から購入し、そこで苦労してキャッサバの栽培で何とか生計を立

てるまでになりました。でも、それもつかの間、私が留守の間に銃を持

ったごろつきの政府の軍人達に進入され、妻を凌辱されて、子供達を連

れ去られてしまいました。それから私と妻は政府にその旨を訴えようと

役所に向かったのですが、取り合ってもらえず、笑い飛ばされました。

それでも私たちは諦めませんでした。何とか子供達を探し出そうと、日

雇い労働の安い賃金で働きながら生きていましたが、ある日妻があのと

き強姦された男の子供を宿していることが分かりました。しかも妻の体

調がすぐれず、医者に診てもらってエイズに感染していることが分かり

ました。妻は絶望のあまり気がふれてしまい、いいえ、本当は正気だっ

たのかもしれませが、私の知らないうちに自ら政府軍の男達の中に自分

の身体を差し出しました。そして、男達に弄ばれる日々を送り、そのう

ちの一人から銃を盗り、酔いどれて妻を抱き、そのまま寝入っていた男

達に向けて乱射して殺しました。その場で妻も撃ち殺されてしまいまし

た。その男達が以前妻を手込めにした男達だったのかどうかは今となっ

ては知る術もありません。私は妻の死を知って、自分も死のうと思いま

した。しかし、この国には私たちよりもっと酷い仕打ちを受けている人
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たちが沢山居ることを知りました。自分が死んではその人達に申し訳な

いと思ったのです。何時かこんな自分でも誰かの役に立つことがあるだ

ろう、妻や子供達が苦しんだ分、自分も人を助けるために苦しもうと考

えたのです。そして、自分自身もエイズに感染していることを知ったと

きは、この苦しみを背負って妻や子供達を弔いながら生きられる限り生

きようと考えました。だから、国軍やクツ人軍の目を避けて、この森の

人たちの仲間に加わりました。ここには何も無いから、誰も襲って来た

りしませんからね。でも、私は身体を動かすのも苦痛になって、人の役

に立つどころか、周りの人たちに助けてもらって、やっと生きているだ

らしない人間に成り下がってしまいました）

祐子は話を聞いて涙を拭った。亜希子も目を潤ませている。

「＊＊＊＊＊」（これから一緒に、この国を本当の天国にするために頑

張りましょう。あのう・・・・）

「＊＊＊＊＊」（ムバンラクです）

「＊＊＊＊＊」（ムバンラクさん、共に頑張りましょう）

ムバンラクはまだ話したいようだったが、隣に横になっている男性の悲

しそうな目が気になり、祐子は隣に移動した。亜希子はムバンラクの近

くに坐ったまま、祐子の動きを見ていた。祐子は３０歳ほどに見える男

性の直ぐ側に近付き、しゃがみ込んで男性に語り掛けようとした。男性

はいきなり祐子の腕をつかんだ。祐子は慌てなかった。男性は祐子を自

分の身体の方に引き寄せようと腕に力を入れた。「グキッ」と音がして、

指の力が抜けたように男性は祐子の手を放した。

「＊＊＊＊＊＊」（ああ、だめだ。俺はもう女も抱けなくなってしまっ

た。腕にさえ力が入らない。俺はおまえのような美しい女とやりたい。

だけど、身体が言うことを聞かない。おまえは綺麗だ。俺の身体が良く

なったら、必ずおまえを抱いてみせる。おまえは綺麗だ）

ムバンラクが言った。

「＊＊＊＊＊」（ユウコさん、我慢してやってください。ガブラ、こい

つの名前なんですがね、ガブラのやつ、あと３ヶ月も持たないって言わ

れているんです。まだ身体は若いんですが、エイズだけじゃなくて、腹
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の上の方にでっかい固い痼りがあるんです。それが、もうこいつの息の

根を止めようとしているようなんです。罰が当たったんでしょうけど

ね。夜中に這い回って苦しがるんです）

「＊＊＊＊＊」（うるせえな、 爺。爺は引っ込んでいろ。俺はもうじき
じじい

この世界から消えてしまうんだ。生きている間に楽しまなくちゃつまら

ないじゃないか。ええ、お姉ちゃん、そう思うだろう？）

「＊＊＊＊＊」（私はユウコっていうのよ。生きている間に・・・・楽

しむんじゃなくて、喜びに満ちているって言ってほしいな）

「＊＊＊＊＊」（おっ、お姉ちゃん、話が分かるじゃないか。あんたと

やれたら、どれほど喜びを感じられることか知れないぜ。できることな

らな・・・）

「＊＊＊＊＊」（喜びは喜びでも、心の喜びよ。大自然の中で生きる喜

び、沢山の人たちと共に生きる喜び、家庭を持ち、家族と団らんの日々

を過ごす喜び、そういう喜びよ）

「＊＊＊＊＊」（それに、やったときの恍惚感の喜び、それも入れとい

てくれよ）

「＊＊＊＊＊」（分かったわ。あなた、頭は元気そうだから、私が病気

を治してあげるわ）

「＊＊＊＊＊」（隣のじじいの様子を観ると、確かに元気になったみた

いだ。ほんとに俺を治せるのか？そしたら、俺はあんたのために何でも

してやるぜ）

「＊＊＊＊＊」（そう、それじゃ治してあげる）

「＊＊＊＊＊」（ちょっと待てよ、俺のことを何も知らないでも治して

くれるって言うのか？隣の爺も、周りの女どももみんなエイズ患者だ

ぞ。治らない病気だ。俺はその中でも一番酷い。その上、この瘤がだん

だんでかくなってきて夜中に暴れやがる。それはな、俺がいままでずっ

と悪いことをしてきたから、森の精霊が怒って俺を罰しているんだって

みんなが言うんだ。確かにその通りだ。俺はみんなとは違う。俺は根っ

からの悪人なんだ。俺がどんな悪いことをしてきたか聞いたら、あんた

逃げ出すぜ。いいか、おれはまだ２０歳になる前に、銃を手に入れた。
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そして、どこの軍だった覚えてないが、兎に角、軍に雇われて、大勢の

人たちを殺した。子供も殺した。それはむごたらしい殺し方だった。今、

俺はそれを思い出しただけで、身の毛がよだち、身体中の血が引いて行

くのが分かる。おれは大勢の女を犯した。亭主の前で奥さんとやったこ

ともある。強盗もした。生活の苦しい家族に押し入って、銃を突き付け

て、家財道具を全部かっさらった。そうしておいて、家中を銃で撃ちま

くった。こんな男なんだ。「おまえのような奴は殺してやりたい。生き

ている価値なんか無い」とみんな言う。だけど、そこに立っているモン

ジャル爺さんだけが違った。俺を助けた。銃で撃たれて死にそうになっ

ていたとき助けてくれた。何でこんな俺を助けたのか、何度聞いても教

えてくれない）

モンジャル老翁は僅かに微笑んでいるように見える。祐子が横になって

いるガブラに身を寄せて、添い寝しながら言った。

「＊＊＊＊＊」（私を抱きしめなさい。頑張って力を振り絞って、そう、

両手で私の肩を抱き締めなさい。思い切り抱き締めるのよ。私とやって

いると想像しなさい。良いわね。一番気持ちの良い、喜びの中に浸って

いるのよ。ずっとずっと）

ガブラは良く動かない両手を必死に動かして祐子を抱き締めた。首を動

かすこともできない。祐子はガブラに口づけした。亜希子は顔色が変わ

った。相手は重度のＨＩＶ感染者なのだ。祐子にエイズが移ると思った。

祐子は瞑想状態になった。男の身体はいたるところでＨＩＶウイルスの

攻撃を受けている。祐子は自分にプラナを注入し、それを檀中からガブ

ラの檀中を通して身体全体に注入した。大波が引く勢いでＨＩＶウイル

スが消えていった。祐子はプラナの注入を続けた。喜びの意識がガブラ

の身体全体に漲ってきた。祐子はガブラの腹部を透視した。肝臓の半分

以上が癌細胞で硬化していた。癌は肝臓だけではなかった。肺にも、膵

臓にも転移していた。祐子は細胞達に語りかけた。「あなた方はこの男

を元に戻すために努めなくてはいけない。この男には、今世でやり遂げ

なければならないことがある。あなた方と共に生き抜かなくてはならな

い。直ぐに元の状態に戻りなさい。自らが誤った形態に変化してしまっ
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たことを自覚したら、自己消滅アポトーシスのプロセスに入りなさい。

あなた方の意識は正常な形に戻って受け継がれます」祐子は強く意識し

た。自分の背中に回しているガブラの手に力が入ってきたのが分かっ

た。ガブラは祐子を力強く抱きしめた。ガブラは自分の手が思い通りに

動くことに気付くと、いきなり、祐子の背中から手を外し、祐子の胸の

ボタンを外した。祐子の乳房が露わになった。祐子は黙っていた。ガブ

ラはボタンを２つ外し、祐子の胸の中に手を差し込もうとして止めた。

ガブラの目に涙がこぼれ落ちた。ガブラは祐子の肩に両手を当て、祐子

の身体を自分から離した。

「＊＊＊＊＊」（あなたは、どなたですか？）

「＊＊＊＊＊」（わたしはあなたよ。もう大丈夫よ。全部良くなったわ）

「＊＊＊＊＊」（これから、俺はどうしたら良いのか教えてください）

「＊＊＊＊＊」（あなたは、ただ精一杯生きれば良いのよ。この美しい

世界の中でね）

ガブラは起き上がり、床に座り、頭を床にすりつけた。祐子は軽く頷い

た。亜希子の目に涙が流れた。モンジャル老翁の瞳も潤んでいた。

祐子は次の患者、少女の側に寄った。

「＊＊＊＊＊」（あなた、ひとりぼっちなのね。今一番したいことは何？）

娘は俯いたまま暫く黙っていたが、祐子が娘の手をそっと取って、掌で

ゆっくり手の甲をさすってあげると、娘の唇が動いた。

「・・・・＊＊＊＊＊」（おかあさん）

ムバンラクが言った。

「＊＊＊＊＊」（ミンミ、話せるじゃないか。ミンミが話したぞ）

祐子はミンミの肩を優しく抱き寄せて言った。

「＊＊＊＊＊」（お母さんに会いたいの？）

ミンミは黙って頷いた。目に一杯涙を溜めている。祐子は亜希子の方を

流し観た。亜希子は頷いた。亜希子はミンミの近くに来ると、ミンミの

頭の側に落ちている髪の毛を一本拾い、瞑想状態に入った。意識を髪の

毛の細胞を通り抜けて幽界におもむかせた。ミンミの母親は既に亡くな

っていて、娘のミンミから意識を逸らすことができず、幽界の中を彷徨
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っていた。その念の強さは現世のミンミの意識に作用して、彼女の心を

母への思いに縛り付けているのだった。亜希子は母親に対して、いつも

のように日本語で話し掛けた。

「あなたはもう、亡くなっているんですよ。亡くなった人は、霊界に戻

らなくてはいけないのですよ」

「・・・あなたは誰？なぜ、私のことを知っているの？」

「私は今、あなたが生きていたコンゴの森の中に居るのよ。そこに、病

気のミンミ － そうあなたの可愛い娘さんが居るのよ。あなたのこと

を思って、言葉も話すことができないみたいなのよ」

「あの娘は私の宝物なの。ああ、私の大好きなミンミ、どこに行ってし

まったの？」

「ミンミは森で生きているのよ。あなたの愛情は素晴らしいわ。でも、

ミンミを縛り付けてしまっては、ミンミが子供らしく、喜びに満ちて生

きてゆけないのよ。ミンミの為を思うのなら、ミンミの幸せを神様にお

祈りして、自分が亡くなってしまったことを受け入れるのよ」

「ミンミに会いたい！ミンミに一目でも会えたら、私はもう消えてしま

っても良いわ。私は亭主を軍人に殺され、生きるために身体を売って、

ミンミを育ててきたのよ。お客さんには避妊具を使ってもらうようにし

ていたのに、乱暴な商人に付けないでされて、エイズに感染してしまっ

たの。そんなこととも知らずに私はあの娘をかわいがったのよ。いつも

キスしてあげていたの。だから、あの娘にもエイズが移ってしまったの

よ。かわいそうなミンミ」

「ミンミは直ぐに治るわ。いまミンミに会わせてあげます。でも、約束

してくださいね。ミンミに会ったら、もう彼女を縛り付けないって」

「分かったわ。でも本当に治るの？うれしい！もう心配ないのね」

亜希子は一旦自分の身体に意識を戻した。祐子がミンミの手の甲をさす

っている。

「お姉様、ミンミに目を瞑ってお母さんのことを思い出しながら呼ぶよ

うに言ってください」

祐子は頷いた。
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「＊＊＊＊＊」（ミンミ、お母さんに会いましょう。さあ、目を瞑って

ね。そして、お母さんのことを思い出して、呼んでご覧なさい）

ミンミは目を瞑り、暫くして大きな声で叫んだ。

「＊＊＊＊＊」（おかあさーん）

亜希子は直ぐに幽界に戻った。母親は亜希子を待っていた。

「さあ、今、ミンミがあなたを呼んでいるわよ。ミンミの姿を思い浮か

べてごらんなさい」

幽界の中にミンミの姿が現れた。母親はミンミに駆け寄ると、思い切り

抱きしめた。亜希子は一瞬そこが幽界であることを忘れた。ふたりの姿

はあまりにもリアルだった。しっかりと抱き合っている手が相手の身体

を突き抜けることもない。暫くしてふたりは話し始めた。

「ミンミ、ひとりぼっちにしてごめんね。お母さんは死んでしまったの

よ。でもね、いつもあなたの側に居るから安心してね」

「おかあさん、本当にずっと側にいてくれるのね。私、お母さんのこと

が世界中で一番好きなんだから、私を守っていてくれなくちゃいやよ」

ふたりは暫くの間抱擁し合っていたが、やがて亜希子に導かれて、ミン

ミの意識が自分の身体に戻った。母親の近くにカラフルな衣装を身に付

けた黒人の女性が現れ、母親を霊界に連れ去った。亜希子が自分の身体

に意識を戻すと、祐子がミンミのエイズの治療をしていた。治療が終わ

ると、亜希子がミンミに向かって言った。

「＊＊＊＊＊」（お母さんは今、天国に行ったわ。あなたも祐子お姉様

に病気を治して頂いて、元気に生きるのよ）

「＊＊＊＊＊」（はい、お姉様、ユウコママ）

いつの間にかミンミは祐子を母に重ねていた。祐子はミンミを自分の胸

に抱き締めた。


